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平成13年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行
一学士l, 457人， 修士2 85人， 博士14人計l, 7 5 6人が晴れの門出を迎えるー
平成13年度富山大学学位記授与式が， 3月25日 （月）
午前11時から富山市芸術文化ホールにおいて挙行され，
総数l, 7 5 6人が晴れの門出を迎えました。
式に先立ち， 富山大学フ ィ ルハーモニー管弦楽団によ
る「ラデッキ一行進曲」（ヨハン・ シュ ト ラウス 作曲）
及び「威風堂々」（エルゲ一作曲）の演奏と， 富山大学
合唱団による「富山大学歌J（菊池靖雄作調， 森川勝彦
作曲）及び「夢みたものは」（立原道造作詞， 木下牧子
作曲）の合唱があり， 式場に落ち着いた雰囲気をもたら
しました。
式は， 関係部局長及び名誉教授7人が列席する中， 瀧
j宰学長から， 人文学部代表の番田幸子 さ んをはじめとし
て各学部及び大学院の各研究科代表（専攻代表）14人に
学位記が授与されました。
続いて， 瀧漂学長が「富山大学で学び研究した経験を
生かし， 常に批判的問題意識を持って， 自主的な判断が
できるようになってほしいj 旨告辞し， 静粛なうちに式
を終了しました。
なお， 式場前には多数の学生が集まり， 卒業・修了生
に花束を贈ったり， 記念写真を撮っていました。
｜ 学位記授与式における学長告辞（全文）
学部卒業・大学院修了の皆さん おめでとうございま
す。 本日 ， 富山大学から学位を受けられたのは， 学士 l,
457名， 修士2 85名， 博士 14名の方々であり， 20世紀か
ら21世紀ヘむけて未曾有の世界的な激動のなかで学生生
活を送り， 今その成果として学位を授与されたことを，
先ずは心からお祝いを申し上げます。
このおめでたい日 ではありますが， 富山大学として，
やはり避けて通れない不祥事にふれないわけにはまいり
ません。
昨年の6月， 皆さんが卒業を前にして， 学部では卒業
論文や卒業研究に， 或いは大学院で学位論文の作成を始
めようとした頃， 富山大学では， 過去に入学試験の合否
判定を誤り， 本来合格していた16名の学生を不合格にし
ていた事がわかりました。 否さらに， その事が分かつて
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ム告示を延べる瀧淳学長
から， 2年以上もそれを隠蔽していたこともわかりまし
た。 この隠していた事が分かつてから， 更に4ヵ月も公
表を遅らせるという過ちをも重ねてしまいました。 青春
を傷つけられた16名の方々の心情は察するに余りあるも
のがあります。 本来ならば 皆さん方と共に今日 ここで
学位を授与された方もあったでありましょう。 その方の
姿がこの席にないことを思うと， 富山大学の学長として
言い表す言葉も無いほど痛恨のきわみであります。
また， このため皆さん自身も富山大学の学生・院生と
して世間で肩身の狭い思いをし， 或いは， 就職活動で不
利になるのではないかと， 戸惑いがあったのではないか
と思うと， 非常に申し訳なく， 改めてお詫びを申し上げ
ます。
皆さんは， 大学での勉学や研究を通して， 学問や科学
技術の歴史の中で， つまずきゃ失敗の際に， それを深く
受け止めて， 如何にそこから新しいものを作りだすかを
平成14年 4 月 学
考える事が， 学問や科学技術の進歩・発展に寄与してき
た事を学んだ筈です。 皆さん方も， この残念な大学の不
祥事を深く受け止めて， もって『他山の石』としていた
だきたいと思う次第であ
ります。
いま， 富山大学では， 社会的な信頼の回復に向けて全
力をつくしております。 教職員が一体となって研究や教
育に， また社会的貢献の面で努力しております。 皆さん
は富山大学の同窓生として誇り高く胸をはって， 存分に
社会で活躍してください。
また， 今日の卒業に際して皆さん方に気掛かりになっ
ていることのーっとして 富山県内の国立3大学の再編
統合問題があると思います。 いま私たちは， 3つの大学
を単に寄せ集めるのではなく 3つの大学が統合するこ
とによって， より研究の能力を高め， 学生の指導を充実
させ， 社会への貢献が出来る大学になる方向で検討して
おります。 富山大学は総合大学として3大学の中で， もっ
とも長い伝統と多くの業績をあげ， 数多くの有能な学生
を世に送り出して来た歴史を持っております。 一方， 他
の2大学は， いずれも優秀な大学でありますが， それぞ
れ設置の目的も研究分野も異なっています。 大学の統合
は一般社会における会社の合併とは本質的に違っていま
す。 大学の統合は， それぞれの特質を生かし協力によっ
て， より研究機能を高め， 未来に向けて開かれた大学に
ならなければ， 統合の意味はありません。 そのために，
いま， 私たちは様々な模索を続けておりますが， 決して
皆さんの愛する母校となる富山大学が空中分解して無く
なってしまう事はありません。 私自身も富山大学の卒業
生であり． 皆さんの同窓生です。 また誰よりも富山大学
報 第447号
を愛していると自負している者の一人です。 現在まだ3
大学の統合の方向は決まっておりませんが， やがてこの
私たちの富山大学の良き伝統を継承発展させた素晴らし
い大学になることを期 待していてください。
さて皆さんは， 将来 ， 社会で指導的立場に立つ者とし
て， 大学で学び研究したことの意味を今一度振り返って
見てください。 およそ学ぶと言う事の根底には， その専
門分野のいかんにかかわらず， 人間の価値観や生き方の
多様性を知り， 理性に支えられた社会的使命感を持つこ
とがなければなりません。 この理念の欠如した， 単なる
学問的知識や技術の習得は， 環境問題や社会の歪みに対
する総合的な判断能力を失わせる結果に至ります。
皆さんは将来とも， 富山大学で学び研究した経験を生
かして， 社会生活の中でも， 上司の一言一句に一喜一憂
することなく， 付和雷同することなく， 常に批判的問題
意識を持ち， 自主的な判断が出来るようになってくださ
い。
また皆さんが， やがて指導的地位について， 後輩を導
く立場になった時も， どうかこの事を忘れないようにし
ていただきたい。
批判的問題意識の欠如した学問， 時流に乗った知識や
技術は， 社会や科学技術の急激な変化によって瞬時に無
用のものと成りかねない事を意識して， 流動する社会や
科学技術に対して， 問題解決のカを養ってください。
これをもって， 新しい生活へ旅立つ皆さんへの私から
のはなむけの言葉と致します。
平成14年3月2 5日
富山大学長 瀧津 弘
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（政 令）
O学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政
令の整理に関する制令（ 67) （平成14. 3. 27官報第332
8号）
O国立学校設置法施行令の一部を改正する政令（77)
（平成14. 3. 29官報号外第 63号）
O国家公務員倫理規程の一部を改正する政令（79) （同）
O公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準
に関する法律施行令の一部を改正する政令（ 82) （同）
O公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準
に関する法律施行令の一部を改正する政令の一部を改
正する政令（ 83) （同）
O公立高等学校の設置， 適正配置及び教職員定数の標準
等に関する法律施行令の一部を改正する政令の一部を
改正する政令（ 84) （同）
0義務教育費国庫負担法第2条ただし書きの規定に基づ
き教職員の給与及び報酬等に要する経費等の国庫負担
額の最高 限度を定める 政 令の一部を改正する政令
( 85) （同）
（省 令）
O保健婦助産婦看護婦法の一部を改正する法律の施行に
伴う文部科学省関係省令の整理に関する省令（文部科
学3) （平成14. 3. 1 官報第3311号）
O国立大学の学科及び課程に関する省令（同5) （平成l
4. 3. 2 5官報号外第 57号）
0大学評価・学位授与機構組織運営規則の一部を改正す
る省令（同6) （平成14. 3. 2 6官報第3327号）
0児童手当法施行規則及び児童手当事務費交付金の額の
算定に関する奨励の一部を改正する省令（厚生労働3 4)
（平成14. 3. 2 6官報号外第 5 8号）
0学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係省
令の整理に関する省令（文部科学7) （平成14. 3. 27 
官報第332 8号）
O国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令（同8)
（平成14. 3. 2 8官報号外第 62号）
O大学設置基準の一部を改正する省令（同9) （同）
O大学設置基準の一部を改正する省令（同10) （同）
0短期 大学設置基準の一部を改正する省令（同11) （同）
O国家公務員共済組合法施行規則及び厚生年金保険法等
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の一部を改正する法律等の施行に伴う存続組合及び指
定基金に係る特例業務等に関する省令の一部を改正す
る省令（財務1 8) （平成1 4. 3. 29官報号外第 64号）
0学校保健法施行規則の一部を改正する省令（文部科学
12) （同）
O小学校設置基準（同14) （同）
O中学校設置基準（同15) （同）
0高等学校設置基準の一部を改正する省令（同16) （同）
O幼稚冨設置基準の一部を改正する省令（同17) （同）
（規 則）
O人事院規則8-1 8 （採用試験）の一部を改正する人事
院規則（人事院8-1s�16) c平成14. 3. 1官報号外
第36号）
0人事院規則9-2 （俸給表の適用範囲）の一部を改正
する人事院規則（同9-2 - 40) （同）
O人事院規則9-6 （俸給表の調整額）の一部を改正す
る人事院規則（同9- 6 - 44) （同）
0人事院規則9-8 （初任給， 昇格， 昇給等の基準）の
一部を改正する人事院規則（同9-8 - 45) （同）
0人事院規則9-17 （俸給の特別調整額）の一部を改正
する人事院規則（同9 17- 85) （同）
0人事院規則9-30 （特殊勤務手当）の一部を改正する
人事院規則（同9 30- 44) （同）
0人事院規則9- 49 （調整手当）の一部を改正する人事
院規則（同9- 49-21) （同）
O人事院規則9- 5 5  （特地勤務手当等）の一部を改正す
る人事院規則（同9- 5 5- 59) （同）
0人事院規則10-4 （職員の保健及び安全保持）の一部
を改正する人事院規則（同10-4-11) （同）
O人事院規則10- 7 （女子職員及び年少職員の健康， 安
全及び福祉）の一部を改正する人事院規則（同10-7 -
5) （同）
O人事院規則15一14（職員の勤務時間， 休日及び休 暇）
の一部を改正する人事院規則（同15-14-10) （同）
0人事院規則16-4 （補償及び福祉事業の実施）の一部
を改正する人事院規則（同16-4 -21) （同）
0人事院規則15-14（職員の勤務時間， 休日及び休 暇）
の一部を改正する人事院規則（同15-14-11) （平成1
4. 3. 2 5官報第332 6号）
平成14年 4 月 学
O人事院規則17- 0 （管理職員の範囲）の一部を改正す
る人事院規則（同17- 0 - 65) （同）
0人事院規則9-17 （俸給の特別調整額）の一部を改正
する人事院規則（同9-17- 86) （平成14. 3. 27官報
第332 8号）
（告 示）
O平成14年度科学研究費補助金（特定奨励費）における
交付申請書の提出期限等を定める件（文部科学30)
（平成14. 3. 1官報第3311号）
0大学の設置等の認可申請書その他の書類の様式及び提
出部数の一部を改正する件（文部科学37) （平成14. 3. 
19官報第3323号）
報 第447号
0無線従事者国家試験の一部を免除する学校等を認定し
た件を変更した件（総務153) （平成14. 3. 22官報第33
2 5号）
0遺伝子治療臨床研究に関する指針（文部科学・厚生労
働1) （平成14. 3. 27官報号外第 60号）
0学校法人の寄附行為及び寄附行為変更の認可に関する
審査基準の一部を改正する件（文部科学5 5) （平成14.
3. 2 8官報号外第 62号）
O公立学校の学校医， 学校歯科医及び学校薬剤師の公務
災害補償の基準を定める政令の規定に基づき， 遺族補
償年金等の額に乗ずる率を定める件（文部科学 59)
（平成14. 3. 29官報号外第 64号）
���� 
富山大学学則の改正
「一 富 山 大学学則の改正理由一一一
i 1 国立学校設置法の一部を改正する法律（平成13年法律第76号）に基づき， 本学の教員組織としての講座を学
｜ 則に定めるため， 所要事項を改める。
i 2 学校教育法施行規則の一部を改正する省令（平成13年文部科学省令第 80号）に基づき， 大学入学資格が改正
i されたことに伴い， 所要事項を改める。
富山大学学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
平成1 4年3月15日
富山大学長
富山大学学則の一部を改正する学則
富山大学学則（昭和59年3月12日全部改正）の一部を次のように改正する。
第7条を次のように改める。
（講 座）
第7条 学部若しく は学科又は研究科に， 教員組織として講座を置く 。
2 講座は， 別表第2のとおりとする。
第2 5条中第7号を第8号とし 第6号の次に次のl号を加える。
瀧 津 弘
(7) 学校教育法第 5 6条第2項の規定により大学に入学した者であって， 本学における教育を受けるにふさわしい学
カがあると本学が認めたもの
第50条第2項中「別表第2」を「別表第3」に改める。
別表第2を別表第3とし， 別表第1の次に次の1表を加える。
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平成14年 4 月 学 報 第447号
別表第2（別添のとおり）
附 則
1 この学則は， 平成14年4月1日から施行する。
2 学校教育法施行規則の一部を改正する省令（平成13年文部科学省令第 80号）による改正前の学校教育法施行規則
第69条第5号の規定により大学に入学した者の大学への入学資格に関する取扱いについては， なお従前の例による。
別表第2
人文学部
人文学科
ム人間基礎論
ム歴史文化
ム行動文化
国際文化学科
ム国際文化論
ム文化環境論
教育学部
学校教育教員養成課程・生涯教育課程・情報教育課程
ム国語教育
ム社会科教育
ム数学教育
ム理科教育
ム音楽教育
ム美術教育
経済学部
経済学科
ム理論経済学
ム比較経済論
ム政策科学
A応用経済学
経営学科
ム経営学
理学部
数学科
ム数理解析
ム情報数理
物理学科
ム物性物理学
ム量子物理学
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言語文化学科
A日 本東洋言語文化
ム英米言語文化
ムヨーロッパ言語文化
ム保健体育
ム技術教育
ム家政教育
ム英語教育
ム学校教育
ふ応用経営
ム管理科学
経営法学科
ム基礎法
ム民事法
A企業関係法
生物学科
ム生体構造学
ム生体制御学
地球科学科
ム地球圏物理学
ム地球ダイナミク ス
ム地球進化学
平成14年 4 月
化学科
ム反応物性化学
ム合成有機化学
工学部
電気電子 システム工学科
A電気システム工学
ム通信制御工学
ム電子物性デバイス 工学
知能情報工学科
ム知能システム工学
ムマルチモーダル情報工学
ムメ ディア情報工学
理工学研究科
O情報システム科学
0設計生産 システム科学
O物質創成科学
O材料科学
学 報
生物園環境科学科
ム環境化学計測
ム生物圏機能
機械知能システム工学科
A設計生産工学
ムエネルギー・環境工学
A機械制御情報工学
物質生命システム工学科
A材料工学
Aプロセス 工学
a応用化学
ム生命工学
0エネルギ一変換科学
Oエネルギ一循環科学
O生命科学
O地球環境科学
備考 O印を冠するものは博士講座 ム印を冠するものは修士講座である。
富山大学大学教育委員会規則の改正
「 富 山 大学大学教 育 委 員 会規則の改正理由一一一一一 一一 一ー一一一一一一一一一
第447号
｜ 入学者の選抜に関して実施組織の見直しを行うことに伴い 大学教育委員会の審議事項を見直し， 所要事項 ！
｜ を改める。 ! 
富山大学大学教育委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 津 弘
富山大学大学教育委員会規則の一部を改正する規則
富山大学大学教育委員会規則（平成12年3月31日制定）の一部を次のように改正する。
第2条第3号を次のように改める。
(3) 入学者の受入方針に関すること。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
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富山大学大学入学試験管理委員会規則の制定
「一 富 山 大学入学試験管理委員会規則の 制定理由一一一一一一一一
! 入学者選抜の実施組織を見直し， 入学者の選抜を適正かつ円滑に行うため， 所要事項を定める。 ! 
富山大学入学試験管理委員会規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学入学試験管理委員会規則
（設 置）
第1条 富山大学に入学者の選抜を適正かつ円滑に運営
するため， 富山大学入学試験管理委員会（以下「委員
会Jという。）を置く。
（審議事項）
第2条 委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議する。
(1) 入学者選抜の基本方針に関する事項
(2) 入学者選抜検査及び大学入試センター試験の実施
に関する基本的事項
(3) その他入学者選抜に関する重要事項
（組 織）
第3条 委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって組織
する。
(1) 学長
(2) 副学長
(3) 学部長
(4) 評議会から選出された評議員1人
(5) 学部の入学試験関係委員会の委員長（学部長が委
員長である学部にあっては 学部長が指名した入学
試験関係委員会の委員）
（任 期）
第4条 前条第5号の委員で学部長が指名した入学試験
関係委員会の委員の任期は， 2年とし， 再任を妨げな
い。 ただし， 欠員が生じた場合の後任の委員の任期は，
前任者の残任期間とする。
（委員長）
第5条 委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
2 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。 ただ
し， 委員長に事故あるときは 委員長があらかじめ指
名した委員がその職務を代行する。
（議 事）
第 6 条 委員会は， 委員の3分の2以上が出席しなけれ
ば開会できない。
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2 議事は， 出席委員の過半数をもって決し， 可否同数
の場合は， 議長の決するところによる。
（実施本部等）
第7条 委員会に， 入学者選抜に係る検査の実施のため，
検査実施本部及び各学部検査場本部を置く。
2 検査実施本部に本部長を置き， 学長をもって充て，
各学部検査場本部に本部長を霞き， 学部長をもって充
てる。
3 検査実施本部及び各学部検査場本部に関する事項は，
当該本部長が別に定める。
第8条 委員会に， 大学入試センター試験の実施のため，
試験実施本部及び各学部試験場本部を置く。
2 試験実施本部に本部長を置き， 学長をもって充て，
各学部試験場本部に本部長を置き， 学部長をもって充
てる。
3 試験実施本部及び各学部試験場本部に関する事項は，
当該本部長が別に定める。
（入学試験実施委員会）
第9条 委員会に， 入学者選抜検査及び大学入試センター
試験の実施に必要な事項を協議するため， 入学試験実
施委員会を置く。
2 入学試験実施委員会に関する規則は， 別に定める。
（入学者選抜方法研究委員会）
第10条 委員会に， 入学者選抜方法に関し必要な事項を
調査研究するため， 入学者選抜方法研究委員会を置く。
2 入学者選抜方法研究委員会に関する規則は， 別に定
める。
（庶 務）
第l l条 委員会の庶務は， 学生部入試課において処理す
る。
附 則
1 乙の規則は， 平成14年4月1日 から施行する。
2 富山大学入学試験実施委員会規則（平成12年3月31
日 制定）は， 廃止する。
平成14年 4 月 学 報 第447号
富山大学大学入学試験実施委員会規則の制定
「一 富 山 大学入学試験実施委員会規則の制定理由一ー 一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一
！ 入学者選抜の実施組織を見直し， 入学者の選抜を適正かつ円滑に行うため， 所要事項を定める。 ! 
富山大学入学試験実施委員会規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学入学試験実施委員会規則
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富山大学入学試験管理委員会規則
第9条第2項の規定に基づき， 富山大学入学試験実施
委員会（以下「実施委員会Jという。）の組織及び運
営に関し， 必要な事項を定めるものとする。
（審議事項）
第2条 実施委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議す
る。
(1) 入学者選抜検査の実施に関すること。
(2) 学生募集に関すること。
(3) 大学入試センター試験の実施に関すること。
(4) その他入学者選抜の実施に関し必要なこと。
（組 織）
第3条 実施委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって
組織する。
(1) 学長が指名した副学長
(2) 富山大学入学試験管理委員会規則第3条第4号の
評議員
(3) 富山大学入学試験管理委員会規則第3条第5号の
委員
(4）学部の入学試験関係委員会の委員 各1人
(5) 保健管理センタ一所長
(6) 総合情報処理センター長
（任 期）
第4条前条第4号の委員の任期は， 2年とし， 再任を妨
げない。 ただし， 欠員が生じた場合の後任の委員の任
期は， 前任者の残任期間とする。
（委員長）
第5条 実施委員会に委員長を置き， 副学長をもって充
てる。
2 委員長は， 実施委員会を招集し， その議長となる。
ただし， 委員長に事故あるときは， 委員長があらかじ
富山大学長 瀧 漂 弘
め指名した委員がその職務を代行する。
（議 事）
第6条 実施委員会は， 委員の3分の2以上が出席しな
ければ開会できない占
2 議事は， 出席委員の過半数をもって決し， 可否同数
の場合は， 議長の決するところによる。
（専門委員会）
第7条実施委員会に， 入学者選抜に関する専門的事項を
審議するため， 次の各号に定める専門委員会を置く。
(1) 問題作成専門委員会
(2) 採点専門委員会
(3) 入試問題検討専門委員会
(4) 健康診断専門委員会
(5) 電算処理検討専門委員会
(6) 電算処理実施専門委員会
2 各専門委員会に委員長を置き， 副学長をもって充て
る。
3 各専門委員会の運営に関し必要な事項は， 別に定め
る。
（意見の聴取）
第8条 実施委員会及び各専門委員会が必要と認めたと
きは， 委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことが
できる。
（庶 務）
第9条 実施委員会及び専門委員会の庶務は， 学生部入
試課において処理する。
（雑 則）
第10条 この規則に定めるもののほか， 実施委員会の運
営に関し必要な事項は， 実施委員会において定める。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
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富山大学大学入学者選抜方法研究委員会規則の制定
「一 富 山大学入学者選抜方法研究委員会規則の 制定理由ー一一一一一 一一一 一一一－－－一一
｜ 入学者選抜の実施組織を見直し， 入学者の選抜を適正かつ円滑に行うため， 所要事項を定める。 I 
富山大学入学者選抜方法研究委員会規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学入学者選抜方法研究委員会規則
（趣 旨）
第1条 この規則は， 富山大学入学試験管理委員会規則
第10条第2項の規定に基づき， 富山大学入学者選抜方
法研究委員会（以下「研究委員会Jという。）の組織
及び運営に関し， 必要な事項を定めるものとする。
（目 的）
第2条研究委員会は， 入学者選抜方法に関し， 必要な
事項を調査研究する。
（組 織）
第3条 研究委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって
組織する。
(1) 富山大学入学試験管理委員会規則第3条第4号の
評議員
( 2）学部の入学試験関係委員会の委員 各2人
（任 期）
第4条 前条第2号の委員の任期は， 2年とし， 再任を
妨げない。 ただし， 欠員が生じた場合の後任の委員の
任期は， 前任者の残任期間とする。
（委員長）
第5条 研究委員会に委員長を置き， 第3条第1号の委
員をもって充てる。
2 委員長は， 研究委員会を招集し， その議長となる。
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富山大学長 瀧 津 弘
ただし， 委員長に事故あるときは， 委員長があらかじ
め指名した委員がその職務を代行する。
（議 事）
第6条 研究委員会は， 委員の3分の2以上が出席しな
ければ開会できない。
2 議事は， 出席委員の過半数をもって決し， 可否同数
の場合は， 議長の決するところによる。
（専門委員会）
第7条 研究委員会に， 専門的事項の調査研究を行うた
め必要があるときは， 専門委員会を置くことができる。
2 専門委員会の委員の任期は， 2年とする。
3 専門委員会に委員長を置き， 専門委員会の委員の互
選による。
4 専門委員会の委員は， 研究委員会に出席し， その調
査研究の成果を報告するものとする。
5 前各項に定めるもののほか， 専門委員会の運営に関
し必要な事項は， 専門委員会において定める。
（庶 務）
第8条 研究委員会及び専門委員会の庶務は， 学生部入
試課において処理する。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
平成14年 4 月 学 報I 第447号
富山大学大学入学試験実施委員会内規の制定
「ーー 富山大学入学試験実施委員会内規の制定理由一一一一一一一一ー｜ 入学者選抜の実施組織を見直し 入学者の選抜を適正かつ円滑に行うため 所要事項を定める。 ！ 
富山大学入学試験実施委員会内規を次のとおり制定する。
平成 1 4年3月15日
富山大学入学試験実施委員会内規
第1節 総則
第l条 この内規は， 富山大学入学試験実施委員会規則
第7条第3項の規定に基づき 次の各号に掲げる専門
委員会の運営に関し必要な事項について定める。
(1) 問題作成専門委員会
(2) 採点専門委員会
(3) 入試問題検討専門委員会
(4) 健康診断専門委員会
(5) 電算処理検討専門委員会
(6) 電算処理実施専門委員会
第2節 問題作成専門委員会
第2条 問題作成専門委員会の所掌事項は， 次の各号の
とおりとする。
(1) 教科・科目 の問題作成に関すること。
(2) 教科・科目の問題の採点基準に関すること。
(3) その他教科・科目の問題作成に関し必要な事項
第3条 一般選抜の入学試験に係る問題作成専門委員会
の委員の選出については， 次のように行う。
(1) 各教科・科目 ごとに主任委員を置き， 前年度の主
任委員が入学試験実施委員会委員長（以下「 委員長J
という。）に推薦し， 学長が命ずる。
(2) 委員は， 前号により命じられた主任委員が当該教
科・科目 の問題作成に必要な委員を委員長に推薦し，
学長が命ずる。
(3) 委員長が必要と認めるときは， 当該教科・科目 の
主任委員の推薦に基づき副主任を置くことができる。
(4) 主任委員から申出があった場合， 委員長は， 専ら
入試問題の点検を行うための問題検討要員を委員と
して指名することができる。
2 推薦入学等の特別選抜試験に係る問題作成専門委員
会の委員の選出については， 各学部で適任者を選出し，
富山大学事務局長 坂 田 達 夫
学部長が主任委員及び委員を委員長に推薦し， 学長が
命ずる。
第4条 主任委員及び委員の任期は， 5月1日から当該
年度の入試業務が完了するまでの問とする。
第3節採点専門委員会
第5条 採点専門委員会の所掌事項は， 次の各号のとお
りとする。
(1) 教科・科目 の答案の採点に関すること。
(2) 教科・科目 の答案の採点結果の評価及び報告に関
すること。
(3) その他教科・科目 の答案の採点に関し必要な事項
第6条 採点専門委員会の委員は， 問題作成専門委員会
委員が兼ねるものとする。
2 主任委員は， 採点業務を円滑に実施するため， 新た
に適任者を委員長に推薦することができる。
3 前項の委員は， 学長が命ずる。
第7条 前条第1項の委員の任期は， 第4条の規定を準
用する。
2 前条第2項の委員の任期は 委員長が適宜定めるも
のとする。
第8条 各教科・科目の主任委員は， 次年度の参考とす
るため入試問題と採点結果について検討し， その結果
を委員長に報告するものとする。
第4節入試問題検討専門委員会
第9条 入試問題検討専門委員会の所掌事項は， 次の各
号のとおりとする。
(1) 入試問題作成方針にかかること。
(2) 入試問題作成方針の学部問の調整に関すること。
(3) その他入試問題作成の参考となる事項
第10条 入試問題検討専門委員会の委員は， 国語， 数学，
理科， 外国語の関係教員の中から委員長が指名し， 学
長が命ずる。
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第11条 前条の委員の任期は， 2年とし， 再任を妨げな
い。 ただし， 欠員が生じた場合の後任の委員の任期は，
前任者の残任期間とする。
第5節 健康診断専門委員会
第12条 健康診断専門委員会の所掌事項は次の各号のと
おりとする。
(1) 健康診断審査の基準に関すること。
(2) 調査書における健康診断の判定に関すること。
(3) 身体に障害を有する者の事前相談に関すること。
(4) その他健康診断に関し必要な事項
第13条 健康診断専門委員会は， 委員長及び各号に掲げ
る委員をもって組織する。
(1) 保健管理センタ一所長
(2）学部の入学試験関係委員会の委員 各 1 人
2 前項第2号の委員は， 学部長の推薦に基づき学長が
命ずる。
第14条 前条第l項第2号の委員の任期は， 1 年とする。
第6節 電算処理検討専門委員会
第15条 電算処理検討専門委員会の所掌事項は， 次の各
号のとおりとする。
(1) 電算処理仕様書の様式及びその内容の確認・点検
に関すること。
(2) 合否判定資料の様式及び点検に関すること。
(3) その他電算処理実施専門委員会が円滑に作業する
ための必要な事項
第16条 電算処理検討専門委員会は， 委員長及び次の各
号に掲げる委員をもって組織する。
(J) 富山大学入学試験実施委員会規則第3条第4号の
委員
(2) 学部の入学試験関係委員会の委員各1 人
2 前項第2号の委員は， 学部長の推薦に基づき学長が
命ずる。
3 委員長は， 必要に応じ電算処理検討専門委員会に総
一14 -
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合情報処理センター長又は総合情報処理センター専任
教員の出席を求め指導助言を得るものとする。
第17条 前条第l項第2号の委員の任期は， l年とする。
第7節電算処理実施専門委員会
第1 8条 電算処理実施専門委員会の所掌事項は， 次の各
号のとおりとする。
(1) 入学者選抜業務のデータ処理システムの作成に関
すること。
(2) 入学者選抜業務のデータ処理に関すること。
(3) 合否判定資料の作成に関すること。
(4) その他入学者選抜業務に係るデータ処理に関し必
要な事項
第19条 電算処理実施専門委員会は， 委員長及び学部の
教員各2人以上の委員をもって組織する。
2 前項の委員は， 学部長の推薦に基づき学長が命ずる。
3 委員長は， 必要に応じ電算処理実施専門委員会に総
合情報処理センター専任教員の出席を求め， 指導助言
を得るものとする。
第20条 前条第 1 項の委員の任期は， 2年とする。
第8節雑則
第21条 この内規に定めるもののほか， 各専門委員会の
運営に関し必要な事項は， 入学試験実施委員会におい
て定める。
附 則
1 この内規は， 平成14年4月 1 日から実施する。
2 この内規施行後最初に命じられる第19条第l項の委
員のうち半数の委員の任期は 第20条の規定にかかわ
らず， 3年とする。
3 富山大学入学試験実施委員会専門委員会委員の任期
を定める申合せ（平成5年6月 2 5日制定）は， 廃止す
る。
平成14年 4 月 学 報 第447号
富山大学総務委員会規則の改正
「一 富 山大学総務委員会規則の改正理由ー一一一一一一一一一一一一
！ 学長補佐体制の効率的な運用を図るため， 全学委員会の構成員を見直すととに伴い， 所要事項を改める。
富山大学総務委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学総務委員会規則の一部を改正する規則
富山大学総務委員会規則（平成12年3月31日制定）の一部を次のように改正する。
第3条第1号を次のように改める
(1) 評議会規則第2条第6号に定める教員のうちから学長が指名した評議員（以下「学長が指名した評議員J とい
う。） 1人
第3条第2号を削り， 第3号を第2号とし， 第4号を第3号とする。
第5条第l項中「副学長」を「学長が指名した評議員」に改める。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
富山大学広報委員会規則の改正
「一 富山大学広報委 員 会規則の改正理由一
｜ 学長補佐体制の効率的な運用を図るため， 全学委員会の構成員を見直すことに伴い， 所要事項を改める。 ！ 
富山大学広報委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学事務局長 坂 田 達 夫
富山大学広報委員会規則の一部を改正する規則
富山大学広報委員会専門委員会要項（平成12年5月22日制定）の一部を次のように改める。
富山大学広報委員会規則（平成12年3月31臼制定）の一部を次のように改正する。
第3条第1号を次のように改める
(1) 評議会規則第2条第6号に定める教員のうちから学長が指名した評議員（以下「学長が指名した評議員J とい
う。） 1人
第3条第2号中「2人」を「l人」に改める。
第5条第l項中「副学長」を「学長が指名した評議員」に 改める。
平成14年 4 月 学 報 第447号
附 則
この規則は， 平成14年4月 1 日から施行する。
富山大学広報委員会専門委員会要項の改正
「ー 富 山 大学広報委員会専門委員会要項の改正理由一一一一一一一一一一一一一一一
｜ 学長補佐体制の効率的な運用を図るため、 広報委員会の構成員が見直されたことに伴い， 所要事項を改める。 ！ 
富山大学広報委員会専門委員会要項の一部を改正する要項を次のとおり制定する。
平成14年3月1 5日
富山大学事務局長 坂 田 達 夫
富山大学広報委員会専門委員会要項の一部を改正する要項
富山大学広報委員会専門委員会要項〈平成12年5月22日制定｝のー部を次のように改める。
第4条第l項第l号中「（第 1 号の委員を除く。）J を削る。
第5条第l項中「 規則第3条第2号の委員」を「規則第3条第L号文は第2号の委員」に改める。
附 則
乙の要項は， 平成1 4年4月 1 日から実施する。
富山大学広報誌編集委員会要項の改正
「一 富 山 大学広報誌編集委 員 会要項の改正理由一
！ 学長補佐体制の効率的な運用を図るため、 広報委員会の構成員が見直されたことに伴い， 所要事項を改める。 ｜ 
富山大学広報誌編集委員会要項の一部を改正する要項を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学事務局長 坂 田 達 夫
富山大学広報誌編集委員会要項の一部を改正する要項
富山大学広報誌編集委員会要項（平成13年3月9日制定）の一部を次のように改める。
第2条第l項第1号中「（第 1 号の委員を除く。）Jを削る。
附 則
この要項は， 平成14年4月 1 日から実施する。
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平成14年4月 学 報 第447号
富山大学安全管理委員会規則の改正
「一富山大学安全管理委員会規則の改正理由一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一ー一 一一一一一一一一 一一一－－：
! 学長補佐体制の効率的な運用を図るため、 広報委員会の構成員が見直されたことに伴い， 所要事項を改める。 i 
富山大学安全管理委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学安全管理委員会規則の一部を改正する規則
富山大学安全管理委員会規則（平成12年3月31日制定）の一部を次のように改正する。
第3条第1号及び第2号を次のように改める
(1) 評議会規則第2条第6号に定める教員のうちから学長が指名した評議員（以下「学長が指名した評議員Jとい
う。） 1人
(2）評議員（前号の委員の所属する学部を除く。） 各学部1人
第5条第1項中「副学長jを「学長が指名した評議員」に改める。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
富山大学就職委員会規則の改正
「一富山大学就職委員会規則の改正理由 一一一一一一一一一
! 
学長補佐体制の効率的な運用を図るため、 広報委員会の構成員が見直されたことに伴い， 所要事項を改める。 ｜ 
富山大学就職委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学就職委員会規則の一部を改正する規則
富山大学就職委員会規則（平成12年3月31日制定）の一部を次のように改正する。
第3条第1号を次のように改める
(1) 評議会規則第2条第6号に定める教員のうちから学長が指名した評議員（以下「学長が指名した評議員Jとい
う。） 1人
第3条第2号を削り， 第3号を第2号とし， 第4号を第3号とし， 第5号を第4号とする。
第5条第1項中「副学長」を「学長が指名した評議員」に改める。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
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平成14年 4 月 学 報 第447号
富山大学体育施設委員会規則の
改正
「一富山 大学体育施設委 員 会規則の改正理由一
！ 学長補佐体制の効率的な運用を図るため、 広報委員会の構成員が見直されたことに伴い， 所要事項を改める。 ！ 
富山大学安全管理委員会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成1 4年3月15日
富山大学長 瀧 津 弘
富山大学体育施設委員会規則の一部を改正する規則
富山大学体育施設委員会規則（昭和61年12月19日制定）の一部を次のように改正する。
第4条第1号を次のように改める
(1) 評議会規則第2条第6号に定める教員のうちから学長が指名した評議員（以下「 学長が指名した評議員」とい
う。） 1人
第4条第2号を削り， 第3号を第2号とし， 第4号から第6号までを1号ずつ繰り上げる。
第6条第l項中「副学長Jを「 学長が指名した評議員」に改める。
附 則
この規則は， 平成1 4年4月1日から施行する。
富山大学自己点検評価規則の改正
「一富山 大学自己点検評価規則の改正理由一一一一一一
! 富山大学自己点検評価委員会及び専門委員会の組織を見直し， 円滑な委員会運営を図るとともに， 委員会の 1
I 所掌事項を見直し， 評価体制の整備を図る。 ! 
富山大学自己点検評価規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成1 4年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学自己点検評価規則の一部を改正する規則
富山大学自己点検評価規則（平成4年9月11日制定）の一部を次のように改正する。
第2条第4号を第5号とし， 第3号の次に次のl号を加える。
(4) 第三者評価及び外部評価に関すること。
第3条を次のように改める。
（組 織）
第3条 全学委員会は， 次の各号に掲げる者をもって組織する。
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平成14年 4 月
(1) 附属図書館長
(2）評議員 各学部l人
学 報
学内共同教育研究施設， 保健管理センター及び学内共同利用施設の長 3人
(4) 教養教育実施機構企画専門委員会委員長
(5）学部自己点検評価委員会委員 各1人
(6) 事務局長
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項の改正
「ーー 富山大学自己点検評価委員 会要項の改正理由一一一一
第447号
I 富山大学自己点検評価委員会及び専門委員会の組織を見直し， 円滑な委員会運営を図るとともに， 委員会のi
! 所掌事項を見直し， 評価体制の整備を図る。 ！ 
富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項の一部を改正する要項を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 津
富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項の一部を改正する要項
富山大学自己点検評価委員会専門委員会要項（平成4年9月21日制定）の一部を次のように改正する。
第4条第1項を次のように改める。
（組 織）
弘
第4条 専門委員会は 次の各号に掲げる委員をもって組織し， 第2条各号に掲げる専門委員会のいずれかに所属す
る。
(1) 規則第3条第2号の委員
(2) 規則第3条第3号の委員
(3) 規則第3条第4号の委員
(4）学部自己点検評価委員会委員 各3人
(5) 規則第3条第6号の委員
第5条を削る。
第6条中『第4条第1項第1号の委員」を「 第4条第1項第1号の委員及び同項第2号委員のうちからl人J に改
め， 同条を第5条とする。
第7条を第6条とする。
第8条中「聞くJを「聴く」に改め， 同条を第7条とし， 第9条を第8条とする。
附 則
この要項は， 平成14年4月1日から実施する。
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平成14年 4 月 学 報 第447号
富山大学名誉教授称号授与規則の改正
「一 富 山 大学名誉教授称号授与規則の改正理由一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー ー 一一一一1
1 学校教育法の一部改正（平成13年7月11日付け法律第105号）に伴い， 本学の名誉教授称号授与の基準を ! 
! 見直し， 所要事項を改める。 ! 
I 2 規則等の条文を整備し， 字句を改める。 ！ 
富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する規則
富山大学名誉教授称号授与規則（昭和33年4月2 5日制定）の一部を次のように改正する。
第1条中「 多年」及び「及び第10 8条の2Jを削る。
第2条第l号中「20年以上」を「 15年以上」に改め， 同条第3号を削り， 第4号を第3号とし， 第5号を第4号と
し， 第6号を第5号とする。
附則第2項を削る。
附 則
1 この規則は， 平成14年3月15日から施行し， 改正後の規則は， 平成14年3月31日以降に退職する者から適用する。
2 この規則中「 学部長1とあるのは， 学内共同教育研究施設にあっては「センター長Jと， 保健管理センターにあっ
ては「センタ一所長」と読み替えるものとする。
3 この規則中「教授会」とあるのは， 学内共同教育研究施設及び保健管理センターにあっては「運営委員会J と読
み替えるものとする。
富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の改正
「一 富 山 大学名誉教授称号授与規則施行細則の改正理由一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一つ
! 1 学校教育法の一部改正（平成13年7月11日付け法律第105号）に伴い， 本学の名誉教授称号授与の基準を ｜ 
！ 見直し， 所要事項を改める。 ! 
! 2 規則等の条文を整備し， 字句を改める。 ! 
富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部を改正する細則富山大学名誉教授称号授与規則の一部を改正する
規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 津 弘
富山大学名誉教授称号授与規則施行細則の一部を改正する細則
富山大学名誉教授称号授与規則施行細則（昭和4 6年2月19日制定）の一部を次のように改正する。
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第2条第1項第2号中「学部長， 教養部長J を「副学長， 学部長Jに， 「20年」を「15年」に， 「就任」を「在任J
に改め， 同項第3号中「（包括された旧制諸学校を含む。 ）」を削り． 「及び」を「又は」に， 「引続き30年以上Jを「20
年以上」に， 「勤務年数が1 8年以上の者」を「特に教授会が推薦する者」に改め， 同項第4号中「及びJを「又はJに，
「通算35年以上」を「2 5年以上Jに， 「勤務年数が1 8年以上の者Jを「 特に教授会が推薦する者」に改め， 「， 功績が特
に顕著でありJを削り， 同条第2項第5号中「 又は勤務年数が15年以上で， 学術上の功績が特に顕著であったと認め
られる者」を削り， 同号の次に次の1 号を加える。
(6) 勤務年数が10年以上で， 学術上の功績について特に教授会が認めた者
第3条を削る。
附 則
1 この細則は， 平成14年3月15日から施行し 改正後の細則は， 平成14年3月31日以降に退職する者から適用する。
2 この細則中「教授会」とあるのは 学内共同教育研究施設及び保健管理センターにあっては「運営委員会」と読
み替えるものとする。
富山大学センタ一等連絡会要項の制定
「ー一 富 山 大学センタ一等連絡会要綱の 制定理由一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一ー
富山大学の学内共同教育研究施設， 保健管理センター及び学内共同利用施設に係る諸問題について意見交換 ！
｜ を行い円滑な運営を図るため， 所要事項を定める。 t 
富山大学センタ一等連絡会要項を次の乙おり制定する。
平成14年3月15日
富山大学センタ一等連絡会要項
（設 置）
第1条 富山大学の学内共同教育研究施設， 保健管理セ
ンター及び学内共同利用施設に係る諸問題について意
見交換を行い円滑な運営を図るため， 富山大学センタ一
等連絡会（以下「連絡会」という。）を置く。
（組 織）
第2条 連絡会は， 学内共同教育研究施設の長， 保健管
理センタ一所長及び学内共同利用施設の長（以下「セ
ンター長」という。 ）をもって組織する。
（議 長）
第3条 連絡会に議長を置き センター長の互選により
選出する。
2 議長は， 連絡会を招集する。 ただし， 議長に事故あ
るときは， 議長があらかじめ 指名したセンター長が
その職務を代行する，
富山大学事務局長 坂 田 達 夫
（運 営）
第4条連絡会は， センター長の過半数が出席しなければ
開会できない。
2 議事は， 出席者の過半数をもιって決し， 可否同数の
ときは， 議長の決するところによる。
（意見の聴取）
第5条 連絡会が必要と認めたときは， センター長以外
の者の出席を求めて意見を聴くことができる。
（庶 務）
第6条 連絡会の庶務は， 総務部研究協力課において処
理する。
（雑 則）
第7条 この要項に定めるもののほか， 連絡会の運営に
関し必要な事項は， 連絡会が定める。
附 則
この要項は， 平成14年4月 1 日から実施する。
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富山大学人文学部教授会規則の改正
「一富山大学人文学部教捜会規則の改正理由ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
！ 富山大学教員選考基準の改正に伴い， 教員の人事等を審議する教授会の組織を見直し， 所要事項を改める。 i 
富山大学人文学部教授会規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学人文学部教授会規則の一部を改正する規則
富山大学人文学部教授会規則（昭和52年5月16日制定）の一部を次のように改正する。
第3条ただし書を削る。
第7条第l項ただし書を次のように改める。
ただし， 教員の人事及び名誉教授の内申の議事を除き， 緊急の必要がある場合は構成員の2分のl以上の出席をもっ
て， 議事を聞き議決することができる。
第7条第2項を次のように改め， 同条第3項を削る。
2 議事は， 出席者の過半数をもって決し， 可否同数のときは， 議長の決するところによる。 ただし． 教員の人事及
び名誉教授の内申に関する議事並びに前項ただし書による教授会の議事は， 出席者の3分の2以上をもって決する。
第8条を削り， 第9条を第8条とする。
附 則
この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
富山大学人文学部規則の改正
「一 富 山大学人文学部規則の改正理由一一一一一一一一一一一一一一一一
｜ 人文学部のカリキユラムを見直し， 教育内容の充実を図るため， 所要事項を改める。 ！ 
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成14年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学人文学部規則の一部を改正する規則
富山大学人文学部規則（昭和52年5月16日制定）の一部を次のように改正する。
別表I （第3条第2項関係）専門科目 人文学科の表を次のように改める。
（別添のとおり）
附 則
1 この規則は， 平成14年4月1日から施行する。
2 平成13年度以前の入学者については， なお従前の例による。
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専 門 科 目
人文学科
授 業 科 目 位単 授 業 手ヰ 目 位単
数
授 業 科 目
数
人間基礎論入門 4 文書館学I 2 芸術文化史
古典ギリシア語 4 文書館学E 2 コミュニケーションと社会
ラテン語中級 4 文書館学E 2美術史
哲学概論 4 文書館学実習 3 言語学概論
西洋思想史I 8 日本史基礎演習 4 音声学
西洋思想史E 8 東洋史概説 8 言語学実験実習
哲学特殊講義 8 東洋史特殊講義 1 2 言語学演習
哲学演習 8 東洋史演習 24 言語学特殊講義
哲学講読 8 東洋史実習 2個別言語論
文化基礎論議読 2東洋史基礎演習 4 心理学概論
美学 2東アジア交流史特殊講義 2心理学実験I
論理学 2 西洋史概説 8 心理学実験E
倫理思想 6 西洋史特殊講義 1 2  心理学演習
宗教思想 4 西洋史演習 28 心理学特殊講義
東洋思想、史 4 西洋史実習 2心理学研究法
現代と思想 4 西洋史基礎演習 4 社会学概論
比較思想 4史学概論 2社会学実習
人間学特殊講義 6 史学史 2社会学演習
人間学演習 1 0 東西交流史特殊講義 2社会学講読
人間学講読 8 行動文化入門 4 社会学特殊講義
世界史序説 4 行動文化研究法 4 社会調査法
日本史概説 8 行動文化特殊講義 6 社会経済史
日本史特殊講義 1 8  文化構造概論 6 法制史
日本史演習 24 文化構造実習 4 総合演習
日本史実習 6 文化構造演習 1 2  卒業研究
日本史史料講読 6 文化構造講読 1 2 
古文書学実習 6 文化構造特殊講義 1 8  
富山大学教育学部規則の改正
「一 富 山 大学教育学 部規則の改正理由一一一一一一一一ー
位単
数
2 
2 
2 
4 
4 
2 
16 
1 8  
4 
4 
4 
4 
1 0 
1 8  
2 
4 
5 
8 
8 
1 8  
8 
4 
2 
2 
1 0 
｜ 教育学部のカリキュラムを見直 E 教育内容の充実を図るた空， 所要事更を改める。 j 
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成1 4年3月15日
富山大学長 瀧 漂 弘
富山大学教育学部規則の一部を改正する規則
富山大学教育学部規則（昭和 27年4月1 8日制定）の一部を次のように改正する。
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別表VI 専攻科目 1 学校教育教員養成課程 ④家政教育の表中
保育学I（実習
及び家庭看護を 2 2 2 2 保 育 学
含む。）
保育学E 2 2 
を
保育学I（実習
及び家庭看護を 2 2 2 2 
保 育 学
含む。）
保育学E 2 2 
保育学演習 2 2 
児童福祉論 2 2 2 
計 66 I 6 I i o  I I · 16 I 
� 1 8  を
計 叩 ］ 6 I 10 
改める。
附 則
1 この規則は， 平成14年4月 1 日から施行する。
2 平成13年度以前の入学者については なお従前の例による。
富山大学経済学部規則の改正
「一 富 山 大学経済学部規則の改正理由一ー 一一一一一 一一一一一一一一
1 経済学部のカ リ キュ ラムを見直し， 教育内容の充実を図るため， 所要事項を改める。 l 
2 追試験の願い出期間について， 休業日に配慮し， 延長を行う。 ! 
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成1 4年3月15日
富山大学長 瀧 津 弘
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則
富山大学経済学部規則（昭和50年6月27日制定）の一部を次のように改正する。
第12条第l項中「 5日J を「7日J に改める。
別表第l及び別表第 2 を次のように改める。（別添のとおり）
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1 
報学
附 則
この規則は， 平成1 4年4月1日から施行する。
平成13年度以前の入学者については， なお従前の例による。
平成14年 4 月
2 
別添別表第1
数位単び及目科業授
昼間主コース
系 経営法学科�豆沼択
必
修
経営学科
芯T豆T蓮択
必
修
開設単位
択一
444
一44
44
4
一444
一4
44
修
択一
444
一4
444
4
一4
44
一444
目科業授
修択
44
←4444
一4
44
一444
修Aqsqa－aaτaaτsazsuIaa2aqa唖aq
－－aq
aqsuτaU2snτaqsa－a4aqa唱a4a唱aaτaqaq
－ －aaτ
anヨaqaqaqaqa佳aqaq
一－anT
aqantaq
aqsqaaτaaτa屯
学学学論論史学学論学学
一論史史論情論論学論論学
学学学学
一理
策策策学論学学学
一論論論学
論論学学論
済済
義
事
済動
済済制済済
一総
済済済
済業
理
発総会会会済
理
一
主学
経経
経変本
ロ
ロ
政 策
政
済
済
業
経
経
体
経
経
史
経
経
経
経 済
経
産
地
開
学
社
社
社
経
倫
政 策
業 政
業 政
会 政
源 経 済
働 経 済
計
統
経
融
機
金
政
融
財
経
経
籍 企
資済
クク
治一
済代
生理
会会発
一済洋本界外本本済一域会較業域境済
一済
計
済
用量
関
融
融
際
政 金
方
共
際
国
理
論
ミマ
政経現経厚数
社社開
一経西日
世海日
日経地社比産地
環経
一経産農社資労統応計
一金金国
財財
地公園多
応用
経済学
列
経
済
学
比
較
経
済
論
政策科学
経済学科
必てT亘了選択
必
修
経
学
済
系
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系 経営法学科訂言T蚕択
必
修
目
系
A“Iaq必“zaqqLdqβ性
aqAqaA1 
択一
444444
一4
444
一4444
aqaqaqaq 
4 
4 
4 
択
saτaqaq
aaa
aqaA1aqa唖44・
aa1444qaqaq 
aqaqaqaqaqaqa4aq 
a－auτSU28qa－aqaqaqaU18A1
一－auzaqaa－a哩必せ凋“18qan－
aqaqqGan－aq
一Auzaqauτaq
: 4 
修
開設単位
学平成14年 4 月
修
択一
444444
一4
444
一4444
一4 4
4424
一4
44
修A－aqaU1444qaaτaaτaqaqaqaせaqaqaqaqaq
－－aqaqaqa唖a也sqaせa4a吐
一－m－a4・aA18qaqnq
Aaa
Aq凋qsaτ44
一44444qa唖
A性aq4444・Aaτ8偵のL組処凋唯
一anA1aせa4sduz
学 概 論
組 織 論
管 理 論
戦 略 論
経 営 論
環 境 論
営 史
管 理 論
管 理 論
会 計 論
学 総 論
会 計 論
記 論
査 論
際 経 営 論
較 経 営 論
通 総 論
ケ テ ィ ン グ 論
通 論
険 論
ネ ジ メ ン ト 論
易 論
流 通 論
計 算 論
会 計 論
基 礎 数 学
モ デ ル 分 析
営 数 学
思 決 定 論
営 統 計
レ ー シ ョ ン ス ． － リ サ ー チ
ム 分 析
情 報 論
テ ム 分 析
シ ス テ ム 論
処 理 演 習
（ 統 治 機 構 ）
II （ 人 権 ）
法 総 論
法 各 論
法
論
論
法
学
法
論
学
学
則
法
法
法
科
マ
管
理
科学
経済学科
必てT蚕T選択
必
修
業
営営営営代営
務務務計際
較
価
理
一営
営
営
ス
産
報
法 I
法
政
政
ス
A、
経経経経現
経経財労財会
国簿監 比
一流マ
交保リ貿比原管
一経
経経意経オ
ゲ経シ生情
一憲憲行行税刑刑刑法英比
政国
一民物債債
ク
授
経
学
営
応用
経営
現l
経
学
営
訟
総各
概
訴哲米法治
政
法法
事
較
基
法
礎
経
法
学
営
治一
総
権権担
際
法民
事
系
保
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系 経営法学科芯宮口語
択
必
修
学
開設単位
目科業
平成14年 4 月
授
択一
44
－442424242
aqququ 
修
8 
6 
2 
択一
44
一442424242
4 
qLndnLnL 
} 8 
} 6  
} 2 
択一
44
一442424242
4 
2 
2 
修
} 8 
} 6 
} 2 
A岨EA値Baa－aqaa－
－auzauzaU1泊U1aqAuz
qG8uzAU19u
duIqLqAdU1qb
一。。。。。OAO
AbnU9白qh9hAq
duIAuzqhuqhuq，uqu
法法法法法
一法法法法法法法法法法法務法法法
一習習習文文文 習読読
読門
門IE
為
族
取
訴
執
産
社
小 切
海
取
済
者 保
関
関
保
取
企 業
際 私
際 公
際 経 済 組 織
済 学 演
営 学 演
学 演
済 学 卒 業 論
営 学 卒 業 論
学 卒 業 論
済 学 基 礎 演
営 学 基 礎 演
学 基 礎 演
済 学 外 国 書 講
営 学 外 国 書 講
学 外 国 書 講
済 学 入
会 科 学 入
学
学
引
訟行
手商
司Hd
護係係障
引
法
行商員。
融事事
総
形
険
券
費使
用会
際
際
法
通
家金民民破
一商
会手保証経
消労雇
社国国国国国
一経
経法経経法経経法経経法経社法法
民
f去
事
λ l.t:. 
業
係
法
関
共
現j
経
法
= -r 
営
系
2 
2 
2 
2 
: 2 
: 4 
1 2 : t 1 6  
1 08以上
2 2 2 習演メ�ロ総教育職員免許状取得の
た め の授業
科 目
4 
1 2  : : 1 6 
1 08以上
4 
: : 1 6  
1 08以上
4 導指業職
1 2  
備考
1 こ の表 に掲げる授業科 目 の ほか， 特殊講義 を設け る こ と がで き る 。
2 自 由科 目 と し て の教養科 目 及び共通基礎科 目 を 専門科目 の選択科 目 と し 卒業要件単位に含め
る こ と がで き る 。
3 教育職員免許状取得のための授業科 目 は 卒業要件単位の う ち に加えない。
計
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数位単び及目科
業
授
択一
44
一444
一4
4
44
一4
44
一4424
一4
44
修
択一
4
44
一444
一4
44
一44
4
修
経済学科
必てT蚕T選
択必
修
開設単位
夜間主 コ ー ス
系
目科業授
択
aaτaqa4an－－4aA14A10L 
4 
4 
a川1a4aqaqaq4 
4
一444
一4
44
一4
44
一44
424
一4
44
修必姐且aaτ
aqaqaqaqaa－
－aqAuza－auτa－a－a－AUZAuza－
－AqAヨバせsuτaqAUτAUZAu－
－aU18uτ8“1a川14q泊qaa－
－auτauz凋uz泊uzauza宅au－auzqL
SU18qd－
－suτA－a－a仏24qa吐
学学学論論史学
一論論論論学論論学学学
一理
策策策学論学学
一論
論論学論学学
一論論論論史論論論
論理
論論
一論論論論論論
済済
政政政
一策
経一
史経経産地
開学社経社
一
経経計経
一融機金
政財経経
一学組管経営管管会情
一政
業業会
源働
ス
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系 経営法学科Z直「蚕択必修
学 報
経済学科
釘言下選択必修
開設単位
平成14年 4 月
目科業授 択一
4
一444
aqaqaA宮内La4nL
aU1aqoLnlu 
aqaqaqaqoL 74440LaaτaqnLaaτnL444AYOL 
4 
4 
4 
修択一 4
444
一4244242
一442
一42424242
択
一4
一444
一4244242
一442
一42424242
修
44ao，“OF“ 6 
4 
} 6 
。，U9白a唱
} 6 
an官
。FUOF“
4
一444
で4244242
て442
一42424242
士 58866424
比 較 流 通 論
原 価 計 算 論
管 理 会 計 論
経 営 科 学 概 説
経 営 数 学
経 営 モ デ ル 分 析
経 営 統 計
オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ
ゲ ー ム 分 析
経 営 情 報 論
生 産 シ ス テ ム 論
情 報 処 理 演 習
憲 法
行 政 法
税 法
地 方 自 治 法
地 方 公 務 員 法
刑 法
刑 事 訴 訟 法
法 哲 学
英 米 法
比 較 法 概 論
政 治 学
国 際 政 治 学
財 産 法 I
財 産 法 E
家 族 法
金 融 取 引 法
民 事 訴 訟 法
破 産 法
商 法
手 形 小 切 手 法
保 険 ・ 海 商 法
証 券 取 引 法
経 済 法
消 費 者 保 護 法
雇 用 法
社 会 ι 保 障 法
国 際 取 引 法
公
国 際 経 済 組 織 法
経 済 学 演 習
経 営 学 演 習
法 学 演 習
経 済 学 卒 業 論 文
経 営 学 卒 業 論 文
法 学 卒 業 論 文
法 学 外 国 書 講 読
経 済 学 入 門
社 会 科 学 入 門
法 学
心用
経、
管理科
学
礎
法
民事法
業
関
係
法
基
λ :u:. 
列
学
系
経
学
経
営
営
法
系
共
通
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系 開 経済学科
授 業 科 目
必 選
択
選
必夢。 位
設
単
修 修 択 修 修 択 修 修 択
教育職員免 総許状取得の
i口』 演 習 2 : 2 : 2 : 2 
科
た め
目
の授業 i 叫叩 業 指 導 I 4 I : 4 I : 4 I : 4 
計
備考
1 こ の表 に掲げる授業科 目 の ほか 特殊講義 を設け る こ と がで き る。
2 自 由科 目 と し て の 教養科 目 及び共通基礎科 目 を専門科 目 の選択科 目 と し 卒業要件単位 に含め
る こ と が で き る 。
3 教育職員免許状取得の た め の授業科 目 は 卒業要件単位 の う ち に加 え な い。
別表第 2
単 位 取 得 方 法
（昼間主 コ ー ス）
区 分 経 済 学 科 所要単位 経 営 学 科 所要単位 経営法学科
経 済 学 基 礎 演 習 2 経 営 学 基 礎 演 習 2 法 学 基 礎 演 習
専 必 経 営 学 基 礎 演 習 経 済 学 基 礎 演 習 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一ー ーーーーーーーーーーーーーー－ーーー－ーー 法 学 演 習攻 経 済 学 演 習 8 1 6  経 営 学 演 習 8 1 6  科 経 営 学 演 習 経 済 学 演 習目 修 ーーーーーーーーーー－ー一一一一一一一一一 一一一一一ー一一一一一一一一ーーーーーーー ーーーーーー 一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一経 済 学 卒 業 論 文 経 営 学 卒 業 論 文 法 学 卒 業 論 文専 経 営 学 卒 業 論 文 6 経 済 学 卒 業 論 文 6 
専 ミ ク ロ 経 済 学 経 営 学 概 論 憲 法
門 門 選
択 マ ク ロ 経 済 学 会 計 学 総 論 刑 法 総 論基 政 治 経 済 学 1 2  流 通 総 論 1 2  民 法 総 則礎 必 92 92 
手ヰ 科 修 経 済 学 入 門 経 営 基 礎 数 学 法 学
目 社 会 科 学 入 門 法 学 II 
目 経 済 学 系 52 経
戸局主d与 学 系 52 経 営 法 学 系
専 選 経営 ・ 経営法学系， 共通 経済 ・ 経営法学系， 共通 経済 ・ 経営学 系 ， 共通攻
科 自 由科 目 と し て の 教 自 由科 目 と し ての教 自 由科 目 と しての教
目 択 養科 目 及び共通基礎 養科 目 及び共通基礎 養科 目 及び共通基礎
科 目 (I O単位 ま で） 科 目 (10単位 ま で） 科 目 ( 1 0単位 ま で）
合計 1 08以上 1 08以上
第447号
所要単位
2 
一一一ーーー
8 1 6  
6 
1 2  9 2  
5 2  
1 08以上
注 30単位 を限度 と し て， 夜間主 コ ー ス で 開講 さ れ る専門科 目 か ら 履修す る こ と がで き る。 た だ し ， 演習， 専門基礎科 目 ，
外国書講読及び卒業論文は除 く 。
自 学科専門基礎科 目 の う ち 選択必修1 2単位を超え て修得 し た単位 に つ いて は， 自 学科系専攻科 目 52単位 に含む こ と が
で き る。
自 由科 目 の単位修得方法に つ い て は 教養教育ガイ ド を参照す る こ と 。
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（夜間主 コ ー ス ）
区 分
専攻 必
科
目
修
専 専
基
門 選
択門 礎科 必
目 修
科
専攻 選
目 科目 択
合計
経 済 学 科
経 済 学 演 習
経 営 学 演 習
法 学 演 習
ミ ク ロ 経 済 学
マ ク ロ 経 済 学
政 治 経 済 学
経 済 学 入 門
社 会 科 学 入 門
経済 ・ 経営 ・ 経営法
学 系 ， 共 通
自 由科 目 と し て の 教
養 科 目 及び共通基礎
科 目 （8単位 ま で）
所要単位
8 
1 2  94 
1 02以上
学 報
経 営 学 科
経 営 学 演 習
経 済 学 演 習
法 学 演 習
経 営 学 概 論
簿 記 原 理
流 通 総 圭ロι"" 
経 営 科 学 概 説
『一一一一一一一 一ーー
経済 ・ 経営 ・ 経営法
学 系 共 通
自 由科 目 と し て の教
養科 目 及び共通基礎
科 目 （8単位 ま で）
所要単位
8 
1 2  94 
1 02以上
第447号
経営法学科 所要単位
法 学 演 習
経 済 学 演 習 8 
経 営 学 演 習
憲 1去
汗リ 法
員オ 産 法 1 2  94 法 学
一一一一一一一一一『ー一ーーーーーーー一一
法 学 卒 業 論 文
経 営 法 学 系 20 
経済 ・ 経営学系， 共通
自 由科 目 と し て の教
養科 目 及び共通基礎
科 目 （8単位 ま で）
1 02以上
注 30単位 を 限度 と し て， 昼間主 コ ース で開講 さ れ る 専門科 目 か ら 履修する こ と がで き る 。 た だ し ， 基礎演習， 演習， 専
門基礎科 目 ， 外国書講読及び卒業論文は除 く 。
経営法学科の専門基礎科 目 及び法学卒業論文 の う ち 選択必修1 2単位 を超えて修得 し た単位 に つ い ては， 経営法学系20
単位に含む こ と がで き る 。
自 由科 目 の単位修得方法 に つ い て は 教養教育ガイ ド を参照する こ と。
富山大学理学部規則の改正
「一 富 山 大学理学部規則の改正理由一一一一一一一一一一一
｜ 理 学 部 生 物 学 科 及 び 生 物 圏環境科学科 の 専 門 科 目 の カ リ キ ユ ラ ム を 見 直 し ， 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 所i
! 要事項 を 改 め る 。 ！ 
富 山 大学理 学部規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成14年 3 月 1 5 日
富 山 大学長 瀧 津 弘
富 山 大 学理 学部規則 の 一 部 を 改 正す る 規則
富 山 大学理学部規則 （昭和52年 5 月 1 6 日 制定） の 一部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別 表 I （第 3 条第 2 項 関 係 ） 生物学科 及 び 生 物 関 環境科学科 の 表 並 び に 別 表 II （第 4 条 関 係 ） を 次 の よ う に 改 め る 。
附 則
1 こ の 規則は， 平成 1 4年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成 1 3年度 以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。
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別表第 1 （第 3 条第 2 項関係）
授 業 科 目 及 び 単 位 数
生物学科
専門基礎科 目 単位数 専攻科 目 単位数必修 選択 必修 選択
微分積分学 I 2 基礎動物形態学 2 
微分積分学 E 2 基礎植物形態学 2 
線形代数学 2 植物分類学 2 
応用数学基礎 2 基礎系統学 2 
物理学序説 I 2 基礎分類学 2 
物理学序説 E 2 系統進化学特論
物理学概論 I 2 比較内分泌学
物理学概論 E 2 形態形成学 1 
化学序説 I 2 形態学特論
化学序説 E 2 動物系統進化学
化学概論 I 2 動物行動学
化学概論 E 2 動物生理学 2 
地球科学序説 I 2 基礎生理学 2 
地球科学序説 E 2 植物生理学 2 
地球科学概論 I 2 生物科学特論 2 
地球科学概論 E 2 植物系統進化学 2 
生物圏環境科学概論 I 2 応用 生物学 1 
生物園環境科学概論 E 2 生体構造学実験 6 
放射線基礎学 2 臨海実験 I
基礎物理学実験 臨海実験 E 1 
基礎化学実験 野外実験 I 1 
基礎地球科学実験 野外実験 E 1 
基礎生物圏環境科学実験 1 分子生物学 2 
総合演習 2 
学外体験実習 1 又
は 2
放射線生物学 1 
放射線生物学特別講義 1 
生体調節学 2 
生理活性物質化学 2 
発生制御学 2 
基礎発生学 2 
動物発生学 2 
細胞生物学 2 
遺伝学 2 
植物発生学 2 
基礎細胞学 2 
基礎遺伝学 2 
微生物科学 1 
細胞生物学特論 1 
細胞生理学 2 
遺伝学特論 1 
資源生物学 1 
生体制御学実験 6 
科学英語 2 
生物学特別講義 ＊ 
卒業論文 1 2  
＊ 印 を 付 し た 生物学特別講義の単位数は， 必要 に応 じて定める。
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生物圏環境科学科
専門基礎科 目 単位数 専攻科 目 単位数必修 選択 必修 選択
微分積分学 I 2 環境生物学概論 2 
微分積分学 E 2 生物物理化学 2 
線形代数学 2 生物化学 1 
応用 数学基礎 2 
物理学序説 I 2 
物理学序説 E 2 環境植物生理学 2 
物理学概論 I 2 生理化学 2 
物理学概論 E 2 
化学序説 I 2 
化学序説 E 2 生体応答学 2 
化学概論 I 2 植物生態学 2 
化学概論 H 2 環境微生物学 2 
生物学序説 I 2 
生物学序説 E 2 
生物学概論 I 2 生体エネルギー論 2 
生物学概論 E 2 環境基礎生物学 2 
地球科学序説 I 2 植生変動論 2 
地球科学序説 E 2 
地球科学概論 I 2 動物生理学特別講義 1 
地球科学概論 E 2 植物生理学特別講義 1 
放射線基礎学 2 生体応答学特別講義 1 
基礎物理学実験 1 生態学 1 
基礎化学実験 1 放射線生物学 1 
基礎生物学実験 1 放射線生物学特別講義 1 
基礎地球科学実験 1 生物圏機能実験 6 
総合演習 2 環境物理化学 2 
学外体験実習 1 又 環境化学観論 2 
は 2
環境基礎化学 2 
水環境化学 2 
環境無機化学 2 
基礎有機化学 2 
一般地質学 2 
環境化学計測 2 
地球化学 2 
環境化学演習 2 
有機化学 2 
環境問位体学 2 
陸水化学 2 
環境地球化学 2 
環境保全化学 2 
環境地球化学特別講義 2 
計測化学特別講義 1 
環境計測特別講義 1 
環境化学計測実験 6 
科学英語 4 
野外実習 I 2 
野外実習 E 2 
生物圏環境科学特別講義 ＊ 
卒業論文 1 2  
＊ 印 を 付 し た生物圏環境科学特別講義の単位数は， 必要に応 じ て 定 め る 。
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別表第 II （第 4 条関係）
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
物理学科 化学科 生物学科 地球科学科 生物圏環境科学科区 分 必 必 必 必 必 必
修 選択 修 選択 修 選択 イ彦 選択 修 選択 修 選択
教養原論 1 2 又 1 2又 12又 1 2又 1 2 又 12又
教 （人文科学 ・ 社会科学 は 14 は 1 4 は 1 4 は 1 4 は 14 は 1 4
養 系）
科 総合科 目 6 又 6 又 6 又 6 又 6 又 6 又
目 は 4 は 4 は 4 は 4 は 4 は 4
小計 1 8  1 8  1 8  1 8  1 8  1 8  
共 外国語科 目 8 8 8 8 8 8 
通 （英語 を含む 2 ヶ 国
基 語）
礎 保健体育科 目 2 2 2 2 2 2 
科 情報処理科 目 又 は言語 2 2 2 2 2 2 
目 表現科 目
小計 1 2  1 2  1 2 1 2  1 2  1 2  
専 専門基礎科 目 1 2  8 1 0  1 0  1 1 9  20 20 20 
F守 専攻科 目 42 22 50 14 55 9 42 22 31 33 52 1 2  
科 小計 54 30 60 24 56 28 42 42 3 1  5 3  52 32 目
自 由 （選択） 科 目 1 0  1 0  1 0  1 0  1 0  1 0  
合計 1 24 1 24 1 24 124 1 24 1 24 
1 教養原論は， 人文科学系及び社会科学系 か ら 各 4 単位以上選択 し， 1 2単位又は14単位 を修得する こ と 。
2 外国語は 2 カ 国語 （英語 を含む。 ） を 各 4 単位， 計 8 単位以上を修得す る こ と 。
3 外国人留学生 に対 し ， 日 本事情及び 日 本語 に 関する 科 目 を開講し て い る が， 修得方法は別 に定める。
4 専攻科 目 の選択は， 他学科の 専攻科 目 （一部の科 目 を 除 く 。 ） の う ち か ら も 選択す る こ と がで き る 。
5 専門基礎科 目 の学外体験実習 の修得単位は， 自 由 （選択） 科 目 と し て認定す る。
富山大学工学部規則の改正
「一 富 山 大学工学 部規則の改正理由一一一一一
｜ 工学部 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。 ! 
富 山 大 学工 学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 1 4年 3 月 1 5 日
富 山 大学長 瀧 津 弘
富 山 大 学工学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則
富 山大 学工 学部規則 （平成 5 年 4 月 1 日 全部改正） の 一部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別 表 I （第 4 条 関係） 及び別表 II （第 6 条 関 係 ） を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ）
附 則
1 こ の 規 則 は ， 平成14年 4 月 l 日 か ら 施行す る 。
2 平成 1 3年度以 前 の 入学者 に つ い て は， な お 従 前 の 例 に よ る 。
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別表 I （第 4 条関係）
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
区一一�4 電気電子 シス ァム ｜｜ 知 能 情 報 工 学 科 ｜｜ 機械知能シス ァム ｜｜ 物質生命シス ァム工 学 科 工 学 科 工 学 科
教養科 目 か ら 修得す る 単位数 1 8  
共通基礎科 目 か ら 修得数単位数 1 2  
計 30 
専 専門基礎科 目 か ら 修得す る 単位数 38以上 84以上 IO以上 84以上門 専攻科 目 か ら 修得する 単位数 46以上 74以上科
目 計 84以上
自 由 単 位 IO以 内
iロ,._ 計 1 24 
備考 1 単位の修得方法 につ いては， 別表 E で示す。
2 自 由 単位は， 富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に 定め る 自 由 科 目 及び他学科の専攻科 目 並
びに他学部の専攻科 目 か ら 履修 し た単位で あ る 。
3 教養科 目 ・ 共通基礎科 目 及び専門科 目 の修得単位数合計が卒業 に必要 な 1 24単位 に満たな い場合は， 自 由 単位
の 内 I O単位 を限度 と し て卒業に必要 な修得単位数1 24単位 に 含め る こ と が で き る 。
た だ し ， 教職 に 関す る 除業科 目 の単位は除 く 。
別表 II （第 6 条関係）
電気電子シス テム 工学科
単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選必 選択 自 由選択
微分積分 1 2 
微分積分 2 2 
線形代数 2 
微分方程式 1 2 
微分方程式 2 2 
ベ ク ト ル解析 2 
専 複 素解析 2 
計算機工学 2 
数値解析 2 
F可 プ ロ グ ラ ミ ン グ 1 2 
プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 
力 学 2 
基 熱 ・ 波動 2 
化学 2 
量子力学 2 
礎 電磁気学 1 2 
電磁気学演習 1
電磁気学 2 2 
科 電磁気学演習 2
電気回路 l A 2 
電気回路 1 B 2 
目 電気回路演習 1
電気回路 2 2 
電気回路演習 2
ア ナ ロ グ電子回路 1 2 
ア ナ ロ グ電子回路 2 2 
ア ナ ロ グ電子回路演習
デ ィ ジタ ル電子回路 2 
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単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選必 選択 自 由選択
電力発生工学 3 
電気エネルギー伝送工学 1 2 
電気エネルギー伝送工学 2 2 
高電圧工学 2 
パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
電気機器工学 1 2 
専 電気機器工学 2 2 電動力応用 工学 2 
電気電子工学設計製図 2 
プ ラ ズマ理工学 2 
攻 法規及び管理
電磁波工学 1 2 
電磁波工学 2 2 
信号処理工学 2 
手ヰ 通信方式 2 
通信 シス テム 2 
電波法規
目 計算電磁工学 2 電気電子計測工学 2 
セ ンサ工学 2 
システム制御工学 1 2 
システム制御工学 2 2 
電気電子材料工学 2 
結晶物理工学 2 
電子物性工学 l 2 
電子物性工学 2 2 
量子効果デバイ ス 2 
量子光工学 2 
表面エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
半導体デバイ ス 1 2 
半導体デバイ ス 2 2 
専 集積回路工学 2 
光 ・ 電子デバイ ス 2 
ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 
攻 安全 ・ 開発管理工学
2 
専門基礎ゼミ ナール （数学基礎演習） 2 
自 由課題製作実験
電気電子実験 1 2 
科 電気電子実験 2 2 電気電子実験 3 2 
電気電子実験 4 2 
電気電子工学論文輪読
目 卒業論文 1 0  
工業英語 2 
英語コ ミ ュ ニケー シ ョ ン 2 
工学倫理 2 
電気電子 シス テム 工学特論
職業指導 4 
情報化社会 と 教育 2 
備考
1 電気電子シ ス テ ム工学特論の単位数は必要 に応 じて定める。
2 卒業 に必要な修得単位数は 次の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と。
(1） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学にお け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に定め る選択科 目
30単位以上
(2） 専門 科 目
専門基礎科 目 は51単位 中 38単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 24単位を含め
46単位以上， 合計84単位以上
84単位 の 内訳は， 学科の定め る と ころ に よ る 。
3 職業指導及び情報化社会 と 教育の単位は 卒業に必要な修得単位数 に は含
め な い。
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知能情報工学科
単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 自 由選択
微分積分 2 
専 線形代数 2 
門 確率統計論 2 
基 離散数学 2 礎
科 線形代数演習 2 
目 微分方程式 2 
離散数学演習 2 
プ ロ グ ラ ミ ング 2 
計算機 ア ーキテ ク チ ャ 2 
アルゴ リ ズム と デー タ構造 2 
ソ フ ト ウ ェ ア工学 2 
ヒ ュ ー マ ン コ ン ビ ュ ー タ イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 
情報ネ ッ ト ワ ー ク 2 
数値解析 2 
プ ロ グ ラ ミ ン グ言語論 2 
オペ レーティ ングシス テム 2 
デー タ ベー ス 論 2 
計算論 2 
記号処理 2 
専 知 的 シス テム 2 
電気回路工学 2 
論理情報回路 2 
情報理論 2 
人工知能 2 
オー ト マ ト ン ・ 言語理論 2 
多変量解析論 2 
攻 視覚情報処理 2 
電子回路工学 2 
電磁波工学 2 
符号理論 2 
デ ジ タ ル信号処理 2 
自 然言語処理 2 
コ ンパイ ラ 構成法 2 
科 高度通信方式 2 
画像処理工学 2 
コ ン ビ ュ ー タ グ ラ フ ィ ク ス 2 
知能生体情報工学 2 
光通信工学 2 
マルチ メ デ ィ ア 工学 2 
情報セ キ ュ リ テ ィ 2 
目 音情報学 2 
仮想現実感方式 2 
ブ レ イ ン コ ン ビ ュ ーテ ィ ン グ 2 
パ タ ー ン認識 2 
知能情報工学基礎ゼミ 2 
安全 ・ 開発管理工学 2 
工学倫理 2 
知能情報工学基礎演習 2 
知能情報工学実験第 1 2 
知能情報工学実験第 2 2 
知能情報工学実験第 3 2 
知能情報工学実験第 4 2 
自 由 製作実験 2 
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単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 自 由選択
知能情報工学研修第 1 2 
知能情報工学研修第 2 2 
専 卒業論文 1 0  
攻 工業英語 2 
英語コ ミ ュ ニケーシ ョ ン 2 
科 工業 ロ シ ア 語 2 
目
知能情報工学特論
職業指導 4 
情報化社会 と 教育 2 
備考
1 知能情報工学特論 の単位数は必要に応 じ て定める。
2 卒業に必要な修得単位数は， 次の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と。
(1） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則に定め る選択科
目 30単位以上
(2） 専門 科 目
専門基礎科 目 及 び専攻科 目 は必修科 目 前単位， 選択科 目 18単位以上，
合計84単位以上
84単位 の 内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導及び情報化社会 と 教育の単位は 卒業に必要な修得単位数 に は
含 め な い。
機械知能 シ ス テ ム 工学科
単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 選択 自 由必修 選択
微分積分第 l 2 
微分積分第 2 2 
専 線形代数第 1 2 
基
門 線形代数第 2 2 
礎 微分方程式 2 
科 工業力学 2 
目 電磁気学 2 
量子力学 2 
化学 2 
材料力学第 l 2 
専 材料力学第 2 2 
国体力学 2 
材料強度演習第 1
強度設計工学 2 
攻 要素設計学第 1 2 
要素設計学第 2 2 
材料強度演習第 2
生産加工学 2 
切削加工学 2 
科 精密加工学 2 
生産加工学演習
基礎材料工学 2 
機械材料工学 2 
目 塑性工学 2 
塑性 ・ 材料工学演習
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科 目
群
A 
B 
c 
D 
E 
F 
平成14年 4 月 学 報
単 位 数
授 業 科 目 名 必イ多 選択 選択 自 由 科 目必修 選択 群
基礎熱力学 2 
応用 熱力学 2 G 伝熱工学 2 
熱工学演習
基礎流体工学 2 
流体機械 2 H 
専 流体力学 2 
流体工学演習
数理解析学第 1 2 
数理解析学第 2 2 
環境数値解析工学 2 
攻 数理解析学演習
動的設計解析学 2 
機構学 2 J 機械力学 2 
機械動的解析演習
科 制御工学第 l 2 
制御工学第 2 2 K メ カ ト ロ ニ ク ス 2 
制御工学演習
応用 情報工学 2 
目 計測工学 2 L 精密測定学 2 
計測工学 ・ 精密測定学演習
基礎情報工学 2 
機械情報理論 2 M シ ミ ュ レー シ ョ ン工学 2 
ソ フ ト ウ エ ア 工学演習
環境工学概論 2 
技術史 2 
バイ オ メ カ ニ ク ス 2 
専 熱エネルギー変換 2 英語コ ミ ュ ニケー シ ョ ン 2 
工業英語 2 共
工業 ド イ ツ語 2 
攻 機械安全工学
機械工学 自 由演習
機械入門ゼミ ナール 2 
手ヰ 機械知能 シス テム工学特論
工学倫理 2 
機械工学輪読 2 通
目 機械工学設計製図第 1 2 機械工学設計製図第 2 2 
機械工学実習 2 
機械工学実験 4 
卒業論文 10  
職業指導 4 
情報化社会 と 教育 2 
備考
1 機械知能 シ ス テム工学特論の 単位数は必要 に 応 じ て定め る。
2 卒業に必要な修得単位数は， 次 の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と。
( 1 ) 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富 山大学に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に 定 め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専門科 目
専門基礎科 目 は 1 8単位 中必修 2 単位 を 含 め 1 0単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 35単位
を含め74単位以上， 合計84単位以上
84単位の 内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導及び情報化社会 と 教育 の単位は 卒業に必要な修得単位数 に は含 め な い。
第447号
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物質生命 シス テム工学科
単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 選択 自 由必修 選択
微分積分 1 2 
微分積分 2 2 
線形代数 1 2 
線形代数 2 2 
応用数学 1 2 
応用数学 2 2 
専 応用数学 3 2 
物理学 1 2 
門 物理学 2 2 
物理学 3 2 
基 無機化学 l 2 
無機化学 2 2 
基礎有機化学 1 2 
礎 基礎有機化学 2 2 
分析化学 2 
科 物理化学 1 2 
物理化学 2 2 
目 物理化学 3 2 
生物学 2 
物質生命 シス テム工学ゼ ミ ナール 2 
専門基礎ゼ ミ ナール 2 
物理学実験
化学実験
化学演習 2 
資源化学 2 
無機化学 3 2 
生物有機化学 2 
生命分子化学演習 2 
有機化学 1 2 
有機化学 2 2 
有機化学演習 4 
専 構造有機化学
2 
有機合成化学 2 
有機工業化学 2 
反応速度論 2 
電気化学 2 
攻 無機化学演習 2 
錯体化学 2 
量子化学 2 
物理有機化学 2 
機器分析化学 1 2 
科 機器分析化学 2 2 
機器分析化学演習 2 
環境化学 2 
環境化学演習 2 
目 高分子化学 2 
生体高分子化学 2 
高分子物理化学 2 
物理化学演習 2 
細胞生産工学 1 2 
細胞生産工学 2 2 
生命物性工学 1 2 
生命物性工学 2 2 
細胞工学序論 2 
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単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 選択 自 由必修 選択
福祉工学 2 
生物物理化学 2 
蛋 白 質工学 2 
基礎生理学 2 
生命物性工学演習 2 
生化学 1 2 
生化学 2 2 
生化学 3 2 
遺伝子工学 1 2 
遺伝子工学 2 2 
細胞工学 2 
生命情報工学 2 
生命計測工学 2 
生命分子機能工学 2 
マイ ク ロ メ リ テ ィ ッ ク ス 2 
専 粉体物性工学 2 
粉体プ ロ セ ス 工学 1 2 
粉体プ ロ セ ス 工学 2 2 
プ ロ セ ス 工学量論 2 
移動現象論 1 2 
移動現象論 2 2 
多相 系移動現象論 2 
反応工学 1 2 
反応工学 2 2 
攻 生物化学工学 2 
生物反応工学 2 
拡散操作論 2 
物質移動論 2 
分離工学 2 
拡散プ ロ セ ス 工学 2 
プ ロ セ ス 設計 1 2 
プ ロ セ ス 設計 2 2 
化学プ ロ セ ス 制御 2 
手ヰ プラ ン ト 設計工学 2 
プ ロ セ ス 工学計算 1
プ ロ セ ス 工学計算 2 2 
材料製錬工学 2 
材料精錬工学 2 
金属化学 2 
腐食 ・ 防食工学 2 
機能材料工学 l 2 
機能材料工学 2 2 
目 高温反応工学 2 
材料評価学 2 
結品構造学 2 
相変態 ・ 熱処理論 2 
素形材工学 2 
材料設計工学 2 
材料学序論 2 
材料組織学 2 
材料強度学 2 
組織制御工学 2 
量子工学序論 2 
応用 物性工学 1 2 
応用 物性工学演習 2 
応用 物性工学 2 2 
材料力学 4 
材料設計工学演習 2 
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単 位 数
授 業 科 目 名 必修 選択 選択 自 由必修 選択
材料物性工学演習 2 
機能材料工学演習 2 
材料化学演習 2 
応用化学実験 1 I. 5 
応用化学実験 2 I .  5 
応用化学実験 3 I .  5 
応用化学実験 4 I .  5 
応用化学実験 5 I. 5 
応用化学実験 6 I .  5 専 生命工学実験 l I. 5 
生命工学実験 2 1. 5 
生命工学実験 3 I .  5 
生命工学実験 4 I .  5 
プ ロ セ ス 工学実験 1
プ ロ セ ス 工学実験 2
プ ロ セ ス 工学実験 3
プ ロ セ ス 工学実験 4
攻 プ ロ セ ス 工学実験 5
材料化学実験
機能材料工学実験
材料設計工学実験
材料物性工学実験
応用物性工学実験
工場実習
応用化学輪読 2 
科 生命工学輪読 2 
プ ロ セ ス 工学輪読 2 
材料工学輪読 2 
自 由演習 2 
情報処理 2 
プ ロ グ ラ ミ ン グ及び演習 3 
品質管理 2 
電気工学概論 2 
目 電子工学概論 2 機械工学概論 2 
工業英語 1 2 
工業英語 2 2 
工業 ド イ ツ語 2 
英語 コ ミ ュ ニケー シ ョ ン 2 
工学倫理 2 
卒業論文 1 0  
物質生命 シ ス テ ム 工学特論
職業指導 4 
情報化社会 と 教育 2 
備考
1 物質生命 シス テム 工学特論の単位数は必要に応 じて定める。
2 卒業に必要な修得単位数は， 次の条件を満た し 1 24単位以上であ る こ と。
(1） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に定め る選択科 目 30単位以上
(2） 専門 科 目
専門基礎科 目 及び専攻科 目 は必修科 目 1 0単位 を含め84単位以上
84単位の 内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導及び情報化社会 と 教育の単位は， 卒業に必要な修得単位数 に は含 め な い。
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富山大学大学院学則の改正
「一 富 山 大学大学 院学則の改正理由一一一ー ー
学校教育法施行規則 の 一 部 を 改 正す る 省令 （平成 1 3年文部科学省令第49 号 及 び第80号） に 基 づ き ， 大 学 院 入 ！
！ 学資格が改正 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。 ！ 
富 山 大学大学院学則 の 一 部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成14年 3 月 1 5 日
富 山 大 学大 学 院学則 の 一部 を 改正す る 規則
富 山 大 学大学 院学則 （昭和53年 4 月 1 日 制定） の 一 部
を 次 の よ う に 改正 す る 。
第25条第 l 項 中 第 7 号 を 第 9号 と し ， 第 6 号 を 第 8 号
と し ， 同 号 の 前 に 次 の 2 号 を 加 え る 。
(6） 学校教育法第52条 に 定 め る 大 学 に 3 年 以 上在学 し
た者 （外 国 に お い て 学校教育 に お け る 1 5年 の 課 程
を 修 了 し た 者及び外国 の 学校が行 う 通信 教 育 に お
け る 授業科 目 を 我 が 国 に お い て履修す る こ と に よ
り 当 該外 国 の 学校教育 に お け る 1 5年 の 課程 を 修 了
し た 者 を 含 む 。 ） で あ っ て ， 本 学 の 定 め る 単位 を
優秀な成績で修得 し た と 認 め た も の
(7） 学校教育法第67条第 2 項 の 規定 に よ り 大 学 院 に 入
学 し た 者で あ っ て ， 研究科 に お け る 教 育 を 受 け る
に ふ さ わ し い 学 力 が あ る と 当 該研究科が認 め た も
の
第2 5条第 1 項 中 第 5 号 を 削 り ， 第 4 号 を 第 5 号 と し ，
富 山 大学長 瀧 漂 弘
第 3 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。
(4） 外 国 の 学校 が行 う 通信教育 に お け る 授業科 目 を 我
が 国 に お い て履修す る こ と に よ り 当 該外 国 の学校
教 育 に お け る 1 6 年 の 課程 を 修 了 し た 者
第25条第 2 項 中 第 5 号 を 第 6 号 と し ， 第 4 号 を 第 5 号
と し ， 第 3 号 を 第 4 号 と し ， 第 2 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加
え る 。
(3） 外 国 の 学校 が行 う 通信教育 に お け る 授業科 目 を 我
が国 に お い て履修 し ， 修 士 の 学位 に相 当 す る 学位
を 授 与 さ れ た 者
第25条 の 2 中 「第 5 号」 を 「第 6 号」 に 改 め る 。
附 則
1 こ の 学則は， 平成14年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 学校教育法施行規 則 の 一 部 を 改正す る 省令 （平成 1 3
年文部科学省令第80号） に よ る 改正 前 の 学校教育法施
行規則第70条第 5 号 又 は第 6 号 の 規 定 に よ り 大 学 院 に
入学 し た 者 の 大 学 院 へ の 入学資格 に 関 す る 取扱 い に つ
い て は， な お 従 前 の 例 に よ る 。
富山大学大学院教育学研究科規則の改正
「一 富 山 大学大学院教育学研究科規則の改正理由一 一一一一一一一一一一一ー
！ 教育学研究科 の カ リ キ ュ ラ ム を 見 直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所 要 事項 を 改 め る 。 ｜ 
富 山 大学大学院教育学研究科規則 の 一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成14年 3 月 1 5 日
富 山 大学長 瀧 漂 弘
富 山 大 学大 学 院教 育学研究科規則 の 一部 を 改正 す る 規則
富 山 大学大学院教育学研究科規則 （平成 6 年 3 月 3 1 日 制 定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
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別表第 l (1) 学校教育専攻学校教育専修 の 表 中
発達心理学特論
発達心理学 発達心理学特論演習
発達臨床，心理学特論
学校カ ウ ンセ リ ング特論演習
発達，心理学特論
発達心理学特論演習
発達臨床J心理学特論発達，心理学
発達臨床心理学特論演習
学校カ ウ ンセ リ ン グ特論
学校カ ウ ンセ リ ン グ特論演習
(2） 教科教育専攻 ⑦保健体育専修 の 表 中
保健体育科教育研究
保健体育科教育特論 I
保健体育科教育特論演習 I
保健体育科 保健体育科教育特論 E教育
保健体育科教育特論演習 E
保健体育科教育特論E
保健体育科教育特論演習 E
保健体育科教育研究
保健体育科教育特論 I
保健体育科 保健体育科教育特論演習 I教育
保健体育科教育特論 E
保健体育科教育特論演習 E
(2） 教科教育専攻 ⑨家政教育専修 の 表 中
被服学特論 I
被服学特論演習 I被 服 学
被服学特論 E
被服学特論演習 E
被服学特論
被服学特論演習
家庭経営特論 I
家政一般 家庭経営特論演習 I
家庭経営特論 E
家庭経営特論演習 E
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に 改 め る 。
1 こ の 規則は， 平成14年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平 成 1 3年 度 以 前 の 入 学者 に つ い て は， な お従 前 の 例 に よ る 。
富山大学大学院経済学研究科規則の改正
｜ 富 山 大学大学院経済研究科規則の改正理由 1 i 経済学研究科 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め 所要事項 を 改 め る 。 ！ 
富 山 大 学大 学 院教 育 学研究科規則 の 一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平成 1 4年 3 月 1 5 日
富 山大 学長 瀧 津 弘
富 山 大学大 学院経済学研究科規 則 の 一 部 を 改正す る 規則
富 山 大学大学院経済学研究科規則 （平成 3 年 3 月 30 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ）
附 則
1 こ の 規則は， 平 成 1 4年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 1 3年 度 以 前 の 入 学者 に つ い て は な お 従前 の 例 に よ る 。
別表 別添
各専攻授業科 目 及び単位数
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
理論経済学 現 代 経 済 の モ デ ル 分 析 特 殊 研 究 2 0 印 の授業科
0現 代 経 済 の モ デ ル 分 析 演 習 8 目 の う ち 1 科
地 経 済 変 動 と 安 定 化 特 殊 研 究 2 目 を必修 と す
域 0経 済 変 動 と 安 定 化 演 習 8 る 。
政 治 経 済 学 特 殊 研 究 2 
0政 治 経 済 学 j寅 習 8 
経 経 済 哲 学 特 殊 研 究 2 
済 O経 済 哲 学 j寅 習 8 
経 済 学 史 特 殊 研 究 2 
政 0経 済 学 史 i寅 習 8 
策 情 報 資 本 主 義 分 析 特 殊 研 究 2 
0情 報 資 本 主 義 分 析 演 習 8 
専 理 論 経 済 学 特 殊 研 究 2 
攻 O理 呈”ι”旬 経 済 学 演 習 8 
数 理 経 済 学 特 殊 研 究 2 
O数 理 経 済 学 j寅 習 8 
- 45 ー
平成 14年 4 月 学 報 第447号
比較経済論
地
域
経
政 策 科 学
済
政
策
専
攻 ｜ 応用経済学
経 済 理 論 特 殊 研 究
O経 済 理 論 演 習
東 ア ジ ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究
O東 ア ジ ア の 経 済 開 発 演 習
西 洋 経 済 史 特 殊 研 究
O 西 洋 経 済 史 演 習
日 本 経 済 史 特 殊 研 究
O 日 本 経 済 史 演 習
環 境 勘 定 監 査 論 特 殊 研 究
O環 境 勘 定 監 査 論 演 習
産 業 立 地 と 地 域 開 発 特 殊 研 究
O産 業 立 地 と 地 域 開 発 演 習
比 較 社 会 学 特 殊 研 究
O 比 較 社 会 学 演 習
経 済 発 展 と 産 業 政 策 特 殊 研 究
O経 済 発 展 と 産 業 政 策 演 習
東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究
東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究
東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究
東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 特 殊 研 究
O東 南 ア ジ ア の 経 済 開 発 演 習
中 国 経 済 特 殊 研 究
O 中 国 経 済 演 習
ロ シ ア 経 済 特 殊 研 究
O ロ シ ア 経 済 演 習
経済政策 と 地域産業構造 論特殊研究
O経 済 政 策 と 地 域 産 業 構 造 論 演 習
資 源 計 画 特 殊 研 究
O資 源 計 画 演 習
社 会 政 策 特 殊 研 究
O社 会 政 策 演 習
計 量 経 済 学 特 殊 研 究
O 計 量 経 済 学 演 習
金 融 の 計 量 経 済 分 析 特 殊 研 究
O 金 融 の 計 量 経 済 分 析 演 習
労 働 経 済 論 特 殊 研 究
O労 働 経 済 論 演 習
労 働 の マ ク ロ 経 済 分 析 特 殊 研 究
O労 働 の マ ク ロ 経 済 分 析 演 習
労 働 の ミ ク ロ 経 済 分 析 特 殊 研 究
O労 働 の ミ ク ロ 経 済 分 析 演 習
農 業 政 策 特 殊 研 究
O農 業 政 策 演 習
金 融 論 特 殊 研 究
O金 融 論 演 習
財 政 学 特 殊 研 究
O財 政 学 演 習
公 共 経 済 学 特 殊 研 究
O公 共 経 済 学 演 習
金 融 制 度 と 経 済 構 造 特 殊 研 究
O 金 融 制 度 と 経 済 構 造 演 習
経 済 計 画 理 論 特 殊 研 究
O経 済 計 画 理 論 演 習
国 際 経 済 学 特 殊 研 究
O 国 際 経 済 学 演 習
外 国 経 済 書 研 究
28
28
82
28
82 
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経 営 学 財 務 管 理 論 特 殊 研 究 2 0印 の授業科
0財 務 管 理 論 j寅 習 8 目 の う ち l 科
経 営 組 織 論 特 殊 研 究 2 目 を必修 とす
O経 営 組 織 論 i寅 習 8 る。
経 営 戦 略 論 特 殊 研 究 2 
O経 営 戦 略 論 演 習 8 
経 営 史 特 殊 研 究 2 . 
O経 営 史 演 習 8 
企 業 人 材 開 発 論 特 殊 研 究 2 
0企 業 人 材 開 発 論 演 習 8 
財 務 会 計 論 特 殊 研 究 2 
0財 務 � 計 論 演 習 8 
会 計 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 特 殊 研 究 2 
0会 計 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 演 習 8 
制 度 会 計 論 特 殊 研 究 2 
0制 度 � 計 論 演 習 8 
経 営 管 理 論 特 殊 研 究 2 
λ lr. 0経 営 管 理 論 演 習 8 
人 事 戦 略 特 殊 研 究 2 
0人 事 戦 略 j寅 習 8 
人 的 資 源 管 理 特 殊 研 究 2 
0 人 的 資 源 管 理 演 習 8 
画 比 較 経 営 論 特 殊 研 究 2 
0比 較 経 営 論 j寅 習 8 
国 際 経 営 論 特 殊 研 究 2 
0国 際 経 営 論 i寅 習 8 
経 会 計 情 報 開 示 論 特 殊 研 究 2 
サ ー ビ ス 経 営 教 育 論 特 殊 研 究 2 
0サ ー ビ ス 経 営 教 育 論 演 習 8 
応 用 経 営 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 特 殊 研 究 2 
0マ ー ケ テ ィ ン グ 論 演 習 8 
営 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 特 殊 研 究 2 
0 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 演 習 8 
管 理 会 計 論 特 殊 研 究 2 
0管 理 i, 』 計 論 演 習 8 
専 流 通 論 特 殊 研 究 2 
0流 通 論 i寅 習 8 
多 国 籍 企 業 論 特 殊 研 究 2 
O多 国 籍 h iι 業 論 演 習 8 
JずKで 通 論 特 殊 研 究 2 
攻 O交 通 論 j寅 習 8 
管 理 科 学 意 思 決 定 論 特 殊 研 究 2 
O意 思 決 定 論 演 習 8 
オペ レー シ ョ ンズ ・ リ サーチ特殊研究 2 
0 オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ 演 習 8 
経 営 情 報 論 特 殊 研 究 2 
0経 営 情 報 論 演 習 8 
情 報 シ ス テ ム 特 殊 研 究 2 
0情 報 ン ス フー ム 演 習 8 
数 理 計 画 法 特 殊 研 究 2 
0数 理 計 画 法 j寅 習 8 
生 産 管 理 論 特 殊 研 究 2 
O生 産 管 理 論 i寅 習 8 
経 営 情 報 処 理 特 殊 研 究 2 
基 礎 法 ヨ ー ロ ッ パ 法 思 想 史 特 殊 研 究 2 
0 ヨ ー ロ ッ パ 法 思 想 史 演 習 8 
政 治 学 特 殊 研 究 2 
0政 治 学 演 習 8 
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政 策 過 程 論 特 殊 研 究 2 
0政 策 過 程 論 i寅 習 8 
英 米 公 法 特 殊 研 究 2 
0英 米 公 法 演 習 8 
行 政 法 特 殊 研 究 2 
0行 政 法 演 習 8 
政 治 史 特 殊 研 究 2 
0政 治 史 j寅 習 8 
憲 法 特 殊 研 究 2 
0憲 法 演 習 8 
憲 法 基 礎 理 論 特 殊 研 究 2 
O憲 法 基 礎 理 論 j寅 習 8 
刑 法 特 殊 研 究 2 
0牙lj 法 j寅 習 8 
経 済 知j 法 特 殊 研 究 2 
企 ｜ O経 済 知リ 法 演 習 8 
比 較 刑 事 法 特 殊 研 究 2 
O比 較 煎リ 事 法 j寅 習 8 
税 法 特 殊 研 究 2 
函 ｜ 0税 法 演 習 8 
民 事 法 民 ‘ 法 特 殊 研 究 2 
0 民 法 i寅 習 8 
比 較 民 法 解 釈 学 特 殊 研 究 2 
0 比 較 民 法 解 釈 学 演 習 8 経 ｜ 比 較 民 法 特 殊 研 究 2 
O比 較 民 法 演 習 8 
不 動 産 法 特 殊 研 究 2 
0不 動 産 法 演 習 8 
営 ｜ 債 権 法 特 殊 研 究 2 
0債 権 法 演 習 8 
金 融 取 引 法 特 殊 研 究 2 
O金 融 取 ヲ ｜ 法 演 習 8 
民 事 手 続 法 特 殊 研 究 2 専 ｜ O民 事 手 続 法 1寅 習 8 
企業関係法 企 業 会 計 法 特 殊 研 究 2 
O企 業 � 』 計 法 j寅 習 8 
企 業 内 容 開 示 制 度 と 法 特 殊 研 究 2 
攻 ｜ 0企 業 内 容 開 示 制 度 と 法 演 習 8 経 済 法 特 殊 研 究 2 O経 済 法 演 習 8 
商 取 ヲ｜ 法 特 殊 研 究 2 
0商 取 ヲ ｜ 法 演 習 8 
企 業 組 織 法 特 殊 研 究 2 
0企 業 組 織 法 演 、 習 8 
証 券 取 引 法 特 殊 研 究 2 
O証 券 取 ヲ ｜ 法 j寅 習 8 
労 働 法 特 殊 研 究 2 
0労 働 法 演 習 8 
金 融 法 特 殊 研 究 2 
0 金 融 法 演 習 8 
国 際 商 事 仲 裁 法 特 殊 研 究 2 
0 国 際 商 事 仲 裁 法 演 習 8 
外 国 経 営 書 研 究 2 
備考
こ の表に掲げる 授業科 目 の ほか， 特別研究 を設け る こ と がで き る 。
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富山大学大学院理工学研究科規則の改正
「一 富 山 大学大学院理工学研究科規則の改正理由一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー
｜ 理 工学研究科博士後期課程 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め， 所要事項 を 改 め る 。 i 
富 山 大 学大 学 院 理 工 学研究科規則 の 一 部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 4年 3 月 1 5 日
富 山 大 学 長 瀧 漂
富 山 大学大学院理工 学研究科規則 の 一部 を 改正す る 規則
富 山 大学大学院理工学研究科規則 （平成 1 0年 3 月 27 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 2 （博士後期課程） を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添 の と お り ｝
附 則
1 こ の 規則は， 平成 1 4年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 平成1 3年度以 前 の 入 学 者 に つ い て は， な お 従 前 の 例 に よ る 。
別表 2 （博士後期課程）
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
計 算 機 援 用 工 学 特 論 2 0印は必修
オ 一 ト マ ト ン 理 論 2 科 目
人 間 情 報 工 学 特 論 2 
コ目白己 響 号 処 理 特 論 2 
知 的 イ ン タ フ エ イ ス 2 
計 算 機 論 理 設 計 特 呈田ι岡 2 
ン 『ー『、 こ工 レ 一 士ノ ヨ ン 特 三附ι句 2 
自 然 言 語 処 理 特 論 2 
符 号 理 論 特 論 2 
画 像 通 特 論 2 
情 報 数 理 2 
情 報 伝 送 工 学 特 論 2 
視 覚 情 報 工 学 特 尋同ι情 2 
超 音 波 工 学 特 論 2 
非 線 形 波 動 特 論 2 
生 体 情 報 工 学 特 論 2 
生 体 計 調Ij 素 子 特 三償問ι 2 
生 体 機 官E 工 学 特 論 2 
ノt タ 一 ン 認 識 特 論 2 
視 覚 情 報 処 理 特 論 2 
画 像 情 報 処 理 特 三冒岡ι 2 
統 計 的 パ タ ー ン 認 識 特 論 2 
確 率 解 析 学 特 論 2 
シ ス テ ム 科 学 専 攻 離 散 数 理 学 特 論 2 
応 用 数 理 解 析 特 論 2 
関 数 解 析 学 特 三ロ岡＆ 2 
現 象 解 析 特 論 2 
整 数 論 特 論 2 
カ 寸，，＿，＿一 系 特 論 2 
多 泊�ミ． 数 複 素 解 析 学 特 論 2 
量 子 数 理 科 学 特 論 2 
弘
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固 体 力 学 特 論 2 
応 用 計 算 力 学 特 旦面i岡 2 
破 壊 力 学 特 論 2 
機 械 力日 工 学 特 論 2 
材 料 塑 性 学 特 論 2 
切 自リ 工 学 特 論 2 
塑 性 工 学 特 論 2 
精 密 機 械 シ ス テ ム 学 特 論 2 
機 械 運 動 学 特 論 2 
ン ス フー ム 制 御 工 学 特 論 2 
機 能 市j 御 要 素 特 論 2 
画 像 計 浪リ 特 論 2 
機 械 電 子 制 御 学 特 論 2 
光 学 計 測 特 論 2 
材 料 5虫 度 学 特 論 2 
高 温 強 度 学 特 論 2 
空 問 構 造 論 2 
多 次 7C 解 析 学 特 論 2 
多 次 フE 解 析 学 特 論 2 
確 率 制 御 特 論 2 
ン ス フー ム 科 学 特 別 講 義 2以下
O特 期l 研 究
0特 別 実 習
0特 }JIJ j寅 習
特 }Jlj 議 義 1 2 
特 別 講 義 2 2 
特 別 講 義 3 2 
特 }JIJ 議 義 4 2 
特 }Jlj 講 義 5 2 
触 媒 反 応 工 A寸，，＿与 特 論 2 
有 機 反 応 化 A寸ヱ4ー 特 論 2 
精 密 有 機 合 成 化 学 特 論 I 2 
精 密 有 機 合 成 化 学 特 論 II 2 
有 機 機 能 分 子 化 学 特 論 2 
エ ネ ル ギ ー 環 境 化 学 特 論 2 
，、、 フ『 ロ 原 子 化 学 特 論 2 
複 素 環 イじ 且－l’ 特 論 2 
構 造 有 機 化 学 特 論 I 2 
ぷロ〉、 成 有 機 イじ 学 特 三同ι情 2 
構 造 有 機 イじ 学 特 論 II 2 
生 体 物 質 化 学 特 論 2 
環 境 化 学 反 応 特 論 2 
生 体 高 分 子 化 学 特 論
、 2 
微 量 成 分 分 析 特 論 2 
高 分 子 機 育色 特 論 2 
半 導 体 物 性 特 論 2 
表 面 物 性 白 工 学 2 
誘 電 体 物 性 工 学 特 論 2 
接 i』l 界 面 特 論 2 
薄 膜 物 性 工 � 特 論 2 
液 晶 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論 2 
表 刀主 -· ノ1 イ ス 特 論 2 フー
イ丘 7.ffil. 凝 縮 特 論 2 
磁 性 イ底 占jJI目n 特 論 2 
結 品 構 1、t旦" 学 特 論 2 
物 質 科 学 専 攻 構 造 物 性 物 理 � 一 2 
生 命 電 気 工 学 特 論 2 
遺 伝 情 報 工 学 特 論 2 
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バ イ オ セ ン シ ン グ 特 論
分 子 発 生 生 物 学
粒 子 設 計 プ ロ セ ス 工 学
囲 気 混 相 h 系 プ ロ セ ス 特 論
微 粒 子 工 学 特 論
粒 子 分 離 プ ロ セ ス 工 学
材 料 内 部 構 造 設 計 特 論
電 子 材 料 学 特 論
応 用 磁 気 材 料 学 特 論
機 能 性 材 料 化 学 特 論
ナ ノ 構 造 解 析 特 論
機 能 性 錯 体 化 学 特 論
金 属 化 学 特 論
材 料 製 錬 工 学 特 論
複 合 素 材 工 学 特 論
凝 固 学 特 論
機 能 材 料 学 特 論
先 進 材 料 工 学 特 論
物 質 科 学 特 別 講 義
O特 別 研 究
O特 別 実 習
O特 別 演 習
特 別 講 義 1
特 別 講 義 2
特 別 講 義 3
特 別 講 義 4
特 別 講 義 5
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 工 学 特 論
高 電 圧 ・ 大 電 流 工 学 特 論
プ ラ ズ マ 薄 膜 工 学 特 論
磁 気 応 用 工 学 特 論
応 用 熱 力 学 特 論
応 用 流 体 工 学 特 論
応 用 伝 熱 学 特 論
応 用 熱 流 体 工 学 特 論
熱 流 体 数 値 解 析 特 論
移 動 現 象 理 論 I
拡 散 操 作 特 論 I
移 動 現 象 理 論 E
拡 散 操 作 特 論 E
プ ラ ズ マ 応 用 工 学 特 論
字宙 ・ 核融合 プ ラ ズマ と 数値 シ ミ ュ レー シ ョ ン
非 可 換 ゲ ー ジ 場 特 論
重 力 理 論 特 論
根 源 物 質 ヱ ネ ル ギ ー 学 特 論
レ ー ザ 一 分 光 学 特 論
電 波 物 理 学 特 論
量 子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 論
電 波 分 光 学 特 論
分 子 物 性 化 学 特 論
化 学 反 応 速 度 学 特 論
触 媒 化 学 特 論 I
選 移 金 属 化 学 特 論
高 分 子 物 理 化 学 特 論
触 媒 化 学 特 論 E
水 素 同 位 体 科 学
水 素 エ ネ ル ギ ー 材 料 学 特 論
放 射 線 環 境 科 学 特 論
エネルギー科学専攻
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核 融 i口>. 材 料 学 特 論 2 
岩 石 学 特 論 2 
資 源 科 学 特 論 2 
地 史 学 特 論 2 
エ ネ ル ギ ー 科 学 特 別 講 義 2以下
O特 別 研 究
0特 別 実 習
0特 別 演 習
特 別 講 義 1 2 
特 別 議 義 2 2 
特 別 講 義 3 2 
特 別 講 義 4 2 
特 別 議 義 5 2 
生 物 化 学 工 学 特 論 2 
生 物 生 産 工 A寸と4ー与 特 論 2 
生 産 遺 伝 子 工 � 特 Z言問. 2 
生 体 触 媒 化 A寸Aー 特 論 2 
発 生 生 物 学 特 3画4岡h晶 2 
生 体 調 節 学 特 論 2 
細 胞 間 情 報 学 特 三開膏＆司 2 
植 物 発 生 分 化 学 特 論 2 
遺 伝 情 報 解 析 学 特 論 2 
オ jレ ガ ネ フ 分 子 生 物 学 2 
生 体 構 造 分 類 学 特 論 2 
比 較 生 体 構 造 学 特 三”冊ι 2 
核 構 造 店7主4－ 特 三開冊ι 2 
生 体 分 子 機 能 工 学 特 るロ腎ι育 2 
環 境 イじ 学 言十 狽リ 平 衡 論 2 
物 質 循 環 特 ’ 論 2 
同 位 体 tili 球 化 学 特 論 2 
生 命 環 境 科 学 専 攻 環 境 水 計 浪iJ イじ 学 2 
海 洋 地 球 化 学 2 
浪リ 地 地 震 学 特 論 2 
雪 氷 環 境 特 号ロ冊l>. 2 
大 気 科 学 2 
海 洋 科 学 2 
多 圏 相 互 作 用 2 
地 球 環 境 電 磁 気 学 2 
地 球 磁 気 ¥ 特 論 2 
地 殻 変 動 学 （ テ ク ト ニ ク ス ） 特 論 2 
地 域 地 球 物 理 学 特 論 2 
生 体 エ ネ jレ ギ 一 特 論 2 
生 体 応 ヨιまョ 学 特 論 2 
環 境 生 物 学 特 論 2 
生 物 物 理 イじ 学 特 論 2 
高 山 生 態 学 特 三同＆町 2 
生 命 環 境 科 学 特 g1j 議 義 2以下
O特 別 研 究
0特 別 実 習
O特 別 j寅 習
特 g1j 講 義 1 2 
特 別 議 義 2 2 
特 別 議 義 3 2 
特 別 議 義 4 2 
特 g1j 講 義 5 2 
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富山大学に勤務す る 職員の勤務時間等 に 関す る 規則の改正
「一 富 山 大学 に 勤務す る 職員 の 勤務時間等 に 関 す る規則の改正理由一一 守
｜ 教育学部附属学校 園 に お い て ， 平 成 1 4年度か ら 完全学校週 5 日 制 を 実 施す る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。 ! 
富 山 大 学 に 勤務す る 職員 の 勤務時間等 に 関す る 規則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 4年 3 月 1 5 日
富 山 大学長 瀧 津 弘
富 山 大 学 に 勤務す る 職 員 の 勤務時間等 に 関 す る 規則 の 一部 を 改正す る 規則
富 山 大 学 に 勤務す る 職 員 の 勤務時間等 に 関 す る 規則 （平成 4 年 5 月 1 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
第 1 条 中 「文部省」 を 「文部科学省」 に ， 「 （平成 6 年文部 省訓令第33号） J を 「 （平 成 1 3年文部科学省訓令第1 2号） J 
に 改 め る 。
第 3 条 を 削 る 。
第 4 条 中 「前 2 条」 を 「前条J に 改 め ， 同 条 を 第 3 条 と す る 。
第 5 条第 1 項 中 「又は第 3 条J を 削 り ， 同 条第 2 項 を 削 り ， 同 条 を 第 4 条 と す る 。
第 6 条 を 第 5 条 と し ， 第 7 条 を 第 6 条 と す る 。
第 8 条及 び第 9 条 を 削 る 。
第 1 0条第 2 項 中 「第 5 号及 び第 6 号J を 「第 6 号及び第 7 号」 に 改め ， 同 条 を 第 7 条 と す る 。
第 1 1 条 を 第 8 条 と す る 。
別 表 3 を 削 り ， 別 表 2 を 次 の と お り 改 め る 。
別表 2
職員の区分 勤務時間 休憩時間 休息時間
各学部に勤務する 午前 8 時30分～ 午後 O 時30分～ 午前10時30分～
職員の う ち ，教育， 午後 5 時 午後 1 時 午前10時45分
研究及び学生指導 又は
等の業務 に従事す 午後 O 時 1 5分～
る 職員 （教育学部 午後 O 時30分
附属学校教員を除
く 。 ） で学長が指定 午後 1 時～
する者 午後 1 時 1 5分
経済学部夜間主コ 午後 O 時30分～ 午後 4 時30分～ 午後 4 時1 5分～
ース の授業等 に関 午後 9 時 午後 5 時 午後 4 時30分
連する 業務に従事
する職員 （教員 を 午後 5 時～
除 く 。 ） で学長が指 午後 5 時 1 5分
定す る 者
保健管理セ ン タ ー A 午後 O 時 1 5分～
に勤務す る職員の 午前 8 時30分～ 午後 O 時30分～ 午後 O 時30分
う ち ， 看護 ・ 救急 午後 5 時 午後 1 時 午後 1 時～
医療措置に関する 午後 1 時15分
業務 に従事す る職 B 午後 O 時45分～
員で学長が指定す 午前 9 時～ 午後 1 時～ 午後 1 時
る 者 午後 5 時30分 午後 1 時30分 午後 1 時30分～
午後 1 時45分
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教育学部附属小学 午前 8 時30分～ 午後 1 時～ 午前1 0時30分～
校の教員 午後 5 時 午後 1 時30分 午前1 0時45分
午後 3 時50分～
午後 4 時5分
教育学部附属 中学 午前 8 時30分～ 午後 O 時40分～ 午前 9 時40分～
校の教員 午後 5 時 午後 1 時10分 午前 9 時50分
午前1 1 時40分～
午前 1 1 時45分
午後 l 時10分～
午後 1 時25分
教育学部附属養護 午前 8 時30分～ 午後 O 時40分～ 午前 8 時55分～
学校の教員 午後 5 時 午後 1 時10分 午前 9 時
午前1 0時30分～
午前1 0時40分
午後 3 時20分～
午後 3 時35分
教育学部附属幼稚 午前 8 時30分～ 午後 O 時30分～ 午前IO時1 5分～
園 の教員 午後 5 時 午後 1 時 午前10時30分
午後 l 時～
午後 l 時15分
附 則
こ の規則は， 平成14年 4 月 1 日 か ら 施行する。
- 54 -
平成14年 4 月 学 報 第447号
己� a �
国 立大学再編 ・ 統合検討委 員会 （ 3 月 1 日 ）
（審議事項）
(1 ) 各部会報 告 に つ い て
(2） 富 山 県 内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統合 に 係 る 懇 談会 に つ い
て
入学試験委 員会 （ 3 月 1 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 入試関係委 員会規則等 に つ い て
富 山 大学 の組織運営体制 の 整備 に 関 す る 検討委員会 （ 3
月 4 日 ）
（審議事項）
( 1 ） 組織運営体 制 の 整備 に つ い て
留 学 生 セ ン タ ー 運 営委員会 （ 3 月 4 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 富 山 大学留学生セ ン タ 一 紀要投稿要項 （案） に つ い
て
(2） 日 本語研修 コ ー ス 受講 者 （学内選考） の 募集 に つ い
て
(3） 日 本語課外補 講 の 実施 に つ い て
(4） 外 国 人 留 学 生 （学部新入生） に 対 す る オ リ エ ン テー
シ ョ ン に つ い て
(5） 日 本語課外補講 の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン に つ い て
生涯学習教育研究セ ン タ ー 運営 委 員 会 （ 3 月 4 日 ）
（審議事項）
( 1 ） 次 期 セ ン タ ー 長候 補 者 の 選 考 日 程 に つ い て
(2） 富 山 大 学 の 授 業公 開 に つ い て
施設整備委員会 （ 3 月 14 日 ）
（審議事項）
( 1 ） 富 山 大学施設利用 細則 に つ い て
大学教育委員会 （ 3 月 14 日 ）
（審議事項）
(1 ） 教養教育副実施機構長 の 推薦 に つ い て
(2） 大学教育委員会規則の 一部改正 に つ い て
(3） 平 成 1 5年度入学式 に つ い て
(4） 本学以外で の 学修 の 単位認定 に つ い て
部局 長 会議 （ 3 月 1 5 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 学 生 の 除籍 に つ い て
評議会 （ 3 月 15 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 富 山 大学運営諮問会議委員候補者 に つ い て
(2） 中 華 人 民共和 国 山 東 大 学 と の 大学問学術交流協 定 に
つ い て
(3） 平成 1 5年度 入 学 式 の 挙行 日 に つ い て
(4） 富 山 大学学則 の 一部改正 に つ い て
(5） 富 山 大学入 学試験管理委員会規則 の 制定 に つ い て
(6） 富 山 大学入学試験実施委員会規則 の 制定 に つ い て
(7） 富 山 大学入学者選 抜方法研究委員会規 則 の 制 定 に つ
い て
(8） 富 山 大学教育委員会規則の 一部改正 に つ い て
(9） 富 山 大 学 名 誉 教授称号授与規則 の 一部改正 に つ い て
( 1 0） 富 山大 学人文学部教授会規則 の 一部改正 に つ い て
(1 1 ) 富 山 大学人文学部規則 の 一部 改 正 に つ い て
( 1 2） 富 山 大 学教育学部規則 の 一部改正 に つ い て
( 1 3） 富 山 大学経済学部規則 の 一部改正 に つ い て
( 1 4） 富 山 大学理学部規則 の 一部改正 に つ い て
( 1 5） 富 山 大 学工学部規 則 の 一部改正 に つ い て
( 1 6） 富 山 大学大学院学則 の 一部改正 に つ い て
( 1 7） 富 山 大 学大学院教育学研究科規則 の 一部改正 に つ い
て
( 1 8） 富 山 大学大学院経済学研究科規則 の 一部改正 に つ い
て
( 1 9） 富 山 大学大学院理工学研究科規則 の 一部改正 に つ い
て
(20） 富 山 大学総務委員会規則及び富山 大 学体育施設委員
会 規 則 の 一部改正 に つ い て
(2 1 ) 富 山 大 学評 議 会 に お け る 審議事項 の 委任 に 関す る 申
合 せ の 一部 改 正 に つ い て
(22） 害 山 大 学 自 己点検評価規則 の 一部改正 に つ い て
(23） 富 山 大 学セ ン タ 一 等連絡会要項 の 制定 に つ い て
(24） 富 山 大学評議 会 へ の オ ブザー バ ー 出 席 に 関す る 申 合
せ に つ い て
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(25） 富 山 大学学長選考規則及び富 山 大 学学長選考実施細
則 の 一部改正 に つ い て
(26） 富 山 大学 に お け る 教員 の 教育 業 績 の 適正な評価方法
に つ い て
(27） 富 山県 内 国 立大 学 の 再編 ・ 統合 に つ い て
大学院委員会 （ 3 月 1 5 日 ）
（審議事項）
(1 ) 富 山 大学大学院学則 の 一部改正 に つ い て
(2） 富 山 大 学大学院教育学研究科規則 の 一 部 改正 に つ い
て
(3） 富 山 大学大学院経済 学研究科規 則 の 一部改正 に つ い
て
(4） 富 山 大学大学院理工 学研究科規則 の 一部改正 に つ い
て
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学生生活委員会 （ 3 月 18 日 ）
（審議事項）
(1) 学生団体の 書類送付 に つ い て
第447号
(2） 学寮 施 設 の 改善 に 係 る ア ン ケ ー ト 調査 の 結果 に つ い
て
(3） 平成 14年度大学祭の 日 程 に つ い て
(4） 学 生 団体 の 要求書 に つ い て
入学試験運営 委員会 （ 3 月 18 日 ）
（審議事項）
(l ） 入学者選抜検査 の 実 施 に 関 す る 申 合せ に つ い て
生涯学習教育研 究 セ ン タ ー 運営委員会 （ 3 月 29 日 ）
（審議事項）
( l ） 次 期 セ ン タ ー 長 候補 者 の 選考 に つ い て
(2） 次期副セ ン タ ー長候補者の選考 に つ い て
平成14年 4 月 学 報
� ミ』
平成1 4年度入学者選抜個 別 学 力 検査 （一般選抜 （後期
日 程） ） を 実施
一 般 選 抜 等 の 合 格 発 表 も 終 了
平 成 1 4年度入学者選抜個別学力検査 （一般選 抜 （前期
日 程） 及 び 専 門 高 校 ・ 総合学科卒業生選抜） の 合格発表
が， 3 月 7 日 （水） 午後 1 時か ら 特設掲示板 と ホー ム ペー
ジ に お い て 行 わ れ . 1 ,  006 人 に 合 格 通 知 が 送 付 さ れ ま し
た 。
ま た ， 3 月 1 2 日 （火） に は ， 一般選抜 （後期 日 程） の
学 力 検査等が各学部検査場 に お い て 実 施 さ れ， 志願者2,
948人 の う ち 1 , 630人が受験 （受験率55 % ） し ま し た 。 合
格発表は 3 月 2 1 日 （木） 午後 1 時か ら 特設掲示板 と ホ ー
ム ペ ー ジ に お い て 行 わ れ， 432人 に 合 格 通 知 が 送 付 さ れ
ま し た。
合格者の 入学手続 き は ， 一般選抜 （前期 日 程） 及び専
門 高 校 ・ 総 合 学 科 卒 業 生 選 抜 が 3 月 1 4 日 （木） ・ 1 5 日
（金） に ， 一般選抜 （後期 日 程） が 3 月 27 日 （水） に そ
れぞれ行われ， 入 学手 続 き 締 め 切 り 日 に お い て 欠 員 を 生
じ た 学部 ・ 学科 ・ 課 程 で は ， 28 日 以 降 に 追加合格 に よ る
欠 員 補充 が 実施 さ れ ま し た。
第447号
な お ， 平 成 1 4年 度 の 入学者選抜個別学力検査実施状況
は巻末資料 に 掲載 し で あ り ま す。 ム一般選抜 （後期 日 程） で試験開始を 待つ受験者 （理学部）
大学院工学研究科 （博士後期課程） 及 び大学院理工
学研究科 （博士後期課程） 学位記授 与 式 を 挙行
3 月 1 8 日 （月 ） に 学長 室 に お い て ， 富 山 大 学大学院工
学研究科 （博士後 期 課 程） 及 び 同 理工学研究科 （博士後
期 課程） 学位記授与式が挙行 さ れ ま し た。 式 に は ， 修 了
認定者 4 人 が 出 席 し ， 瀧漂学長か ら 博士 の 学位記が授与
さ れ ま し た 。
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「富 山 県 内 国 立大学の再編 ・ 統合の推進 に 関 す る
合意書」 に 調 印
う え 学長印が押 印 さ れ ま し た 。
第447号
3 月 26 日 （火） ， 富 山 医科薬科大学 に お い て ， 富 山 大
学， 富 山 医科薬科大学及び 高 岡 短 期 大学 の 3 大学長 に よ
る 富 山 県 内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統合 に 向 け た 協議 開 始 の 合
意 書 の 調 印 式が 行 わ れ 「富 山 県 内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統
合 の推 進 に 関 す る 合意書」 及び 「富 山 県 内 国立 大 学 の 再
編 ・ 統合 に か か わ る 基本 的確 認事項」 に 3 学長 が署 名 の
今後 は， 平 成 1 5 年 度 の 文部科学省概算要求が締 め 切 ら
れ る 今年 6 月 を 目 標 に ， 新大学構想、 の 基本案 を ま と め ，
来 年 1 0 月 の 新大学設立 を 目 指 す こ と に な り ま す。
な お ， 合意内容は下記 の と お り で す。
富 山県 内 国立大学 の 再編 ・ 統合 の 推進 に 関 す る 合意書
富 山県 内 に 設置 さ れ て い る 国 立大学 3 機 関 す な わ ち 富 山 大学， 高 岡 短期大学及び富山 医科薬科大学
は， 相 互 に 特 色 を 尊重 し つ つ ， 再編 ・ 統 合 を 推 進 し ， 新 し い 大 学 の 創設 に 向 け て 協 議 を 行 う こ と に 合意
す る 。
平 成 1 4年 3 月 26 日
富 山大 学 長
瀧 漂 弘
高 岡短期大学長
蝋 山 昌 一
富 山 医科薬科大学長
高 久 晃
富山県内国立大学の再編 ・ 統合 に かかわ る 基本的確認事項
1 . 新 し い 大学 の 基本理念 に つ い て
新 し い大学は， 地域 と 世界 に 向 か つ て 開 か れ た 大 学 と し て ， 生命科学， 自 然科 学 と 人文社会科学を
総合 し た 特 色 あ る 国 際 水 準 の 教育及び研究 を 行 い ， 高 い 使命感 と 創造 力 の あ る 人 材 を 育成 し ， 地域 と
国際社会 に 貢 献 す る と と も に ， 科学， 芸術文化 と 人 間社 会 の 調 和 的発展 に寄与す る 。
2 . 教 育研究 に お い て は， 以 下 の こ と が重視 さ れ る こ と が必要で あ る 。
1 ） 生命科学 を 中 心 に 関連分野 を 融合 し た 国 際水 準 の 大 学 院 の 新 設
2 ） 質 の 高 い 教養 教 育 と そ の た め の 責 任 あ る 実施体 制 の 確立
3 ） 時代 ・ 社会 の 要 請 に 応 え る 人材 の 育成 と そ の た め の 学部 ・ 大学院の編成
4 ） 地域産業 と の 機能的連携， 及び地域社会 へ の 知 的サー ビ ス の提供
3 .  1 . 及び 2 . を 達 成す る た め に 従来 の 制度 ・ 慣習 に と ら わ れず， 評 価 を 重 ん じ る 管理運営体制 を
確 立 し ， そ の 下で 次 の よ う な管理運営 を 基本 と す る 。
1 ） 教育研究 の あ り 方 と 社会 的 貢献 に 応 じ た 教職 員 の 配 置
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2 ） 教授， 助 教授， 講師， 助 手 な ど の 教 員 の 構 成 の 適正 化
3 ） 教 育 ・ 研究 ・ 社会的貢献等 に 対 す る 適切な評価
4 ） 評 価 に 応 じ た 人 的， 物 的 資 源 の 配 分
5 ） 全 教 員 に 対す る 任期 制 の 採 用
6 ） 評 価 に 応 じ た給与体 系 の構築
平 成 1 4 年 3 月 26 日
富 山 大学長
瀧 津 弘
高 岡 短期大学長
蝋 山 昌 一
富 山 医科薬科大学長
高 久 晃
再 編 ・ 統 合⑤
本学学内広報紙 「富大速報J 第 7 号 に 標記 の 記事が次 の と お り 掲載 さ れ ま し た 。
第447号
な お ， 「富大 速 報」 第 8 号 に 「再編 ・ 統合⑥」 が掲載 さ れ ま し た が ， そ の 内 容 は 前 出 「 『富 山 県 内 国 立大 学 の 再編 ・
統 合 の 推 進 に 関 す る 合意書』 に 調印J と 同 様 の た め ， 省 略 さ せ て 頂 き ま す。
0富大速報第 7 号 『再編 ・ 統合⑤』
富山県内 国立大学の 再編 ・ 統合 に 係 る 懇談会報告
本年 1 月 か ら 7 回 に わ た り 県 内 3 機 関 の 再編統合 に 向 け て 協議 を 開始す る た め の 懇談 会 が 富 山 大学， 富 山 医科
薬科大学， 高 岡短期大学の 3 機 関 の 学長， 高lj 学長等 が 出 席 し て 富 山 医科薬科大 学 で 開 催 さ れ ま し た。 こ の 懇談会
は再編統合方針 を 機 関 決定 し て い な い 富 山 医科薬科大 学 の 要望 に よ り 関 か れ た も の です。 以 下 に 概 要 を 報告 し ま
す。
0第 1 回 平成 1 4年 1 月 8 日 （火）
議事 に 先 立 ち ， 高 久 （ 富 山 医科薬科大） 学長か ら 挨拶 が あ り ， 続 い て、 小林 （富 山 医科薬科大学） 副学長が
議長 と な り ， （ フ リ ー ト ー キ ン グ で） 次 の と お り 懇談 会 が 進 め ら れ た。
富 山 医科薬科大学か ら 「富 山 県 内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統合 に か か わ る 基 本 的 要望事項」 及び 「富 山 県 内 国 立
大 学 の 再 編 ・ 統 合 の 推 進 に 関す る 合意書 （案） 」 が 提 示 され， と れ を 基 に 事項 ご と に 種 々 意見交換が行わ れ，
次 回 は本懇談会 に お け る 意見 を 参考 に さ ら に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し た も の で協 議 す る こ と と な っ た 。 ま た ， 各大
学長等か ら 再編 ・ 統合 に 関 す る 各大 学 の 現 状 説 明 が あ っ た 。
0第 2 回 平 成 1 4年 l 月 1 5 日 （火）
高 久学長か ら ， 前 回懇 談 会 で 基本 的 要望事項 と し て 提案 し た が， そ の 際 出 さ れ た 意見等 を 取 り 入れ， 今 回 は
「富 山 県 内 国立大学の再編 ・ 統合 に か か わ る 基本的確認事項 （案） J と し て提 示 し た と の 説 明 が あ っ た。 次 い で ，
種 々 意見交換が行 わ れ た が ， 要望事項 と し て 認識 し て い た も の が確 認事項 と す る に は急で あ り ， 各大学へ持 ち
帰 り 検討す る こ と と な っ た 。
0第 3 回 平 成 1 4年 1 月 22 日 （火）
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議事 に 先 立 ち ， 小林副学長か ら ， 今 回 は ， 拡大懇談会 （富大 ： 各学部長 も 出 席 ， 医薬大 ： 評議員 も 出 席） と
す る こ と の 説 明 が あ り ， 次 の と お り 懇談会が進 め ら れ た。 1 ) 1 月 21 日 に 行 わ れ た 大 学院構想 に 関 す る 文部科
学 省 で の 説 明 結果 に つ い て の 報 告 及 び質疑応答が あ っ た 。 2 ） 次 に ， 基本的確認事項 （案） 及び合意書 （案）
に つ い て ， 各大学か ら そ れぞれ の 提 出 資 料 に 基 づ き 説 明 が あ り ， そ の 後， 種 々 意見交換が行わ れ た 。 基本的
確認事項 （案） の 主 た る 論点 は 次 の と お り で あ り 次 回 引 き 続 き 検 討 す る こ と と な っ た。 ①基本理 念 の 本
文 中 「 ・ ・ 生 命科学、 自 然科学 と 人 間 文化科学 を 総合 し た ・ ・ 」 の 人 間文化科学 の 表現 が適切か ど う か
②教育研究 の項 目 中 「生命科学 を 中 心 に ・ ・ J は 生命科学の み の 表 記 で よ い か ③管理運営 の 本 文 中 「 ・ ・ 基
本 と す る 。 J か 「 ・ ・ 検討課題 と す る 。 J か ④管理運営 の 項 目 中 「全教員 に 対 す る 任 期 制 の 採 用 J は、 全教員
と 表記す る か ど う か ⑤管理運営 の 項 目 中 「 ・ ・ 管理運営面 へ の 参加」 を 削 除す る か ど う か ⑥署名 欄 の 大 学
の 並 び順 に つ い て ど う す る か
0第 4 回 平 成 1 4年 1 月 28 日 （ 丹 ）
基本的確認事項 （案） 及び合意書 （案） に つ い て 資 料 に 基 づ き 種 々 意見交換が行われた。
基本的確認事項 （案） の 主 た る 論点 は 次 の と お り で あ り ， 引 き 続 き検 討す る 事項 に つ い て は 各大学 に 持 ち 帰
り 検討 す る こ と と な っ た 。
①基本理念 の 本 文 中 「 ・ ・ 人 間 文化科学 ・ . J は 「 ・ ・ 人文社会科学 ・ . J に 修 正 す る
②教育研究 の 項 目 中 f生命科学 ・ ・ 」 は定義 を 定 め 、 引 き 続 き 検 討 す る
③管理運営 の 本 文 中 「 ・ ・ 基本 と す る 。 1 か 「 ・ ・ 検討課題 と する け に つ い て は， 引 き 続 き 検 討 す る
④管理運営 の 項 目 中 「全教 員 に 対す る 任期 制 の 採 用 」 につ い ては ， 「教員J と す る か 「適切な」 の 文 言 を
挿入す る か等 ， 引 き 続 き 検討す る
⑤管理運営 の 項 目 中 「 ・ ・ 管理運営面 へ の 参加」 に つ い て は ， 引 き 続 き 検討す る
②署名 欄 の 大 学 の 並び順 に つ い て は， 引 き 続 き 検討 す る
0第 5 回 平 成 1 4年 2 月 1 9 日 （火）
1 )  1 月 末 に 文部科学省で行われた ヒ ア リ ン グ の 状況 に つ い て ， 各 大 学 の 事務 局 か ら 報告 が あ っ た。
2 ） 次 い で ， 基 本的 確 認事項 （案） 及び合意書 （案） に つ い て ， 資 料 に 基 づ き 種 々 意見交換が行 わ れ た 。 こ
の 中 で ， 基本的確認事項 （案） に お け る 管理 運 営 の 項 目 中 「 ・ ・ 評 価 に 応 じ た 管理運営面へ の参加J の 文
言 の 取扱 い に つ い て ， 管理運営 の 本 文 を 「 1 . 及び 2 . を 達成する た め に ， 従 来 の 制 度 ・ 慣習 に と ら わ れ
ず， 新 し い 適切 な管理運営体制 を 確立 し ， そ の 下 で次 の よ う な管理運 営 を 基本 と す る け に 修正 し ， 「 ・ ・
評 価 に 応 じ た管理運営面へ の 参加」 を 削 除 す る 折衷案が提案 さ れ， 各 大 学 に 持 ち 帰 り 検討す る こ と と な っ
た。
0第 6 回 平 成 1 4年 3 月 5 日 （火）
基本的確認事項 （案） の 管理運営の項 目 中 「 ・ ・ 評 価 に 応 じ た 管理運営面 へ の 参加」 の 文 言 の 取扱 い を 中 心
に 種 々 意見交換が行われ， 新 た に 修 正案 も 含 め た 5 案が提示 さ れ た。 こ の 5 案 に つ い て協議 し た 結果、 管理運
営 の 本文 を 「 1 . 及 び 2 . を 達 成す る た め に ， 従 来 の 制 度 ・ 慣習 に と ら わ れず， 評 価 を 重 ん じ る 管理運営体制
を 確 立 し ， そ の 下 で 次 の よ う な 管 理運 営 を 基 本 と す る 。 J と し ， 「管理運営 面 へ の 参加」 の 文 言 を 削 除 す る 案
（第 2 案） を 各 大 学 に 持 ち 帰 り 検討す る こ と と な っ た。
な お ， 任期 制 の 事項 に つ い て は， 「教員J と す る か 「適切な」 の 文 言 を 挿入 す る か 等 の 結 論 は持 ち 越 さ れ た 。
0第 7 田 平 成 1 4年 3 月 1 9 日 （火）
各大学か ら 3 月 5 日 に確 認 さ れ た 案 （第 2 案） の検討結果 に つ い て そ れぞれ報告 が あ り ， そ の 中 で一部修正
意見が提示 さ れ た。 こ れ ら の 修正意見等 に つ い て種 々 意見交換が行わ れ た 結果 基本的確認事項 （案） 及び合
意書 （案） の 文 面 は修正 し な い で ， 議事録に ①基本的確認事 項 に 掲げ る 事項 の 具体化 に つ い て は ， 早 急 に
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検討す る 。 ②任期 制 に つ い て は ， t enure を 含 め た 幅広 い 適 切 な 制 度 を 検討す る 。 と 記載す る こ と を 確認
し ， 「富 山 県 内 国立 大 学 の 再編 ・ 統合 に か か わ る 基本的確認事項 （案） J 及び 「富 山 県 内 国立大学 の 再編 ・ 統合
の 推進 に 関 す る 合意書 （案） J は 了 承 さ れた。
以 上
平成 1 4 年度 内 地研究員派遣者の決定
所 属 ｜ 職 名 氏 名 受入機関 研 究 題 目 派遣期間
工 学 部 ｜ 助 手 ｜ 笹木 亮 ｜ ：東京大学大学院新領 ｜ 多芯光 フ ァ イ パブ ロ ッ ク 自 動組立の研究 ｜ 1 4. 5. l 
域創成科学研究科 ｜ ｜ ～ 1 5. 2. 28 
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ゆ司副司
異 動 区 分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 14. 3. I 竹苗吾希子 事務補佐員 （経理部主計課） （～14. 3 . 3 1 . ) 
辞 職 1 4. 3. 3 1  坂 田 達夫 事務局長 辞 職
II 武本 光雄 経理部契約室契約第二係主任 1’ 
II 津島 康二 文部科学技官 （施設課） II 
II 林 成剛 経理部契約室 II （強立行政法人目立少年自然の家国立立山少年自然の家へ）
II 前川 要 教 授 人文学部 II 
’F 伊藤 司 助教授 経済学部 II 
’f 石 団 長得 助教授 経済学部 II 
II 近藤 康之 助教授 経済学部 II 
II 坂本 雅士 講 師 経済学部 II 
II 成 田 欣弥 助 手 理学部 II 
II 佐竹 信一 講 師 工学部 II 
II 福井 洋美 教 諭 教育学部附属養護学校 II 
II 宮崎 新悟 教 諭 教育学部附属小学校 II 
” 鎌仲 徹也 教 諭 教育学部附属 中学校 II 
II 浦上 紀子 教 諭 教育学部附属 中学校 II 
II 庚安 敏美 教 諭 教育学部附属養護学校 ” 
II 平野 道子 教 諭 教育学部附属養護学校 ” 
II 七津 邦彦 教 諭 教育学部附属養護学校 II 
II 津 田 岡。 教 諭 教育学部附属養護学校 II 
II 中 田 良子 教 諭 教育学部附属幼稚園 II 
退 職 1 4. 3. 1 竹苗吾希子 文部科学事務官 （経理部主計課） 平成 14 年 2 月 28 日 限 り 任期満了 に よ り 退職
1 4. 3. 1 4  松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦） 平成 14 年 3 月 13 日 限 り 退職
II 堰免 芳子 臨時用務員 （教育学部炊婦） II 
t’ 仲谷千鶴子 臨時用務員 （教育学部炊婦） II 
II 勝井 香 臨時用務員 （教育学部炊婦） II 
1 4. 3. 2 1  菅原 香 教 諭 （教育学部附属養護学校） 平成 14 年 3 月 20 日 限 り 任期満 了 に よ り 退職
14. 3. 3 1  梅村智恵子 教 授 人文学部 定年退職
II 渡漫 洋 教 授 人文学部 II 
II 手塚 昌郷 教 授 教育学部 II 
t’ 山下 二郎 教 授 教育学部 II 
II 穴山 彊 教 授 教育学部 ” 
II ，刀三＝て， 孝文 教 授 教育学部 ” 
II 田 中 祥子 教 授 経済学部 If 
” 山本 浩 司 教 授 理学部 II 
If 棲井 醇見 教 授 理学部 If 
t’ 杉本 益規 教 授 工学部 II 
II 井上 正美 教 授 工学部 If 
II 佐治 重興 教 授 工学部 ” 
II 吉川 和男 教 授 工学部 ” 
II 中村 剛 教 授 保健管理セ ン タ ー ” 
II 林 征紀 総務部人事課専門員 ” 
II 横山 正弘 総務部企画室専門職員 II 
II 宮越 謙二 学生部留学生課専門職員 II 
’f 滋野 康雄 附属図書館情報管理課図書館専門員 II 
II 山 田 知訓 経済学部教務係長 II 
14. 3. 3 1  
中 三川員知子
事務補佐員 （総務部総務課） 平成 14 年 3 月 30 日 限 り 退職
1’ 五十嵐仁子 事務補佐員 （総務部総務課） II 
II 三浦みよ り 事務補佐員 （総務部研究協力課） II 
II 前田 洋美 事務補佐員 （総務部研究協力課） II 
，， 浅畑美香子 事務補佐員 （総務部研究協力課） II 
” 榎 明美 事務補佐員 （経理部経理課） If 
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” 西野 英子 事務補佐員 （学生部学生課） II 
II 横江 厚子 事務補佐員 （学生部学生課） II 
II 増田 信子 事務補佐員 （学生部学生課） t’ 
II 太田 昭子 事務補佐員 （学生部学生課） II 
II 田 島 順子 事務補佐員 （学生部厚生課） II 
II 高瀬久美子 事務補佐員 （学生部入試課） II 
II 
山 ノ 下久美子 事務補佐員 （学生部留学生課） ” 
II 花田 博子 事務補佐員 （施設課） II 
II 藤野 敏子 事務補佐員 （工学部） II 
II 柿谷紀代子 事務補佐員 （工学部） II 
育 児 休 業 1 4. 3. I 鳥海衣美子 文部科学事務官 （経理部主計課） 職務復帰
14. 3. 21 高 畠 佳江 教 諭 教育学部附属養護学校 II 
職 名 変 更 14. 3. 1 山端 憲子 看護婦 （保健管理セ ン タ ー ） 看護師 （保健管理セ ン タ ー ）
II 角 間 純子 看護婦 （保健管理セ ン タ ー ） II II 
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留学生セ ン タ ー 外国人留学生 日 本語研修 コ ー ス
（第 5 期） 修了式を 開催
留学生セ ン タ ー 外 国 人 留 学 生 日 本語研修 コ ー ス （第 5
期） の 修 了式が 3 月 5 日 （火） 事務局大会議室で 開 催 さ
れ， 大使館推薦 の 教 員研修生 1 名 ， 今 期 か ら 本学で新 し
く 受 け 入れ た 日 韓 共 同 理 工 系学部留学生 4 名 及び学内措
置で コ ー ス を受講 し た研究生 4 名 計 9 名 が 出 席 し ま し た。
式 で は ， 小 島 満留学生セ ン タ ー 長 か ら 留学生一人一
人 に 修 了 証書 が授 与 さ れ， 式辞が述 べ ら れ た 後， 瀧津学
長か ら 「 自 分 の 留学体験 を 振 り 返 っ て み る と ， よ い 友人
も で き ， 大変貴重な機会 で あ っ た と 思 っ て い ま す。 皆 さ
ん も よ い 経験 に な る よ う ， 頑 張 っ て 下 さ い 。 」 と 祝辞 が
あ り ， こ れ に対 し て ， 留学生代表 と し て ， サ ン ボ ホ ン ・
レ イ ア さ ん （ フ ィ リ ピ ン） 及び金 雄 さ ん （韓国） か ら
そ れ ぞれ 「来 日 し た 時 は 全 然 日 本語が話せな か っ た が，
今 は か な り わ か る よ う に な っ て よ か っ た 」 「厳 し い コ ー
ス だ、 っ た が ， こ れか ら 日 本 で の 留学 生 生活 を 送 っ て い く
自 信 が で き た J と 謝辞 が あ り ま し た。
ま た， 修 了 式終了後に は学長， 副学長， 留学生セ ン タ ー
長， 工学部長， 事務局長及び指導教官や 関係教職員 と 留
学生が記念縁影 を 行 い ま し た。
経済学部で フ ァ カ ルテ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プメ ン ト
講演会 を 開催
経済学部フ ァ カ ルテ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト （ F D )
講演会が， 3 月 5 日 （火） 経済学部会 議室 で 開 催 さ れ ま
し た 。
講演会 で は ， 池 田 輝政 名 古屋大学高等教育研究セ ン
タ ー 教 授 を 講 師 に 招 き 「今後 の F D 活 動 の 組織 的 取 り
組 み に つ い て 」 を テ ー マ に 行 われ， 教 職 員 約40名 が 出 席
し ま し た 。
経済学部 で は ， 今 回 の 講 演 を 通 じ て F D の 役割 と 意義
が認識 さ れ， 教員の教育能力 開 発 に よ る 学部教育の改善 ・
充実 に つ な が る こ と が期待 さ れ ま す。
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平成1 3年度永年勤続者表彰及び退職者 を 囲む
懇談会 を 開 催
平 成 1 3年度永 年勤続者表彰及び退 職者 を 囲 む懇談会が
3 月 27 日 （水） 午後 4 時 か ら 事務 局 大 会議室 に お い て 開
催 さ れ ま し た 。
初 め に ， 文部科学省永年勤続者表彰が行われ， 瀧漂学
長か ら ， 坂 田 達夫事務 局 長 に 表 彰 状 と 記念 品 が 授 与 さ れ
ま し た。 続 い て瀧漂学長か ら ， 退 職 者 一 人 一 人 に 記念品
の 贈呈 が 行 わ れ た 後， 退 職 者 の 方 々 に 対 し て ， 永 年 に わ
た り 文部科学省 機 関 並 び に 本 学 に 精励 さ れ た こ と に つ い
て深 く 感 謝す る 旨 の 謝辞 が あ り ま し た。
こ れ に 対 し て ， 退職予定者 を 代 表 し て 中 村 剛 保 健
管理セ ン タ ー 教 授 か ら 答辞 が あ り ， 式 を 終 了 し ま し た 。
引 き 続 い て ， 記念撮影 が 行 わ れ た後， 会 場 を 小会議室
に 移 し 退職者を 囲 ん で懇親会が催 さ れ， 和 や か な 雰 囲 気
の 中 ， 古 ぎ 良 き 思 い 出 に 話 が 弾 ん で い ま し た 。
な お ， 退職者 の 方 々 は 次 の と お り です。
事務局長 坂 田 達 夫
総 務 部 専 門 員 林 征紀
II 専 門 職 員 横 山 正 弘
学 生 部 II 宮越 謙 三
附 属 図 書館 専 門 員 滋野 康 雄
人 文 学 部 教 授 梅村智慈子
II II 渡遜 詳
教 育 学 部 II 
II II 
II II 
穴 山 彊
宗 孝文
手塚 昌 郷
教 育 学 部 II 
経 済 学 部 II 
II 教務係長
理 学 部 教 授
II 
工 学 部
” 
II 
” 
保 健 管 理
セ ン タ ー
II 
II 
II 
II 
II 
II 
元 経 理 部 収入係長
元 学 生 部 主 任
元 附 属 図 書 情報サー
館 、 ビ ス 係 長
第447号
山 下 三郎
田 中 祥子
山 田 知 訓
楼井 醇 見
山本 浩 司
井 上 正 美
佐治 重興
杉本 益規
吉 川 和 男
中 村 剛
湊 馨
坂 東 康子
吉 困 惑 吉
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退 官記念最終講義の実施
本 年 3 月 末 を も っ て 退 官 さ れ る 工学部教授 の 最終講義が行われ， 多 数 の 学 生 ， 教 職 員 ， O B が 出 席 し ， 終始熱心 に
聴講 し て い ま し た 。
ム 工学部 杉本 益規 教授
日 時 3 月 8 日 （金） 1 4 :  00～ 
場 所 工学部大会議室
題 目 粉 ・ 粒 に魅せ ら れ て40余年
一 粉粒 体 の 偏析挙動 と こ れ を 利 用 し た複合
微細造粒粒子生 成 プ ロ セ ス の 開 発 一
ム 工学部 佐 治 重 興 教授
日 時 3 月 1 5 日 （金） 1 4 : 00～ 
場 所 工学部大会議室
題 目 私 の 大学人生
｜ 卦 報
。 虞 岡惰二 本学名 誉教授 （元工学部教授） が ご逝去 さ れ ま し た 。
度 同 情 二 本学名誉教授 （元工学部教授） に は ， 平成
1 4年 3 月 22 日 に 逝去 さ れ ま し た こ と を お 知 ら せ し ま す。
享 年 8 1 歳。
こ こ に ご 生 前 の ご功績 と お 人柄 を 偲 び， 心 か ら 哀悼 の
意 を 表 し ま す。
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的
外 国 出 張 経済学部 教 授 津 井 啓 マ レ 一 ン ア 海外ア ン ケ ー ト 調査のFollow up interviewに よ る 海外調査
工 学 部 助教授 山 口 昌 樹 ア メ リ カ 合 衆 国 International and American Associ-atios for Dental Reseach に 出席
教 育 学 部 助教授 小 J l l 亮 ア メ リ カ 合 衆 国 米国ケ ン タ ッ キー州 に お け る 情報
教育カ リ キ ュ ラ ム の調査 ・ 研究
水素同位体科
判所センター 教 授 松 山 政 夫 ド イ ツ ト リ チ ウ ム測定及び研究打合せ
理 学 部 助教授 藤 浩 明 フ ラ ン ス ， 連 合 王 国 海底磁気観測所の試験観測 に つ いて の研究打ち 合わせ
極東地域研
究セ ンター 教 授 酒 井 富 夫 韓 国
学術ネ ッ ト ワーク 形成のための基
礎調査
理 学 部 教 授 池 田 策 雄 フ フ ン ス 国際研究集会 「Reaction一diffusion system in bio-logy : Fronts and lnterfacesJ に出席， 研究発表
経済学部 助教授 秋 葉 悦 子 イ タ ア 生命科学技術 に関する研究
連 合 王 国 ， オ
海 外 研 修 経済学部 教 授 津 井 啓 ス ト 仲裁人教育の研究リ ア
ド イ ツ， チ エ コ ， ハ ン
人文学部 教 授 小 川 洋 資料収集ガ リ ー， オース ト 1） ア
経済学部 助教授 岸 本 喜孝 生 中 国
中国上海地域におけるマルチナ シ ョ
ナ リ ズム の現地調査 と 資料収集
人文学部 助教授 村 井 文 夫 フ フ ノ ス カ ゾ ッ ト と メ ース ト ル の コ ン ト ルヴ ォ ル シ ョ ン に 関す る 調査
経済学部 助教授 古 川 勝 タ イ 企業の情報化及び起業 に関する調査 と 資料収集
人文学部 助教授 青 木 恭 子 ロ ン ア 帝政 ロ シ ア の社会 と文化に関する研究資料収集
教育学部 助教授 後 藤 敏 伸 中 国 資料収集
人文学部 教 授 鈴 木 孝 志 チ エ コ
東欧圏 に お け る 英文学研究の現状
調査
ミ』 ~ 
佐貫助教授が 日 本金属 学会学術功 労 賞 を 受賞
3 月 28 日 （木） ， 佐貫須美子工学部助教授が学術事業
の 推 進 に 多 年 に わ た り 貢献 し た と し て ， 「 日 本 金 属 学 会
学術功労賞J を 受賞 し ま し た。
佐賀助 教授は工学部物質生命 シ ス テ ム 工学科 ・ 材料 工
学講座所属。 専 門 は 材料化学。
期 間
1 4. 3. 3 
1 4. 3. 8 
1 4. 3. 3 
1 4. 3. 1 1  
1 4. 3. 5 
1 4. 3. 1 4  
1 4. 3 .  9 
1 4. 3. 2 1  
1 4. 3 .  1 0  
14.  3. 1 7  
1 4. 3 .  1 4  
1 4. 3 .  1 6  
1 4. 3 .  1 5  
1 4. 3. 24 
14.  3. 31 
1 4. 5. 31 
1 4. 3. 1 6  
1 4 .  3 .  3 1  
1 4. 3 .  1 7  
14 .  4 .  8 
1 4. 3. 1 7  
1 4. 3 .  24 
1 4. 3. 25  
1 4. 4. 1 1  
1 4. 3. 25 
1 4. 4. 9 
14.  3. 25  
1 4. 4. 1 1  
1 4. 3. 27 
1 4. 3. 30 
1 4. 3. 30 
1 4. 4. 1 2  
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27 日 永年勤続者表彰及び退職者 と の懇談会
29 日 生涯学習 教育研究セ ン タ ー運営委員会
3 月 1 日 再編 ・ 統合検討委員会 30 日 臨時東海 ・ 北陸地区国立大学学長会議 （於 ：
入学試験実施委員会 名 古 屋 マ リ オ ネ ッ ト ア ソ シ ア ホ テ ル）
4 日 事務局連絡会
組織運営体 制検討委員会 文 学
留学生セ ン タ ー運営委員会
生涯学習教育研究セ ン タ ー運営委員会 3 月 1 日 学部教務委員会
外 国 人留学生 日 本語研修 コ ー ス 修 了 式 4 日 学部将来 計画委員会
7 日 平成14年 度 富 山 大 学入学者選抜 学 力 検査 前 学部国際交流委員会 （持 ち 回 り ）
期 （一般選抜 （前期 日 程） 及 び 専 門 高 校 ・ 6 日 人 文科学研究科委員会
総合学科卒 業生選抜） 合格発表 教授会 （人事）
1 1 日 事務局連絡会 教授会
北陸地 区 国 立大学長懇談会 （於 ： 金沢大学） 人事委員会
国 立大学法 人 化 に 関す る 情報交換会 1 2 日 教授会
1 2 日 平 成 1 4年 度 富 山 大学入学者選抜学力検査前 学部将来計 画 委 員 会
期 （一般選抜 （後期 日 程） ） 合格発表 1 3 日 学部教務 委 員 会
運営会議 人事委員会
1 4 日 施設整備委員会 1 5 日 時間割担 当 者会議
大学教育委員会 1 8 日 学部 自 己点検評価委員会
1 5 日 部局長会議 学部予算委員会
評議会 （臨時） 20 日 学部国際交流委員会
大学院委員会 人 文科学研究科委員会
1 8 日 事務局連絡会 教授会 （人事）
学生生活委員会 教授会
富 山大学大学院工学研究科 （博士後期課程） 25 日 学部 自 己点検評価委員会
及び大学院理工学研究科 （博士後期課程） 28 日 学部将来計画委員会
学位記授与式
入学試験実施委員会 育 学
1 9 日 事務協議会
20日 評議会 3 月 1 日 附属養護学校評議員会
2 1 日 平成 14年度富 山 大 学入学者選抜学力 検査 前 5 日 学部入学試験委員会
期 （一般選抜 （後期 日 程） ） 合格発表 視覚障害者受入準備委員会
22 日 放射性 同位元素総合実験室運営委員会 6 日 学部教務委員会
25 日 平 成 1 3年 度 富 山 大学学位記授与式 （於 ： 富 研究科 小 委 員 会
山市芸術文化ホ ール） 研究科委 員 会
低温液化室運営委員会 （持 ち 回 り ） 教授会
26 日 「富 山県内 国 立 大 学 の 再編 ・ 統合 の 推進 に 8 日 附属養護学校卒業式
関する 合 意 書」 調 印 式 （於 ： 富 山 医科薬科 1 3 日 学部予算委員会
大 学） 教授会
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人事教授会
1 4 日 附属幼稚 園 修 了 式
1 5 日 附属小学校卒業式
1 8 日 附属 中 学校卒業式
附属幼稚園終業式
1 9 日 附属小学校 修 了 式
学部拡大将来 計画委員会
20 日 附 属 中 学校 及び附属養護学校修 了 式
学部入学試験委員会
研究科委員会
教授会
人事教授会
22 日 学部教務委員会
学部入学試験委員会
学部学生生活委員会
学部国際交流委員会
26 日 講演会
学
演 題 ； 身体 に 障害 を 有す る 学 生 （特 に 視覚
に 障 害 を 有 す る 学 生） の就学， 学生
生 活 の 支 援 の あ り 方 に つ い て
講 師 ； 黒 川 哲字 （筑波技術短期大学教授）
3 月 1 日 私 費外 国 人留学生特別選抜選考委員会
学部教務委員会 （持 ち 回 り ）
4 日 学部 自 己点検評価委員会
5 日 生涯学習 ・ 広報委員会
講演会
演 題 ； 今後 の F D （ フ ァ カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ
ロ ッ プ メ ン ト ） の 組織 的 取 り 組み に
つ い て
講 師 ； 池 田 輝政 （名古屋大学高等 教育研究
セ ン タ ー 教授）
6 日 学部入学試験委員会
教授会
研究科委員会
財務委員会
7 日 学部学生生活委員会
学部総務委員会
8 日 学部入学試験委員会
1 1 日 研究科委員会小委員会
1 2 日 入学者選抜 学 力 検査 （後期 日 程）
人事基本問題検討委員会
報
性
学部教務委員会
1 3 日 人 事教授会
研究科委員会
教授会
第447号
学 部 国 際交流委員会 （持 ち 回 り ）
図書等委員会 （持 ち 回 り ）
1 4 日 学部学生生活委員会
図 書等委員会
就職指導委員会
学部教務委員会
学部入学試験委員会
学部 自 己点検評価委員会
情報処理委員会
将来構想等検討委員会
生涯学習 ・ 広報委員会
学部 国 際交流委員会
1 5 日 研究科委員 会 小委員会 （持 ち 回 り ）
1 8 日 学部教務委員会
自 然観察実習セ ン タ ー運営委員会 （持 ち 回
り ）
1 9 日 将来構想等検討委員会
20 日 学部入学試験委員会
教授会
研究科委員会
人 事 基 本 問 題検討委員会
2 5 日 経済学部 ・ 大学院経済学研究科学位記授与
式
訪 日 学部総務委員会
学
3 月 1 日 学部教務委員会
5 日 理学部将来計画策定 ワ ー キ ン グ グル ー プ会
議
学科長会議
6 日 大 学 院理 工学研究科博士前期 課程理学部会
教授会
人 事教授会
大学院理工学研究科博士後期課程部会
8 日 古紙回収
1 1 日 大学院理工学研究科博士前期 課程理学部会
教育委員会
1 3 日 大学院理工学研究科博士前期 課程理学部会
教授会
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人事教授会
大学院理工学研究科博士前期課程理学部会
専任教授会
1 8 日 古紙回収
出前講義 （ 富 山 西 高等学校）
学科長会議
20 日 大学院理工学研究科博士前期課程理 学部会
教授会
人事教授会
大学院理工学研究科博士後期課程部会
学
3 月 4 日 学部運営委員会
教務委員会
学部学生生活委員会
5 日 学部合格者検討委員会
6 日 教授会
専任教授会
理 工学研究科博士前期課程 工学部会
工 学研究科博士後期 課程委員会
理工学研究科博士後期課程部会
7 日 留学生懇談会
1 1 日 教授会
1 2 日 工学部 自 己点検評価委員会
1 8 日 学部学生生活委員会
1 9 日 学部運営 委 員 会
工学部将来 計画委員会
教務委員会
20 日 教授会
専任教授会
理 工学研究科博士前期課程工学部会
理工学研究科 博 士後期課程部会
学部合格者検討委員会
26 日 工学部 自 己点検評価委員会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 27 日 附属 図書館運営委員会
｜ 地域共同研究センター l
3 月 7 日 運営委員会
1 1 日 ～ 1 3 日 先端技術研修 （情報処理 コ ー ス ）
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1 5 日 先端技術講演会
演 題 ； 半 導体 リ ソ グ ラ フ ィ ー 技術 と 材料 動
向
講 師 ； 柳本 脱 （地域共 同研究セ ン タ ー 客
員 教授 ， 日 産化学工業 （株） 理事）
18 日 特別講義
演題 ； 取得特 許 の 維 持 ・ 権利侵害実施許諾
に つ い て
講師 ； 長谷川 芳樹 （地域共 同研究セ ン タ ー
客員教授， 創英国 際特許法律事務所
所長）
同欄理センター ｜
3 月 1 5 日 運営委員会
水素同位僻特研究センター
3 月 25 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
｜ 機器分析セ ン タ ー ｜
3 月 1 5 日 運営委員会 （持ち 回 り ）
同開1!/$'- 1
3 月 1 8 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
3 月 6 日 自 己点検評価委員会
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司 。
平成14年度富山大学入学者選抜試験実施状況総括表
学 募 集 志 願 者 数 受 験 者 数 合格者数 （人） 入学者 入 学 者 内 訳
学 科 （ 課 程 ） 等 人 員 う ち追加
部
人 人 文 学 科
文 国 際 文 {t; 学 科
学 百 語 文 ｛ι 学 科
部 計
学校教 学 校 教 育 系
育教員 障 害 児 教 育 系
教 養成課 百 語 ・ 社 会 系
程 自 然 ・ 生 活 系
育 芸 術 ・ 体 育 系
生涯教 発 達 臨 床 専 攻
学 育課程 生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻
人 間 環 境 専 攻
部 情報教 教 育 情 報 シ ス テ ム 専 攻
育規程 マ ル チ メ デ ィ ア 芸 術専攻
計
経 済 学 科
経 昼間主 経 営 学 科
コ ース 経 営 法 学 科
済 計
経 済 学 科
学 夜間主 経 営 学 科
コ ー ス 経 営 法 学 科
部 計
計
数 学 科
理 物 理 学 軍ヰ
化 学 科
学 生 物 学 手ヰ
地 球 科 学 手ヰ
部 生 物 園 環 境 科 学 科
計
電 気 電 子 シ ス ァ ム 工 学 科
工 知 能 情 報 工 学 科
学 機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科
部 物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科
計
d口� 計
（参考） 平成13年度
糟 減
a （人｝ b （人） (b/a倍） c （人） (c/a倍） 合格者数 （人） 男子 l 女子 県内 t 県外 現役 l 浪人
60 396 (6. 6) 307 (5. 1) 70 。 62 23 : 39 I I : 5 1  5 3  : 9 
50 300 (6. 0) 218  (4. 4)  63 3 51  14  I 37 II I 40 45 I 6 
75 551 (7. 3) 381 (5. 1) 85 。 76 9 1 67 24 I 52 70 : 6 
185 I,  247 (6. 7) 906 (4. 9) 2 18  3 189 46 I 143 46 I 143 J68 I 21  
23 104 (4. 5) 70 (3. 0) 27 。 26 4 ' 22 16 : 10  21  : 5 
7 56 (8. 0) 40 (5. 7) 7 。 7 0 1  7 2 1  5 5 1  2 
25 190 (7. 6) 135 (5. 4) 30 2 27 15  : 12  10  : 1 7  23 : 4 
25 138 (5. 5) 98 (3. 9) 28 。 28 ]4 I 14  JO I 1 8  23 I 5 
20 185 (9. 3) 154 (7. 7) 25 。 25 6 I 1 9  10  : 1 5  2 0  : 5 
1 0  1 1 8  ( I I. 8) 109 00. 9) 1 2  。 I I  3 1 8 2 I 9 7 1  4 
10  230 (23. 0) 166 (16. 6) 10 。 10  6 : 4 5 : 5 10 : 。
20 60 (3. 0) 33 (I. 7) 23 20 2 I 1 8  5 I 1 5  ] 7  I 3 
20 42 (2. 1) 33 (I. 7) 22 。 22 1 : 1 5  15  : 7 20 : 2 
10  30 (3. 0) 22 (2. 2) I I 。 I I  4 1  7 4 1  7 I I  I 。
170 I. 153 (6. 8) 860 (5. 1) 195 3 187 6 1  : 126 79 : 108 】57 : 30 
135 628 (4. 7) 436 (3. 2) 165 。 142 9 1  I 5 1  5 0  I 92 1 18 I 24 
1 1 5  482 (4. 2) 374 (3. 3) 140 。 1 1 9  68 : 51  38 : 8 1  100 : 1 9  
95 629 (6. 6) 428 (4. 5) 1 1 8  2 95 51 I 44 28 I 67 79 I 1 6  
345 I. 739 (5. 0) I. 238 (3. 6) 423 2 356 2 1 0  : 146 1 1 6 : 240 297 : 59 
20 187 (9. 4) 120 (6. 0) 37 。 23 14 I 9 14 I 9 15 I 8 
20 106 (5. 3) 79 (4. 0) 33 。 22 12 : 10  1 6  : 6 13 : 9 
20 1 12 (5. 6) 76 (3. 8) 36 。 23 13 I 10  1 7  I 6 17 I 6 
60 405 (6. 8) 275 (4. 6) 106 。 68 39 : 29 47 : 2 1  4 5  : 23 
405 2. 144 (5. 3) I ,  513 (3. 7) 529 2 424 249 I 175 163 I 261 342 I 82 
50 200 (4. 0) 192 (3. 8) 60 4 50 39 : I I  I I  : 39  42 : 8 
40 130 (3. 3) 105 (2. 6) 47 。 42 37 I 5 6 1 36 36 』 6 
35 1 1 4  (3. 3) 91 (2. 6) 45 3 38 28 : 10 14 : 24 30 : 8 
35 150 (4. 3) 126 (3. 6) 44 。 40 1 9  I 21  9 1 31 27 I 13  
40 138 (3. 5) 134 (3. 4) 47 40 30 : 10 。 ｜ 40 28 : 1 2  
30 97 (3. 2) 64 (2. I)  36 。 33 17 I 1 6  9 1  24 27 I 6 
230 829 (3. 6) 7 12  (3 .  1) 279 8 243 170 : 73 49 : 194 190 : 53 
88 297 (3. 4) 292 (3. 3) 1 14 5 92 88 I 4 27 I 65 83 I 9 
78 234 (3. 0) 228 (2. 9) 93 。 83 76 : 7 29 : 54 71 : 1 2  
88 258 (2. 9) 253 (2. 9) 1 1 4  2 103 100 I 3 37 I 66 88 I 1 5  
1 5 1  554 (3. 7) 465 (3. 1) 192 。 164 1 1 8  : 46 51 : 1 13 132 : 32 
405 I, 343 (3. 3) I, 238 (3. 1) 513  7 442 382 I 60 144 I 298 374 I 68 
I, 395 6. 7 16  (4. 8) 5. 229 (3. 7) I,  734 23 I,  485 908 : 577 481 : I, 004 I. 231 : 254 
I, 395 I 5, 936 I (4. 3) I 4, 687 I （乱 4) I I.  738 I 33 I I, 495 I 925 i 570 I 477 i I, 018 I I. 218  i 277 
。 I 1so I <o. 5の I 542 I <o. 3s> I ム4 I L1.10 I L1.10 I L1.1_1 : 1 I 4 : Ll.14 I 13 : Ll.23 
（注） 上記の数は， 推薦入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜 専門高校卒業生選抜の数 を含み 外国人留学生の数は含 ま な い。
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平 成 1 4 年 3 月 卒 業 者 数
。学 部
学 部
入 ='t 年 度
計学 科 （課程）
12  1 1  10  9 8 7 6 
人文学科 3 71 (1) 7 83 ( 1 )  
国際文化学科 2 49 (3) 6 58 (3) 
人文学部
50 (1) 58 ( 1 )  言語文化学科 2 5 
計 7 170 (5) 1 8  3 199 (5) 
学校教育教員養成課程 136 ( 1 )  4 140 ( 1 )  
総合教育課程 39 39 
教育学部
情報教育課程
計 175 ( 1) 4 1 80 (1 )  
昼間 経済学科 2 1 1 3 15 ( 1 )  2 1 32 ( 1) 
主 コ 経営学科 3 1 14 (6) 5 3 125 (6) 
ース 経営法学科 91 (2) 6 99 (2) 
計 6 3 18  (8) 26 ( 1 )  6 356. (9) 
経済学部 夜間 経済学科 16 1 6  
主 コ 経営学科 2 17  20 
ース 経営法学科 19 2 23 
計 3 52 3 59  
計 9 370 (8) 29 ( 1 )  6 4 1 5  (9) 
数 学 科 44 4 3 52 
物理学科 30 3 3 39 
化 学 科 3 3 1  2 37 
理 学 部 生物学科 4 37 7 49 
地球科学科 3 27 6 36 
生物圏環境科学科 26 2 2 3 1  
計 1 2  195 22 9 2 3 244 
電気電子シス テム 工学科 6 60 6 73 
知能情報工学科 7 64 (1) 9 80 ( 1 )  
機械知能システム工学科 5 (1)  62 16 84 (1) 
物質生命シス テム 工学科 1 2  1 1 3  27 152  
工 学 部 電子情報工学科
2 4 6 
※ 
機械 シス テム 工学科 9 1 1  
物質工学科
化学生物工学科 1 1  1 2  
計 30 ( 1 )  2 300 ( 1 )  58  22  7 4 1 9  (2) 
b口、 計 58 (1 )  3 1, 2 1 0  ( 1 5) 1 3 1  ( 1 )  40 10  5 1, 457 ( 1 7) 
（注） 1 .  ( ） 内は， 外国人留学生で内数。
2 . 入学年度の平成12, 1 1年度卒業者及び1 0年度の 1 名 （※） の卒業者は， 3 年次編入学者。
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平 成 1 4 年 3 月 修 了 者 数
。大学院
学 部 専 攻
入 学 年 度 計
1 2  1 1  10  
文化構造研究専攻 8 (2) 8 (2) 
人文科学研究科 地域文化研究専攻 3 4 
計 1 1  (2) 1 2  (2) 
学校教育専攻 8 8 
教 育 学 研 究 科 教科教育専攻 22 23 
計 30 31 
地域 ・ 経済政策専攻 7 (4) 8 (4) 
経済学研究科 企業経営専攻 9 (4) 9 (4) 
計 1 6  (8) 17 (8) 
数学専攻 9 9 
物理学専攻 1 f  ( 1 )  1 1  ( 1 )  
化学専攻 17  1 7  
前 生物学専攻 17 ( 1 )  1 7  ( 1 )  
地球科学専攻 7 7 
生物圏環境科学専攻 3 3 
計 64 (2) 64 (2) 
電子情報工学専攻 70 (6) 70 (6) 
機械 シス テム工学専攻 33 (2) 34 (2) 
理工学研究科 期 物質工学専攻 29 
30 
化学生物工学専攻 26 (1 )  27 (1) 
計 1 58 (9) 2 1 6 1  (9) 
計 222 ( 1 1 )  2 225 ( 1 1 )  
シス テム科学専攻 2 (2) 2 (2) 
後 物質科学専攻 4 (2) 4 (2) 
エネルギー科学専攻 3 (1) 4 ( 1 )  
期 生命環境科学専攻 4 (2) 
4 (2) 
計 13 (7) 14  (7) 
計 222 ( 1 1 )  1 5  (7) 2 . 239 ( 18) 
i』3 計 279 (2 1 ) 1 7  (7) 3 299 (28) 
（注） 1 .  ( ） 内は， 外国人留学生で内数
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平成1 3年度大学院研究科修 了者一覧
【人文科学研究科 （修士課程） ｝
専 攻 氏 名 論 文 題 目
文 化 構 造 研 究 ペ リ ー モ ワ ロ シ ア 人 中 ・ 上級 日 本語学習者 に お け る 「テイ ルJ の用法の修得に関す る研究
タ チ ヤ ー ナ
沖 林 洋 平 精神物理学的関数 に お け る 記憶イ メ ー ジ と 知覚の関係
村 由美子 音楽療法の効果 に関する心理学的研究
一 精神科デイ ケ ア 参加の精神疾患者 を対象 と し て ー
結 城 博 実 性格特性が喚起する顔イ メ ー ジの構造 に つ いて
一 相貌特徴 と性格の 関連性の検討 一
荒 木 慎 也 北 陸 に お け る 古墳時代開始期の土器様式変革過程
～計量的分析を 中 心 と し て ～
砂 田 普 司 中 部高地 に お け る 古墳時代黒色土器の 出現 と そ の背景
高 野 ま き 宮沢賢治 の寓話
エルマ コ ー ヴ ァ ロ シ ア人か ら 見た明治 日 本
ナ タ ー リ ア
地 域 文 化 研 究 大 口 浩 司 中世京都近郊 に お け る官街 田
松 井 智 之 室町時代 に お け る 侍所の尽都支配
朴 木 聖 乃 リ ン カ ー ン 司教 ヒ ュ ー にみる聖性 と俗性
井 上 佐富美 A Study of Relative Constructions in the Canterbury Tales 
【教育学研究科 （修士課程） ］
専 攻 専 修 氏 名 三R育4日 文 題 目
学校教育 学校教育 加 藤 恵 子 乳幼児 を持つ母親の育児不安 を軽減す る た め の子育て支援の あ り 方 に つ い て
金 子 智 子 児童 ・ 生徒にお け る 自 己の価値づけは学校適応度 ご と で ど う 異な る か
管 田 貴 子 幼児の多文化教育
一 日 本 に お け る現状 と課題 に つ い て の考察 一
竹 田 季代美 子 ど も の 「 自 己指導J を 支 え る 教師の指導 に つ いて
- 1950年代後半 に お け る 宮坂哲文の 生活指導論の考察か ら 一
西 守 哲 男 小学校段階に お け る 「情報活用 の実践カ」 育成を 目 指 し た カ リ キ ュ ラ ム 開 発 と 評価
に関す る研究
一 小学校第 3 学年各教科に お け る 取 り 組み ー
原 田 郁 美 生活科か ら 理科へ の連続 ・ 発展的な学習過程 に関する一考察
藤 重 直 樹 総合カ リ キ ュ ラ ム の 「総合的な学習 の時間」 に関す る研究
－ 奈 良プ ラ ン の 「総合J 概念 に着 目 し て ー
山 崎 悟 高等学校 にお け る メ デ ィ ア ・ リ テ ラ シー教育の基礎研究
教科教育 国語教育 中 尾 仁 美 国語科教育 に お け る 学校図書館の研究
漬 由 美 由紀 「伝え合 う カ」 の 育成 を 目 指 し た国語科教育
一 「話す こ と ・ 聞 く と と」 を 中心に 一
庚 田 崇 志 中学校 に お け る 新 し い文法教育の研究
数学教育 海 木 潤一朗 高校生の数学に対す る 態度 の実態
一 各単元にみ ら れ る特徴 一
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数学教育 竹 田 秀 明 s s o R 法 に 関す る 一考察
横 井 一 美 1 次冗移流拡散方程式に対する Galerkin有限要素法 とinf-supァス ト に つ い て
理科教育 佐 野 光 代 分解性プフ ス チ ッ ク の 生分解性評価 に関する研究
堀 田 充 イ メ ー ジの変容 を 促す理科教材の開発 と 活用方法
－ 電流回路のイ メ ー ジ に つ い て 一
松 山 友 之 科学的 リ ァ フ シー の育成を 目 指 し た理科の学習に関す る研究
中学校理科化学的領域の学習 に 関す る 実践を通 し て ー
横 田 め ぐみ 吸収ス ペ ク ト ル 自 動測定装置の製作 と そ の環境教育への応用
音楽教育 石 橋 妙 子 和太鼓を取 り 入れた音楽科教育の可能性 に つ いて
研究演奏名 ： DONIZETTI Una Lacrina, VERDI Deh, pietoso, oh Addolorata, 
TOSTI Ridonami la calma 
坂 田 美沙都 主作品 小品集
副論文 一 読書困難者 を支援する I T 技術の現状 と 今後の方向
美術教育 関 口 信 ミ ケ フ ン ジ エ ロ の壁画 「天地創造J の研究
一 人物像 に お け る 階層的ス ケールの視点か ら 一
研究作品名 ： 「海の環」
西 田 歩 コ ラ ー ジ ュ にお け る 素材 と 手法研究
自 己の回想 と 前進
渡 遺 陽 平 絵画表現 に お け る 自 の研究 一 明暗 と 濃淡の表現 を 通 し て 一
研究作品名 ： 「Stand」
保健体育 小 川 耕 平 予備加温 に よ る Heat Shock Proteins (HSP） の誘導が及ぼす生理学的影響
堀 田 信 博 子 ど も の体温調節能の現状 と 改善方法 に つ い て の一考察
一 子 ど も のか ら だの よ り よ い発達を め ざ し て 一
技術教育 佐 藤 宏 隆 遠隔講義時 に お け る効果的な学習環境の構築 に つ いて
棚 田 英 治 普通教科 「情報J に お け る重要度の高 い学習 内容の抽出 と 単冗カ リ キ ュ ラ ム の 開発
と 実践
庚 川 平 光学機械の精密感 に 関す る研究
森 本 篤 史 教員研修 の た め の Web Based Training シ ス ァ ム の開発 と 実践的評価
家庭教育 高 田 千 秋 家庭内 に お け る 金銭感覚の育成 と 親子関係
山 内 八千代 衣服の着心地 を左右す る 湿潤感の評価 と その応用
【経済学研究科 （修士課程） 】
専 攻 氏 名 論 文 題 目
地 域 ・ 経 済 政 策 長 森 貴 弘 地方公共団体への行政評価 シス ァム導入 に係 る検証
奥 田 美 里 法人所得税制 と 資本 コ ス ト
塚 原 節 子 在宅療養支援の ため の看護職連携 シ ス テム に関す る考察
林 裕 一 電源の立地が地域経済 に与えた影響に関す る研究
（石川県羽 咋郡志賀町及びそ の周辺地域 に お け る 地域振興策 を 例 と し て）
王 松 j審陽市 に お け る 大気汚染問題 と 政策
- s o  x 抑制のため のバイ オブ リ ケ ッ ト 技術導入の効果
朱 実 男 経済改革開放下の郷鎮企業 に お け る環境汚染 と そ の対策 に関す る 分析 と提言
朱 俊 峰 中 国吉林省 に お け る と う も ろ と し 生産収益の規模間格差 に関する 実証的研究
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蒋 暁 東 中国経済の発展 と 日 系企業の役割
一 大連市に進出 し た 日 系企業を 中心 と し て 一
λ .u:. 業 経 営 岩 田 貴 宏 税効果の認識 と測定
坂 井 真 由美 女性企業家の連携 に よ る相互進化型 ビ ジネス モデルの構築
一 戦略的女性企業家創出 に お け るサイ パースペース 上での可能性一
白 川 恵 罪刑法定主義の実質化 を め ぐ る 若干の考察
杉 森 鉄之助 日 本企業の技術経営 と 消 費者志向 に つ いて の一考察
西 岡 一 生 地方分権改革 と税財源問題
一 地方 自 治体の課税 自 主権 に触れて 一
王 析 日 本の小売形態の発展 につ いて の考察
THANDAR LAY 会計の多様性 と 調和化に関する研究
ー 会計基準の国際的調和化 を 中心 と し て 一
唐 貧リ 日 本の多国籍企業の中 国市場参入に関す る研究
劉 同 強 中 国株式会社法 に お け る 少数株主の保護
【理工学研究科 （博士前期課程） 】
専 攻 氏 名 論 文 題 目
数 学 専 攻 緒 方 毅 球体の 2 点で極を も っ複素グ リ ー ン関数に つ い て
加 藤 篤 史 乗法的イ デアル論の研究
北 村 稔 之 Matrix type operators on martingales 
貴 堂 茂 樹 2 階常微分方程式の振動理論
栗 田 健 次 2 次冗離散力学系 に お け る カ オス
作 屋 将 ク ルル環の研究
田 中 聡 和 1 階常微分方程式の振動理論
辻 井 ’ 裕 例外型 ホ ロ ノ ミ 一群 G 2 を も っ多様体 に つ い て
本 田 健 太 郎 Doob の収束定理に つ い て
物 理 学 専 攻 大 石 祐 一 T i - Z r - N i 系準結晶の水素吸収 と 構造
釜 石 孝 生 Coherent States とSqueezd States の構成法の比較
桐 生 貞 義 Meron 解に対する Faddev-Niemi 場
中 町 秀 明 ダイ オー ド レーザー に よ る 近赤外分光学
番 場 大 円 Yang Mills方程式のInstanton解， Meron解および楕円解
平 松 純 人 価数揺動系 C e 0 s 2 S i 2 の O s 置換効果
水 落 徹 波長可変 レーザー に よ る 赤外分光学
山 口 暁 ア セ ト ア ミ ド 分子のマイ ク ロ 波分光
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山 口 聡 リ ラ ク サー結品 P z N の X 線回折
山 崎 和 也 コ バル ト 酸 リ チ ウ ム （ L i C o  0 2 ） の構造研究
孫 培 傑 高濃度近藤物質 C e ( P d 1 - x C u x ) 2 A 1 3 の磁性の変化
化 学 専 攻 岩 木 洋 人 電極反応の周波数応答法 に よ る 速度論的研究
奥 島 聖 記 シ ク ロ ト リ ベ フ トリ レ ン を含むカ プセル分子の合成 と 包接挙動
喜 多 祐 貴 C d  ( C N) 2 ・ G と N ( C H 3 ) 4 [ C d C u  ( C N) 4 ］ ・ G包接化合物 （G :
C 3 v 型分子） の振動ス ペ ク ト ル と 相転移
佐 藤 智 紀 分子内Heck反応 を 用 いたセ ンプラ ン骨格の新規な合成法の開発
下 山 俊 行 ペルオキ ソ パ ナ ジ ウ ム （V） 錯体の合成， 構造， 反応性
鈴 木 咲 子 脂質ー水系の赤外強度 と モ ル ブ オ ロ ジー
土 田 直 生 3－ メ チルー2, 5 ジ ヒ ド ロー 1 －ベ ンゾオキセ ピ ン骨格を有す る カルボ ン酸類の合成研
究
直 江 俊 弥 非平面鞍型構造 を持つサーキ ュ レ シ類の合成 と 性質
中 野 都 美 担持モ リ ブデ ン触媒 に よ る メ タ ン の脱水素縮合反応の研究 ，
西 川 久 信 近赤外色素 を 用 い た巨大温度 ジ ャ ン プに よ る 非線型現象の研究
藤 本 一 也 種々 官能基 を も っ配位子を 配位 し たバナ ジ ウ ム （ ill ） 錯体の合成， 構造， 性質
前 田 貴 生 ジ アセ チ レ ン及び ビニ レ ン架橋ポル フ ィ リ ン 四量体の合成 と 性質
松 田 隆 史 フ ロ ピ リ ジ ン類の合成 と 反応性 に関す る研究
三重野 園 理 不均一系不斉修飾触媒 に よ る プ ロ キ ラ ル化合物のエナ ンチオ面区別水素化
村 瀬 将 幸 p d  ( I［＇ ） 触媒を 用 い る 立体選択的な二置換ァ ト フ ヒ ド ロ ピ フ ン誘導体の合成 と ポ
リ サイ ク リ ッ ク エーテル系天然物合成への応用
京升本巳 一 峰 ジヘキ シルビチオ フ ェ ン環 を ス ペーサー と する 拡張共役系ポル フ ィ リ ン金属錯体の
合成 と 性質
吉 田 勝 彦 。 線誘起X線計測法 に よ る N i 基合金 中 の ト リ チ ウム分布 に 関する研究
生 物 学 専 攻 市 川 優 ゴマの花器官およ び花外蜜腺の形成 に 関 わ る 遺伝子の ク ロ ーニ ン グ と 発現解析
伊 東 平 裕 ネ ナ シ カ ズ ラ の葉緑体遺伝子の発現制御 に 関す る研究
猪 股 章 裕 富 山県下新川郡朝 日 町の フ ロ ー ラ
荻 野 聖 代 日 本産オオバ コ 属の核型 と 比較形態
菊 地 実 記 軟骨魚類ア カエイ に お け る P A C A  P の体内発現分布に関する研究
小 森 大 安 ヱゴツルク ビオ ト シブ ミ （鞘題 目 ， オ ト シ ブ ミ 科） の揺藍形成戦略 と 寄主植物選好
性 に 関す る 比較生態学的研究
佐 藤 謙 治 ハ ム シ亜科 （鞘麹 目 ， ハ ム シ科） の後麹 の相対変異 に関する 比較形態学的研究
ー ヨ モギハム シ属におけ る 後麹退化の一般的過程 を 中心 と し て 一
佐 野 裕 司 カ エル上皮細胞 にお け る イ オ ン輸送 に関する研究
高 羽 優 算 チ ュ ー リ ッ プ培養細胞か ら 単離 さ れた gypsy-like レ ト ロ ト ラ ンス ポゾ ン に 関する研
究
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中 町 智 哉 キ ンギ ョ にお け る オ レ キ シ ン の機能解析
中 村 大 樹 オオアオイ ト ト ンボ （ ト ン ボ 目 ， アオイ ト ト ン ボ科） オス の繁殖行動 に お け る 視覚
的解発刺激 に関する 実験行動学的研究
早 川 伸 二 ル リ オ ト シブミ 属 （鞘麹 目 オ ト シブ ミ 科） の揺藍形成戦略 と 寄主植物選好性 に 関
す る 比較生態学的研究
福 田 真 也 ネ ナ シ カ ズ フ 葉緑体への t RNA輸送に関する研究
穂 積 裕 幸 ハ ム ス タ ー腺性下垂体にお け る ホルモ ン産生細胞の機能調節に関する研究
二 浦 健 司 カ イ ワ レダイ コ ン の抗菌性ペプチ ド 、 フ デ ィ シ ン の 生化学的解析
村 上 真 由 ネ ナ シ カ ズ ラ 芽 生 え に お け る 寄生根分化 と 成長パ タ ー ン の変化 に 関する研究
馬 迎 新 魚類 と 両生類にお け る 内分泌撹乱化学物質 の ス ク リ ーニ ン グ方法に関する研究
地 球 科 学 専 攻 荒 木 佐和子 パイ カル湖 の湖底堆積物の古地磁気 ・ 岩石磁気の研究
大 森 大 悟 氷の破壊に伴 う A E お よ び電磁気的現象の観測
小 山 沙 由紀 海洋底コ ア 堆積物の古地磁気 ・ 岩石磁気の研究ー北西太平洋＆オホー ツ ク 海ピ ス ト
ン コ ア ー
続 山 裕 樹 イ ン ピーダ ン ス ・ ス ペ ク ト ロ ス コ ピー に よ る岩石中 の液相形態 の研究
中 埜 貴 冗 地中 レーダ探査の地球科学お よ び考古学への応用
本 間 潮 扇 ノ 山火山の地質 と 岩石
山 口 重太郎 中古生層の古地磁気 ・ 岩石磁気
生物園環境科学専攻 �t 裕一郎 断層帯周辺 に お け る 地下水の化学組成及び同位体比
中 野 啓 史 ウ ニ卵受精時の細胞内情報伝達機構の解析
前 川 貴 裕 水中 の微量フ ェ ノ ール類の簡易計測法の開発 と 応用 に関す る研究
電 子 情 報 工 学 専 攻 浅 野 俊 雄 直流 リ ン ク コ ンデ ンサ電圧の不平衡補償機能 を有す る 単 相 一 二相変換装置 に関する
研究
足 立 隆 之 風力発電シス ァム に お け る 系統連系時の突入電流抑制に関する研究
石 灰 功 一 静電ア ンテナ を 用 い た雷放電観測
板 尾 隆 昭 ビデオカ メ ラ を用 いた雷放電分光計測 シ ス ァム の 開 発
魚 谷 一 成 A I S  b バ ッ フ ァ 一 層 を用 いた S i ( 0 0 1 ) 基盤上への I n S  b 薄膜のヘ テ ロ エ
ピ タ キ シ ャ ル成長
大 坪 靖 ー ラ ッ ト 腹側被蓋野ニ ュ ー ロ ン活動に対する C A R  T お よ びO R E X I N の作用
、，
大 西 淳 一 J P E G 2 0 0  0 に対応 し た画質評価モデル
奥 村 S n 0 2 ス バ ッ タ 膜の構造 とガス検出特性
角 本 英 俊 有機 E L マ ト リ ク ス パネルの試作 と 回路 シ ミ ュ レー シ ョ ン に 関する研究
笠 島 与史憲 視覚機能 を有する ロ ボ ッ ト の試作
笠 松 岳 史 顔平面 を 用 い た表情認識に関する研究
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桂 智 則 永久磁石形同期発電機を用 い た風力発電の最大出 力点制御に 関する研究
神 谷 佳 極微小視角 に お け る 色覚特性に関する研究 一 周辺視 に お け る 色覚特性 一
河 合 宏 文 全方位 レ ンズを用 い たス ァ レ オ画像か ら の 3 次冗再構成 に関する研究
河 原 吉 博 高純度パルス イ オ ン ビーム発生のため の両極性パルス加速器の開発
川 村 武 志 カ ー ボ ンチ ュ ー プを用 い た電界放出 ア レイ に 関す る研究
川 冗 康 治 ス ト レス 条件下 ラ ッ ト のセ ロ ト ニ ンお よ び ド ーパ ミ ン代謝並びに摂食量に関する
「み ど り の香 り 」 の作用
京 田 浩 之 浅水長波有限要素モデルを 用 い た雷電荷の流れ解析
木 村 直 樹 c i J ＋ を ド ー プ し た硫酸グ リ シ ンの強誘電特性
車 谷 健太郎 S i  ( 0 0 1 ） 基板上の （ S i m G e n） 短周期超格子バ ッ フ ァ ー を 用 い た
S i G  e 混晶層 のM B E 成長
斉 藤 慎 司 Strong Proton acceleration during successive coalescence of filament currents in rela-
tivistic electron beam system 
酒 井 敏 行 ス バ ッ タ 膜 の パ タ ー ン形成用金属マス ク の非線形熱変形解析
笹 井 信 英 対 向 タ ーゲ ッ ト 式ス バ ッ タ 法 に よ る F e M  n 薄膜の作製
佐 藤 竜 一 直接イ ン ク ジ、 エ ツ ト プ リ ン ト 法を 用 い た有機 E L 素子の発光色制御 に関する研究
津 武 保 表面吸着子の 時間分解和周波発生分光 に対す る コ ヒ ー レ ン ト 光学効果の理論
塩 谷 将 希 フ。 フ ズマ フ ォ ー カ ス 装置か ら発生す る イ オ ン ビーム の特性評価
篠 田 光 弘 微細線 を 用 いたネ マチ ッ ク 液晶分子の配向特性 と規制 力 に 関する研究
清 水 英 俊 タ ー ボ復号の尤度情報更新 に関する研究
杉 田 直 樹 G e  ( 0 0 1 ) 面上の I n と S b に よ る 表面再構成構造 に関する研究
高 野 正 規 S i G e / S i / S i G  e 量子井戸 構造 に お け る 2 次冗電子ガ、ス の電気的特性 に関
する研究
高 畠 昭 雄 A model of heating of coronal loop footpoints 
高 畑 洋 祐 弾性波動場の F D T  D 法解析 と 速度ポテ ン シ ャ ル表示 に関する研究
滝 本 F且Z茎て 二相交流磁気浮上形 リ ニ ア誘導モー タ に お け る 推進 力 の解析
竹 内 亮 一 く ま 取 り 効果を利用 し た相数変換装置の特性解析 に関する研究
武 田 尚 之 雪国 の景観照明 に お け る 演色効果 に 関する研究
竹 山 幸 治 ヒ ド フ のバイ オ ア ッ セ イ 系 にお け る 多方向 ミ フ ー画像を用 い た形状特徴量算 出 に 関
する研究
田 畠 茂 フ ン タ ノ イ ド 系電子注入電極 を用 い た有機 E L 素子に関する研究
塚 田 将 門 B C J  R アルゴ リ ズム のイ ン プ リ メ ン ト に 関す る研究
徳 和 里 沙 雪国 に お け る 夜間都市景観照明 と フ イ ト ア ッ プに関する研究
初 藤 俊 志 フ ン ド ル ト 環 を 用 い た濃霧中 に お け る 色光の視認特性 に関する研究
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マイ ク ロ 波帯 に お け る ネ マ チ ッ ク 液晶の誘電特性 と デバイ ス特性に関する研究
高純度パルス イ オ ン源への応用 を 目 的 と し た 同軸プ ラ ズマガン の開発
フ レ ーム品質 と カ メ ラ ワ ー ク を用 い た動画像の 品質評価
J a v a に よ る オブジ ェ ク ト 指向に基づ くシーケ ン ス 制御用言語の I L 百語への コ
ンパイ ラ の作成
対向ターゲッ ト 式スバ ッ タ 法 に よ る T i 0 2膜 の作製 と そ の構造 ・ 特性
非定常信号解析 に お け る 分析窓長 に依存 し な い信号推定
ア ンモニウム ロ ッ セル塩の構造相転移 に 関する研究
明暗境界近傍の 明 る さ 知覚 に 関す る 空間順応特性の研究
Two loops interaction due to solitarγ magnetic kink driven by colliding plasma flows 
in magnetic flux tubes 
相関処理 を 用 い た残響音場の逆問題 に お け る ブ ラ イ ン ド 解法
窒素 レーザー を用 いた ピ ンチフ。 フ ズマ の シ ャ ド ウ グ フ フ 計測
聴覚情報が視覚情報に 及ぼす影響 に関する研究
水滴電界計 を 用 いた地上電界多点計測 システムの開発
プ ラ ズマガ ン をイ オ ン源 と したパルス イ オ ン ビーム発生装置の開発
S r  T i  O,/ S r Oバ ッ フ ァ 一層 を用 い た S i ( 0 0 1 ） 基板上への B i 系超伝
導体薄膜のMBE成長
太陽表面 の対流 に よ っ て起 こ る 非線形波動 シ ミ ュ レー シ ョ ン
心拍数 を一定に保つ ト レ ッ ド ミ ルの速度制御法に関する 基礎的研究
自 然言語処理 を 用 い た 3 D C G 作成支援イ ンター フ ェ イ ス の研究
注視に よ る 文字情報の獲得に関する研究
双方向スイ ッ チを 用 い た 力率改善形単相 コ ンバー タ 回路に関する研究
24時間明暗環境下およ び短時間低温環境下での老化促進モデルマウス の超音波発声
に 関す る研究
単相整流回路の組み合わせ に よ る 高 調波低減 に 関す る研究
D C モー タ のセ ンサ レ ス 速度制御 に関する研究
書雲の位置推定のため の水平方向電界計の開発
遺伝的アルゴ リ ズム を用 い た交通信号の制御
混合ガス に お け るガスセ ンサ応答のモデル化 と 濃度推定法 に関する研究
交流磁気誘導浮揚回転円盤装置に関する研究
物質拡散の分子動力学的機構 に関する研究
研削切断機の送 り 制御 に関する基礎的研究
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岩 脇 章 二 熱衝撃 を受 けた超硬合金のW C / C O 界面 に お け る 熱き裂発生
上 田 毅 文 アル ミ ニ ウ ム 合金の 高速切削特性 に関する研究
上 床 浩 一 熱問押出 し加工中の金型変形 と圧力分布 の測定
太 田 竜 真 水分を 吸着 さ せたゼ、オ フ イ ト 粒子充て ん層の有効熱伝導率 に 関する研究
金 古 陽 一 少量の微粒子を含んだ水の凍結過程 と 粒子の挙動に関す る研究
河 原 寛 之 油圧駆動四足歩行機械の動力学的モデ リ ン グ に 関する研究
川 部 泰 臣 セ レーテ ッ ド フ ィ ン付管群の渦発生特性 一 管形状 に よ る渦発生特性 と そ の抑制法 一
北 川 明 宏 流速分布が片持ち 円住の流力弾性振動 に及ぼす影響
佐 藤 壮 市 3 次冗分子動力学法 に よ る 吸着過程 に関す る研究
佐 藤 寿 Mg-A ト Z n系合金切削チ ッ プの熱間押出性の改善 と リ サイ ク ル
正 保 順 矩形中 空押出 し 形材の 局精度化 と 非定常プ ロ セ ス への シ ミ ュ レー シ ョ ン の適用
柴 田 幸 治 双輪駆動全方向移動 ロ ボ ッ ト の 間欠走行制御
高 畠 宏 行 Y B a, C u30,-x粉末の焼結条件が高温圧縮加工性 と超伝導特性に及ぼす影響
塚 田 茂 和 G A に よ る 未知凹凸路面推測型移動マニピ ュ レータ の走行制御
塚 田 安 喜 加熱転が り 接触 を 受 け る 被覆材の複数表面き 裂干渉効果 と 疲労寿命の推定
出 村 和 也 μ シ ンセ シス を用 い た衝撃加工機械の ロ バス ト 動作制御
西 口 浩 司 ア ル ミ ニ ウ ム合金の穴あ け に お け る ド リ ル先端形状の効果 に関する研究
播 摩 英 敏 T i  6 A ト 4 V合金の高温低サイ ク ル疲労 き 裂発生 ・ 伝ぱ挙動に及ぼす負荷ひずみ
波形の影響
前 川 浩 行 繊維状吸着材料の水分吸 ・ 脱着を利用 し た冷却 シ ス ァ ム に 関す る 基礎研究
前 花 英 一 ニ ッ ケル基超合金の大気中疲労強度特性 に関する こ， ニの検討
孫 田 多佳之 形彫放電加工の加工面損傷モ ニ タ リ ング装置の開発
増 激l 竜 治 放電被覆 に よ る 押出 し ダイ ス の表面改質 と そ の性能評価
宮 武 浩 一 ニ ュ ー ラ ルネ ッ ト ワ ー ク 補償器 に よ る 油圧サー ボ機構の位置制御
宮 永 浩 司 超音波 ウ エー ブ レ ッ ト 解析 に よ る 材料欠陥評価法の開発 に関する研究
宮 前 信 禰 p I C を用 い た レーザ光の ビームス ポ ッ ト 検出装置の開発に関する研究
本升木" 全 史 座面追従型立上が り 介助座椅子の研究
山 崎 道 雄 フ ィ ン付伝熱管群の 熱流動特性 一 フ ィ ン の種類 と 管列数の影響
横 井 章 泰 移動マニ ピ ュ レー タ の転倒防止 に関する研究
若 嶋 真 博 焦点はずれ画像に よ る 形状測定法に関する研究
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低融点合金 を用 い た 3 次冗薄板加工技術の開発
S N C M 4 3 9 鋼の超長寿命疲労強度特性 に及ぼす表面処理 の影響に関する研究
シルジ ン系銅合金の被削性に関する研究
多パス 温間圧延 に よ る アル ミ ニ ウ ム合金の ミ ク ロ 組織変化
T i  o 2粉末を用 い た光触媒還冗反応 に よ る S e (VI） お よ び S e (N） を含む廃
液か ら の S e O の 回収
C u- C 系強制固溶体粉末のパルス 通電加圧焼結 と 焼結体の特性評価
ポ ロ ン置換に よ る Y B a 2 ( C u 1 - • B .) 3 0 1 - y 系 の超伝導特性
液相法を用 い た P z T の合成 と 薄膜作製
炭材内装ペ レ ッ ト を使 っ た急速還元製鉄法
二つ の ス ピ ロ環の接合に よ っ て安定化 さ れた ア ズ レ ニ ウ ム イ オ ンの合成 と 性質
パルス 通電加圧法に よ る 5056アル ミ ニ ウ ム合金 と S U S 304ス ァ ン レス鋼の 固相接
ぷロ泊、
A l 合金 に お け る 析出物の構造解析 に対する E F T E  M の適用 に 関する研究
液体超急冷 し た M g - A l 合金 リ ボ ン のパルス 通電加圧焼結
レーザー表面溶融法 に よ る過共晶A 1 - S i 系合金 の初晶 S i の微細化お よ び耐摩
耗性の改善
新規液相法に よ る 酸化チ タ ン薄膜の作製及び複層膜への応用
2 色の レーザ光 に よ る 2 層 系二重拡散対流の温度 ・ 濃度場同時計測 に 関する研究
A l - A g 合金の時効析出 に関す る研究
過共晶A 1 - S i 系合金の鋳造組織 に対する機械撹枠の影響
光触媒還冗反応 に よ る亜酸化銅の作製
c 0 - s  i o，系 に お け る グ、 ラ ニ ユ ラ ー磁性薄膜の電気的， 磁気的性質
新製造法 T i o，薄膜 を コ ーテ ィ ン グ し た ア ル ミ ニ ウ ム 合金 に お け る光触媒機能の
発現
機械的撹持 に よ る A 1 - C u 系合金 ビ レ ッ ト の製造 と 組織評価
溶接構造用 アル ミ ニ ウム合金の時効析出 に 関す る研究
2 成分溶液を含む砂層 の乾燥機構解析 と 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
P r - 0 系酸化物の高温 に お け る 熱分析
ト リ シ ク ロ ［ 6 . 4 .  1 .  O ', ＂］ ト リ デカ － 1 , 3 ( 6 ) , 7 ,  9 ,  1 1 ー ペ ン タ
エ ン の合成 と そ の性質に関する研究
低 レ イ ノ ルズ数型 l 方程式乱流モデル に よ る 半 円柱乱流促進体周 り の流動解析
一重拡散対流 に お け る 界面近傍の数値的流動解析
Y 1 - . C a . B a 2 C U 3 0 1 - y 系 の超伝導臨界電流密度の研究
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水 林 舞 温度傾斜 p C P  S 法に よ る A l /A l 2 0 3 系傾斜機能材料の作製 と 評価
名 徳 康 晴 A l - M g - S  i 合金の粒界破壊挙動 に対す る C u 添加の影響
森 田 吉 成 ア ル ミ を含む廃液か ら の ア ル ミ ナ 回収処理 プ ロ セ ス の開発
山 下 理 異形粒子群の分離操作 に関す る研究
化 学 生 物 工 学 専 攻 石 野 友季子 Molecular Recognition of Glyco-conjugated Amphiphiles by Proteins 
井 上 真 計 流動化酸化チタ ン粒子を用 い る 液相光触媒分解
岡 崎 友吏子 Staphylococcus warneri M が産生す る バ ク テ リ オ シ ン に関する研究
岡 野 貴 弘 Bacillus cereus を 生体触媒 と し た有機変換反応における 基質溶解剤の影響 に関
す る研究
岡 村 誠 石炭の 無触媒水素化分解に及ぼす水の添加効果
木 村 定 明 ホルム ア ルデ ヒ ド 資化細菌 に よ るバイ オ レ メ ディ エー シ ョ ン
上 坂 多恵子 ト リ フ ェ ニルー λ 6ーサル フ ァ ンニ ト リ ル と ス ル フ ェ ニル化剤及びスル フ ィ ニル化剤
と の反応 に よ る ナイ ト レ ン種の発生
幸 本 和 明 タ ンパ ク 質ハイ ブ リ ッ ド を利用 し た新規バイ オプロ セ ス の 開発
古 田 島大悟 ア ミ ノ ピ リ ジル配位子固定化ポ リ ス チ レ ン に よ る A u (ill ） の選択的分離
後 藤 充 美 高電圧パルス に よ る 分裂酵母細胞内か ら の選択的蛋 白 質 の放出
斎 藤 利 貴 Preparation of Electro Biosensing Device Using a Self Assembled Monolayer 
坂 爪 大 輔 制ガ ン 性 白 金錯体シス プ フ チ ン と D N A の相互作用 に関する コ ン ビ ュ ー タ に よ る 解
析
坂 手 利 栄 フ ァ ー ジ φ g 1 e の リ プ レ ッ サー蛋白 質 の構造 と 機能
佐 藤 恵 美 ポ リ チオア ミ ド を用 い た含重金属有機溶液か ら の金属回収
佐 藤 高 志 イ ミ ノ ス ルホニウムイ リ ド と フル オ ロ 一 入 6 ー サル フ ァ ンニ ト リ ル と の反応 に 関す
る 研究
住 祐 輔 Preparation and Characterization of Novel Lipopolypeptides with Many Pendent Sugar 
Residues 
平 佳 子 Molecular Recognition of Endocrine Disrupters by Self-Assembled Monolayer of 
Cyclodextrin 
田 中 和 彰 硫化モ リ ブデ ン分散触媒 を 用 いた石炭の水素化分解に 及ぼす水の添加効果
土 肥 千 尋 電界で形成 し た p H 傾斜プ レー ト に対す る ブ ド ウ酵母の特性
中 島 敏 文 Studies on the Syntheses , Structures and Reactions of Several "Cyclized" 
Thianthrene Derivatives 
中 谷 博 史 新静止型混合器 に よ る 低粘度液体の乳化特性
福 士 タ紀子 非侵襲血糖測定器を 用 い た糖尿病支援 シ ス テム の 開発
藤 森 照 徳 サル フ ァ ー イ ミ ノ ー λ 6ーサルフ ァ ンニ ト リ ル類及びそ の誘導体の合成 と構造に関
する研究
水 落 正 慶 Studies on the Syntheses and th巴 Reactions of the β －Hydroxy Heteroaromatic Sulfur 
Derivatives 
望 月 滋 荷電表面近傍 に お け る 高分子電解質 の濃度分布
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柾 麻 美 ｜ 白 色腐朽菌の不織布表面培養法 を用 い た環境汚染物質含有廃水の浄化
MOHD.NAZIR ｜ 酸化チ タ ン を 用 い る 気相光触媒分解に 及ぼす触媒担体の影響
BINISHAK 
【理工学研究科 （t専土後期課程） 】
専 攻 氏 名 論 文 題 目
シ ス テ ム 科 学 閤 理 坦 Hermite Polynomials and Martingales 
徐 天 最 A Child Verb Learning Model Based on Syntactic Bootstrapping 
物 質 科 A寸4ー 赤 丸 悟 士 磁気モー メ ン ト が収縮 し た C e化合物の磁性 と 電子構造
斎 藤 益 満 T 細胞受容体遺伝子座異常 と候補 T 細胞 白 血病原因遺伝子の単離
RAHMAN MOHAMMAD MBE Growth of Sio.1sGeo.zs Alloy Layers on Si(OOl) Substrate Using (Sim/Ge n )  N 
MIZANUR Superlattice Bu汀ers
当日 勇 Structural Evolution During Mechanical Alloying in Al-Fe Binarγ and Al-Fe-
TM(TM=Cr,Ni,Cu,Zr)Ternarγ Systems 
エ ネ ル ギ ー 科 学 大 滝 雄一郎 波長可変遠赤外分光計を用 い た分子 ・ イ オ ン の分光
佐々 木 み ぎわ Major geologic structures associated with the Early Cretaceous sinistral shearing 
along the eastern margin of Asia 
高 尾 和 人 プ フ ズマ フ ォ ー カ ス 装置 に お け る粒子 ビー ム発生特性 に関す る研究
王 手リ Study of structure and spectrum for a molecule with an internal rotor 
生 命 環 境 科 学 正Uヨ" 月 輝 希 lsotopic study of hydrogeochemical condition of deep underground 
- Analysis of long-term cange of geochemical condition at Tono uranium deposits 
area, Japan一
丸 山 励 治 パ ク ア リ ア B acillus cereus に よ る 多環芳香族化合物の変換に 関する研究
宋 存 江 Study on Biosynthesis and Biodegradation of Polyhydroxyalkanoate (PHA) 
孫 恵 峰 陽イ オ ン界面活性剤のイ オ ン対膜分離／吸光光度定量法 と 水環境 に お け る 動態 に 関
す る研究
［理工学研究科 （博士論文提 出 に よ る 博士の学位授与者） 】
氏 名 論 文 題 目 授与年月 日
宮 嶋 俊 明 粉粒体挙動に及ぼす粒子形状の影響 に関する基礎的研究 平成14年 3 月 18 日
藤 井 純 子 The geomagnetic field’s configuration over the Japanese lslands at the time when 平成14年 3 月 18 日
the Aso-4 tephra was deposited 
【理工学研究科 （博士後期課程） 】
専 攻 氏 名 論 文 題 目
シ ス ァ ム 科 学 稲 垣 稔 之 アル ミ ニ ウ ム合金中空押出 し 形材の 両精度 ・ 低圧力押出 し を 目 的 と し た ホ ロ ーダイ
ス 設計 に 関する 基礎的研究
生 命 環 境 科 学 横 井 健 二 水産加工食品由来の グ フ ム 陽性細菌 に関する研究
平成13年 3 月 31 日 付け
［工学研究科 （博士後期課程） 】
専 攻 ｜ 氏
シ ス テ ム 生 産 工 学 ｜ 原
平成13年 3 月 31 日 付け
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名 ｜ 論 文 題 目
恭 ｜ ロ ー タ リ コ ン ブ レ ッ サ用ベー ン材料への適用 を 目 的 と し た T i C N系サーメ ッ ト 合
金 の 開 発 に 関す る 基礎的研究
平成14年 4 月 学 報 第447号
- 85 -
平成14年 4 月
学 報 第447号
ム 入学者選抜学力 検査合格発表風景 （ 3 月 7 日 ）
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ム 富 山 県 内 国立大学の再編 ・ 統合の推進 に 関 す る 合意書
ム 学位記授与式で演奏する富山大学 フ ィ ルハーモニー管弦楽団 ム 学位記授与式で合唱 す る 富 山大学合唱団
編 集 富 山大学総務部企画室 〒930- 8555富山市五福3 190 TEL . (076) 445 -6029 FAX . (076) 445 6033 
印刷所 あ けぼ の企画欄 干 930 003 1富 山市住吉町 1 - 5 - 8 TEL . (076) 424 - 1755 FAX . (076) 423 - 8899 
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